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プロローグ





　六りく道どうかなめは生なま唾つばを飲みこんで、目の前の分厚い扉を見る。

　内ない宮くう大たい廟びよう。広大な六道神社の最さい奥おう部ぶにある、関係者以外は入ることが許されない神聖な建物。第九十一代六道本家の当主筆頭候補である六道かなめも、一度しか来たことのない場所だ。

　六道は息をス―――と吸いこむ。白いセーラー服と赤いリボンに包まれた胸が小さく膨らむ。休日に、それも自分の住む家の敷地内にも拘かかわらず制服姿なのは、母親に命じられたからだった。

「六道かなめ、入ります」

　幼い容姿に不釣り合いな凜りんとした声を出して、六道は扉に手をかけた。重い軋きしみ音と共に視界に広がる薄暗い部屋。一緒に揺れる、橙だいだい色いろの蝋ろう燭そくの炎。咽むせるような香の煙。

　入口のない三方の壁際にある高壇に、胡坐あぐらを組んだ法ほう衣え姿の人たちがズラリと並ぶ。皆、六道家縁ゆかりの人間たち。今ここでは「全国六道鳩きゆう首しゆ会議」が行われているのだ。

　扉を閉めて、六りく道どうはカチコチの行進で左右の高壇の間を進んでいく。容赦なく飛んでくる視線の矢が痛い。

　突き当たりの、左右の高壇よりも高い壇の前で六道は立ち止まる。壇の上には五人の紫色の法ほう衣えを身につけた男女が座っている。左右二名ずつが“〝四天王”〟と呼ばれる全国六道神社連合の重鎮であることは、六道も知識として知っていた。

　そして、その中央にいる女性こそが、全国の六道神社を束ねる第九十代宗主・六道あやめ。かなめの母である。

「六道かなめ、参上しました」

「ごくろう」

　深々と頭を下げるかなめに、あやめはうやうやしく頷うなずく。その姿からは、普段、朝の挨あい拶さつにハイタッチとかしている仲なか睦むつまじい母子の関係は窺うかがえない。なにしろこの場は伝統と格式ある「全国六道鳩きゆう首しゆ会議」なのだ。

「かなめ。あなたは今年で十六になります」

「はい」

「十六は六道神社の巫み女ことして正式に認められる齢よわい。会議の結果、今年の六道祭の巫女は、そなたに任せることが決まりました」

「ありがとうございます」

　再び六道は頭を下げた

　正巫女位伝承のことなら、事前にあやめから聞いていた。三十年近く母がやってきた、六道神社巫女役を受け継ぐことになりそうなのだ。

　全国の六道神社で祭事が執り行われるたびに駆り出されるのは辛つらいが、当主筆頭候補としてその覚悟はできていた。それに正巫女だけが着ることのできる巫女装束には、以前から興味があった。

（六道の巫女装束を見たら、フフ、錦にしき織おりくん、興奮するんじゃん？　あの人、嗜し好こうがマニアックだもん。マジ惚ぼれされたりしたらマズイんじゃね的な感じが。ハッ……、でもそれは、巫女としての六道が好きなだけだから、巫女装束を脱いだ瞬間に冷たくなったりして。それは問題だよね）

　クラスメイトの男子の顔を脳裏に浮かべて変な心配をし始めた六道に、さらに、母あやめの声が飛ぶ。

「今日の会議で、あなたに関してもう一つ大事なことが決まりました」

「えっ？　はい。なんでしょうか？」

　そんなことは事前に聞いていない。

「かなめ。あなたは、今、全国四百八十三の六道神社が、存続の危機に瀕ひんしていることは知っていますね」

「はい」

「初代の六りく道どう伊い之の助すけが六道神社を開いて、約千五百年。血の薄まりにより六道聖光の力は衰える一方です。それに伴い、六道を頼る人間も減りつつあります。このままいくと、六道神社が途絶える日もそう遠くないでしょう」

「……」

　神妙な顔で頷うなずきながら、六道は、それは仕方ないんじゃないかな、と思っていた。携帯電話やインターネットの世の中において、どう考えても神社は時代錯誤である、と思っている。六道は今時の女子高生なのだ。

「そこで、かなめが正式に巫み女ことなると同時に、婚姻約やく定じようの儀を執り行うことにしました」

「ちょ、ちょっと待った！」

　思わず口調の砕けてしまったかなめに、あやめの目が鋭くなる。

「こんいん!?　それって婚約、のことでしょうか？」

「それ以外の意味はありません」

「六道神社存続の危機と、六道の結婚と、どういう関係が？」

「早く結婚して、才能のある子供を沢山産んで、子孫繁栄です」

「少子化の時代に逆行!?」

　頭がパニクってくる。巫女になる話は聞いていたが、婚約なんて聞いてないよー状態である。

「ですが、そんな突然。今年の秋祭りは、二週間後だし」

「人生の転機というものは、突然、訪れるのです。私もあなたのお父様と婚約したのは、出会ってから五分後のことでしたよ」

「はあ」

　そんな食糧難の時代（←違う）と同じノリで言われても、と六道は心の中で思う。

「元来、六道家では正式な巫女として認められたと同時に、婚姻することが多いのです」

「そ、それで、相手は」

「丁度、西にし方かた殿が、次男で今年十八になるまさき殿を婿入りさせてくださると仰おつしやっています。六道神社の血を濃くする意味でも丁度よいでしょう」

「不肖の息子ですが、きっとかなめ殿も気にいると思いますぞ」

　あやめの横に座る禿とく頭とうの男性がガッハッハと笑いながら、額がくに入った大きな写真を取り出した。

　あなた、普段から息子の写真持ち歩いてるんかい、と心の中でツッコミを入れながら、六道はマジマジと見る。大きな数じゆ珠ずと錫しやく杖じようを持ったスポーツ刈りの青年が、岩の上に満面の笑みを浮かべてヤンキー座り（死語）をしていた。好青年には違いないが、筋肉質のガッチリとした体型でかなめの好みとはかなり異なる。

「いや、え――っと、でも、六りく道どうはまだ高校生ですし、婚約というのはちょっと」

「なにを言いますか。高校は今月限りで辞めるのですよ」

「はっ!?」

　思わず「ありえねー」と付け足しそうになる。

「神社に身を捧ささげる者として、学問と巫み女こ道を両立することはできないでしょう。それに結婚生活ともなると、ほとんど無理ですから」

「いや、それはそうですけど、だからこそ、まず学問を修めて学校を卒業してから、それから婚約とか巫女道とか考えればよいと思うのですけど」

「あなたの学校の成績は、真面目まじめに学問を修めようとしている人間のものには見えません」

「うっ。しかし、本人の意思は！　六道はもう少し高校生をしていた――」

「これは決定事項です」

　あやめの有無を言わせぬ声が鼓膜に突き刺さる。

「『全国六道鳩きゆう首しゆ会議』で決まったことと、あなた一人の意思。どちらが重要かは、あなたでも分かるでしょう」

　六道は唇を噛かみしめる。そのくらいのことは分かっている。千年以上続く六道神社の宗主という組織のまとめ役として、個人のわがままを優先させることはできない。だが、それでも事前に相談くらいあってもよかったのでは、と思う。尤もつともあったところで、納得できない気持ちに変わりないが。



    

  
    
      



    

  
    
      「えっと、そのう」

　かなめは上目づかいで母あやめを見る。

「婚約ということはまだ結婚ということではないんですよね？　実際の結婚はいつになるのでしょう？」

「婚姻約やく定じようの儀の後のち、速やかに婚姻の儀へ繋つなげていこう、という話になっています」

「なってるの――!?」

　ついに声が裏返った。絶望的な気持ちになってくる。

「婚姻の儀は年内がよろしいでしょう。何事も早いにこしたことはないですからな。なーにかなめ殿は宗主殿に似てお美しいから、うちのせがれもすぐに惚ほれこむでしょう。来年には初孫の顔を見ることができるかもしれませんな」

「まあ。西にし方かた殿は口がお上手なこと」

「……」

　ガッハッハ、オホホと笑う母と禿とく頭とうの西方殿を見ながら、六りく道どうは「こりゃやべえ」と思っていた。



    

  
    
      


１　六道、大ピンチ！





「ハァ――。また来てしまった」

　錦にしき織おり貴たかしはため息をつく。生物資料室の奥にある小さな扉の前。ごく一部の人間から、秘密基地と呼ばれている場所である。

「オレはどうしてここに来てしまうのか」

　二学期が始まって一週間が経たとうとしているが、その間かんここへ来たのは一度や二度ではない。近ちか頃ごろでは命令がなくとも、来てしまうことがある。イヤだ、行きたくないと思いつつも、足が向いている。もしかしたら、自分は本質的にマゾじゃないのかと疑ってしまうほどだ。

「まっ、今日は強制なんだけど」

　今学期初の『新世界構築会議』。サボりでもしたら、どんな目にあわされるか。あの、輝夜かぐや真ま央おに。

「馬乗りになられて、指し棒で頬ほおを叩たたかれて……」

　スカートを跳ね上げながら、ペチペチ攻撃してくる輝夜の姿を妄想する。

「ゲホッ、ゲホッ、ゲホッ」

　想像しただけで、喘ぜん息そくの発作が出た。

　深呼吸すると扉をノックする。

「どうぞ」

　伸びやかな女の子の声がした。その途端、錦織の青白くなっていた顔に、ほんの少し生気が戻る。クラスメイトの副クラス委員の声だった。

「ち―――っす」

　テンションを無理に上げて錦織は扉を開く。部屋には米よね倉くらともう一人いた。

「こんにちは」

「……」

　口を綻ほころばせた米倉の横で、六りく道どうが机に突っ伏したまま、挨あい拶さつ代わりにパタパタと手を動かしていた。

　錦織は六道に目を向けながら、不思議そうに眉まゆを顰ひそめる。いつもなら夕方でも「おっはー」とか言ってくるノリの娘こである。

「六道、どうしたんだ？　腹でも痛いのか？　過敏性腸症候群か？」

「ううん。腸は大丈夫です」

「そういや、授業中もため息ばっかついていたな。何か悩み事があるとか？」

「そう。六りく道どう、悩んでいます」

　六道は頬ほおを机に押しつけたまま答える。

「六道でも悩むことあるんだ」

「そりゃあるおう。思春期な乙おと女めだし」

「乙女！」

　錦にしき織おりは目を白黒させて、六道に近づいた。

「六道、本当に大丈夫なのか？　なんか様子が変だぞ。いや、いつも正常とは言い切れないが、今日は一段と変だ」

「錦織くん、心配してくれているんだね。サンキュー」

「サンキュー!?」

　錦織はこの世の終わりのような顔で米よね倉くらの隣の椅い子すに座ると、耳元で囁ささやいた。

「米倉、六道のヤツどうなってんだ？　“〝ここがヘンだよ六道かなめ”〟、状態なんだが。何か聞いてない？」

「それが私にも教えてくれないのです。何かあったとは思うのですけど」

　ゆっくりと首を振る。

「明るいのだけが取り得のあいつが思い悩むなんてよっぽどだぜ。主要四科目が全すべて赤点でも、御み崎さき屋やのもんじゃをお代わりしていたようなヤツだぜ」

「本当にどうしたんでしょうか」

　米倉も心配そうに眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを細める。

　親友にも話せないようなことともなるとしつこく聞くわけにもいかず、錦織は不審そうな視線を六道に送り続けた。

「現在、我々は戦争状態にある！」

　突然、空気がビリビリと震えるくらいの大声が飛んだ。大きく開かれた扉の所に、両手を腰に当てて仁王立ちの輝夜かぐやの姿があった。

　急いで走ってきたのか肩で息をしている。胸で結んだ真っ赤なリボンが乱れ、衣替えしたばかりの赤地にチェックの縁取りのスカートが小さく揺れていた。

「戦争状態か。なるほど、今日のテーマはそれか」

　錦織は冷めた感じで呟つぶやく。

「戦争、ですか？」

　米倉も大体輝夜が何を言い出すか分かった様子で頷うなずいている。

「そうだ戦争状態だ。戦時下だ。緊急事態だ。挙国一致内閣だ！」

　輝夜は叫びながら自席の椅子の上に立つと、グルリと基地を見回した。

「むっ、サイクロンはどうした。サボりか？」

「サボりじゃないよお。サイクロン、ここにいます」

　机に突っ伏していた六りく道どうが、その格好のまま挙げた手をパタパタとさせる。

「むむっ。サイクロン、覇気がないな。なにかあったのか？」

　輝夜かぐやが首を傾かしげる。

「覇気は知らんが、あいつ、朝からずっとあんな感じだぜ」

「なに？　腹でも痛いのか？　過敏性腸症候群か？」

「ううん大丈夫です。サイクロン、これより復帰いたします」

　六道は上体を起こすと、ダルな感じで敬礼ポーズをする。だが、表情は暗いまま。眉み間けんに皺しわを寄せて、唇をむっつりと閉じている。

　輝夜はしばらく不思議そうな表情をしていたが、すぐに頷うなずいて拳こぶしを振り上げた。

「よし。では会議を始める！　諸君！　冒頭にも言った通り、現在、我々は生徒会との戦争状態にある」

　輝夜は、机の紙袋の中から、一枚目のフリップボードを取り出す。フリップには『戦争状態』と書かれた文字と、どういう意味があるのか不明だが、通信機に何か叫ぶヘルメットを被かぶった通信兵風の軍人の写真がプリントされていた。

「夏休みに宣戦布告してきた生徒会は、我々の建国計画の前に立ちはだかる最初の敵だ」

「我々っつーか、閣下が一方的に恨まれているだけだけどな」

「ハラグロ！　会議中の発言は挙手して行え、と何度も言ったはずだが」

「あ――、今のは独り言だ」

「独り言も禁止！」

「へいへい」

　錦にしき織おりは肩をすくめる。

「話を戻すぞ。しかし、私はこのような状況をむしろ歓迎すべきと考える。我々の最終目的はもちろん新世界の構築であるが、その橋きよう頭とう堡ほとしてこの学校を支配下に置くことは当初からの我々の目的と合致する。向こうから宣戦布告してきて、戦いの大義名分が立ったのだ。これは僥ぎよう倖こうと言うべきことだろう。我々の闘争に対し、他生徒も一定の理解を示すに違いない」

「異議あり！　とても理解をするとは――」

「異議を却下！」

「言われた通り手を挙げても却下かよ」

　ブツブツ言っていると、横の六道から脇わき腹ばらをツンツンとされた。

「錦織くん……」

　自信なさげな声を出していた。

「どうした？　やっぱり腹か？　保健室か？」

「違うよ。ぎょーこーってなに？」

「あー、僥ぎよう倖こうっつーのは、つまりな、ラッキーってことだ」

「そういうことか。てっきりエライ人がどこかに行くのかと思った」

「それは行ぎよう幸こう。……てか、お前」

　錦にしき織おりは驚きの表情の顔をプルプルと震わせる。

「今の、絶好のボケるチャンスだったじゃないか。みすみす逃したのか!?」

「いや六りく道どうさ。もうボケとかツッコミとか、必要ないから」

「おま、何言って――」

「そこっ！　私語は慎むように」

　輝夜かぐやにジロリと睨にらまれ、錦織は口を噤つぐむ。

「というわけで、本日より我々は生徒会への侵攻を開始する。目標は敵の本丸である生徒会室。完全に制圧し、我々の秘密基地をあの場所へ移すことが最終目的だ」

「質問！」

　錦織が再び手を挙げる。

「質問を却下！」

「却下すんな！　少しは喋しやべらせろよ」

「だってハラグロが喋ると、単純な話が複雑になるからな」

　輝夜は不満そうに血色のよい紅色の唇を尖とがらせた。

「で、なんだ？　何に異議があるんだ？」

「生徒会へ侵攻する話だが、賛成反対はともかくとして、何をするつもりなんだ？　超具体的に頼む」

「侵入し、蹂じゆう躙りんし、制圧する。知れたことだ」

「いや、知らないし、ちっとも具体的でないぞ。蹂躙って何やんだ？　例の木刀を持って暴れるのか？」

「武力に訴えるのもよいが、私が最も得意とするのは情報戦だ。敵の弱よわ味みを掴つかんで、脅迫するのが一番手っ取り早いだろう。例えば、生徒会の会計が、生徒会の予算を使いこんで、日焼けサロンに通っているとか」

「なんでいきなり超具体的なんだよ」

「今日見かけたら、コンガリと焼けていたからな」

「一週間前まで夏休みだったんだ、日焼けしていても別に普通じゃないか」

「例えば優等生を装っているが、実はハラグロとか」

「今度はオレにあてつけだよ！」

　錦織は頭を掻かきむしった。

「いや、今のは一例に過ぎない。情報戦に拘こだわる必要もない。とにかく、ハラグロは次の会議までに、生徒会を屈服させる超具体的な作戦を複数用意してくること。作戦が決まりしだい、生徒会への反撃を開始する」

　輝夜かぐやは手を水平に伸ばして格好をつける。

「まあ、分かったけどさあ」

　そう答えつつ、鼻の下に指を当てて思案を始める。錦にしき織おりはこの秋の生徒会の選挙に出るつもりなのだ。予定通り現生徒会長である松まつ島しま美み紀きの推薦をもらうことができれば、一年生にして生徒会メンバーに加わることは不可能ではない。だが、「輝夜」ＶＳ「生徒会」の仁義無き戦いに錦織が巻きこまれた瞬間、その野望は潰ついえる。

（実際に屈服させる必要はないな。輝夜が納得して、できるだけ平和裏りに、かつ輝夜以外、誰だれの名前も表に出ないような作戦にして……）

　錦織の頭の中をハラグロい思考が駆け抜けていく。

　――と。

「あのお、閣下」

　六りく道どうが控えめに手を挙げた。

「実は、六道、その作戦には参加できないかもしれません」

「なっ!?」

　輝夜は驚いたように目を大きく見開く。

「作戦拒否だと？　なぜだ？　宗教上の理由というなら考慮しなくもないぞ」

「ある意味、宗教上の理由に近いのかもしれないんだけど、つまり、六道、今月で学校を辞めることになりそうなのです、はい」

　六道はテンと自分の額を叩たたいた。

「「「！」」」

　六道以外の全員が言葉を失い、秘密基地は静寂に包まれた。

（まじかよ！）

　錦織は六道の顔をマジマジと見つめる。「アハハハ」とやや引きつったような笑いを浮かべた顔には、いつものボケをかます時とは違い深刻そうな皺しわを刻んでいた。

　米よね倉くらは「えっ？」と小さく口を開いたまま固まっていた。親友の彼女も、今初めてその話を聞いたようだ。

「理由はなんだサイクロン。なぜお前は学校を去るのだ？　成績か？」

　輝夜が真剣な表情で六道を見つめた。

「いや……その……」

「もしかして、言いづらいような理由なのか？」

「うん、まあ、そうかな」

「やはりな。この時期の退学だ。よほどの事情があるのだろう」

　輝夜かぐやが目を細める。うんうんと頷うなずく六りく道どう。

「それでなんなのだ？　その言いづらい理由というのは！」

「結局、聞くのかよ！」

　錦にしき織おりは思わずツッコミを入れた。

「実はね――」

「お前も、言いづらい理由ならもうちょっと躊躇ためらえよ！」

「六道、結婚することになりそうなのです、はい」

　もう一度、テンと額を叩たたいた。

　沈黙。

　凍いてつく時間。

「「「！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！」」」

　声にならない悲鳴。

　三人が一斉に六道の周りに駆け寄った。

「本当なの？　かなめ！」

「相手は誰だれなんだ？」

「ボケとしては赤点だな。ってか、本当なのか？」

「わっ、六道、大人気!?」

　六道の顔にほんの少し余裕が戻っていた。

「一度には無理だから、一つずつ答えていくね。まず、結婚。ボケではありません。相手はなんか遠い親しん戚せきの人みたい。今は大学生しながら山で修行してるんだって。これ写真」

　六道は山伏スタイルの婚約者の写った写真を取り出す。

「なかなか筋肉質でかっこいい感じの人ですね」

「確かに。アウトドアって感じだな」

　写真を覗のぞきこんだ錦織と米よね倉くらは頷きあう。

「よかったな六道。掃除能力以外に取り得がないし、嫁の貰もらい手がなかったらどうしようと思っていたが、これでオレも安心だ」

「ワッ、酷ひどい言い方。それに、お嫁に行くんじゃなくて、お婿さんを貰うんだよ」

「もう、かなめったら。交際している人がいるなんて、私にちっとも教えてくれませんでしたね」

「うん。だって六道、交際してないし。というか、まだ会ったこともないし」

「えっ？」

　一瞬、言葉が消える。

「ママがね、勝手に決めちゃったんだよ。六道家の繁栄のために、そろそろ身を固めろって。産めよ増やせよって」

「まじか。このインターネットの時代に、未いまだにそんなことを言う人間がいるのか」

　錦にしき織おりは唸うなってしまった。

「そうなの。いるんだよ。この時代にそんなことを言う人が。でね、六りく道どう、今月末のお祭りの日には婚約して、年末にはお嫁に行く、じゃない、お婿を貰もらいそうな勢いなの。だから学校、辞めなきゃいけないみたいなーんだ」

「なーんだって、おまっ」

　錦織には淡々とした口調で言う六道が、かなり無理をしているように見えた。米よね倉くらも同様らしく、六道よりも重い表情をしている。

「でも、かなめはそれでいいんですか？　学校辞めて、知らない人と結婚するなんて」

「あんましよくないけど、個人の意思よりも、一族の繁栄の方が重要だってママが。一応、六道、六道一門の次代宗主だし」

「……」

　米倉は何も言わず唇を噛かむ。六道家と同じような旧家の人間として、そういう家の事情のようなものに無縁ということもないからだろう。

「そういうわけだから、閣下。六道、来月から花嫁修業と巫み女こ修行に明け暮れることになりそうだから。閣下の作戦を一緒にすること、できそうにないんだ」

　六道は両腕を組んだ輝夜かぐやの表情を窺うかがうように、顔を上げた。

「そんなことは許さん！」

　輝夜がいきなり怒鳴った。

「え―――っと、許さんって何を？」

「結婚も退学もまかりならん！」

「いや、そんな、娘を嫁に取られたくないお父さんみたいなこと言われても」

「サイクロン。お前は既に私の『新世界構築』にとって重要な役割を担っているのだぞ。いわば貴重な戦力だ。それを今更、寿ことぶき退職だと!?　そんなこと許可できるか！」

　輝夜は長い髪を揺らしながら、首をブンブンと振った。

「そりゃ六道だって辞めたくないけど、だってママが、六道家の未来が」

「ママがどうした。六道家の未来と新世界の構築、どっちが大事か考えてみるのだ」

「六道家の未来と新世界の構築……？」

「いいかサイクロン。新世界の構築には全人類の未来がかかっているのだぞ！」

「ハッ！」

　六道が電撃に打たれたような表情になる。錦織は「そうか？」と思ったが、空気を読んで黙っておいた。

「閣下。六道が、六道が間違っていました」

「うむ。分かればいい」

　机に手をつき、頭を下げる六りく道どうに、輝夜かぐやが優しい微笑ほほえみを浮かべて頷うなずく。

「いや、いや、いや、ちょっと待った」

　堪たまらず錦にしき織おりはツッコミをいれた。顔の前でパタパタと手を振る。

「なんだハラグロ？」

「そんな『またお前か』みたいな顔すんなよ。あのな。閣下が許さないにしてもだな、保護者である六道のママさんが退学させようとしている以上、どうしようもないだろ？」

「なんなの？　錦織くんはママの味方？」

　六道がブウと唇を結ぶ。

「いや、そういうわけじゃないけどさ。実際、六道の生活費やら学費を払っているのは六道の両親だろ？　その意志に歯向かうのは現実的には難しいんじゃないかって思ってさ」

「ならばサイクロンの母親を説得すればよかろう」

「んなことできるのか？　六道の話だと相当、古典的思想の持ち主っぽいが」

「大丈夫だ。サイクロンが我々にとって、いや、全人類の未来にとって、いかに重要であるか説明すれば、誰だれだって納得するだろう」

　輝夜は自信たっぷりに前髪を掻かき上あげる。錦織は「そうか？」と思ったが、以下略。

「生徒会への侵攻は当面延期だ。戦力が不透明では作戦立案も困難だからな。当面はサイクロンの退学阻止作戦を行う。全員、それに異議はないな？」

　錦織は六道、米よね倉くらと頷きあうと、「ラジャー！」と三人同時に叫ぶ。

　六道の顔にほんの少し、笑顔が戻っていた。

「でも本当に大丈夫かな。うちのママ、結構頑固だよ？」

「なあに任せておけ。新世界の王となる私の弁論術にかかれば、六道の母親を説得することなど造作もないことだ」

　輝夜はフッと余裕たっぷりに笑った。



　　　☆



「駄目です」

　六道あやめはピシャリと言った。

　街を見下ろす小さな小山に立つ六道神社。普段、参拝者が訪れることのできる外げ宮くうの奥にある内ない宮くう。六道かなめの家族が住む平屋である。その大広間と呼ばれる広い畳の客間で、錦織たちは六道かなめの母、六道あやめと対たい峙じしていた。

「むう！　なぜ、分からないのだ。我々が、新世界の秩序を構築する上で、いかにサイクロン、いや、六道かなめを必要としているか、理解できなかったのか!?」

「とにかく駄目なものは駄目です」

　六りく道どうあやめは、両手を上げて熱く語っている輝夜かぐやに対し、口元に張り付いたようなニコニコの微笑ほほえみを向けたまま首を振っていた。

「なあ、六道よ」

　錦にしき織おりは隣のかなめの耳元で囁ささやいた。

「お前のママさんって、いつもあんな風にニコニコ笑ってんのか？」

「ううん。ママがあんな風に笑ってるのは、“〝攻撃態勢”〟の時だけだよ」

「攻撃態勢ってなんだよ」

　錦織は改めて、かなめのママさんこと六道あやめに目を向ける。真っ白の池に薄く青が入った小紋という和服姿。折り目の正しい正座である。

　若作りだ、と錦織は思う。高校生の娘がいるのだからそれなりの年齢のはずだが、まだ二十代かそこらに見える。低めの背や眼光の強い大きな瞳ひとみなど、なんとなくかなめの母親であることを窺うかがわせる。

「ってか、輝夜のヤツ、あれだけ自信たっぷりだった癖に、全然じゃないか」

　輝夜が、自分ならば六道のママを説得できると言ったので、全員で夕暮れ時の六道神社に押しかけたのだ。だが、蓋ふたを開けてみればあやめは「駄目です」「関係ありません」のどっちかで、説得どころか話すらまともに聞いてもらえない状況である。

「とにかくこれは六道家の問題です。あなたたちには関係ありません」

「だから大いに関係あるのだ。何度言ったら分かるのだ」

　輝夜はもどかしそうに握った手を震わせる。

「六道がいなければ我々は新世界秩序の構築という偉業を始めることもできないのだ。つまり六道が今、学校を辞めることは人類にとっての損失。後世の歴史に大きな影響を与えることになる。それがなぜ分からない？」

「関係ありません」

「六道家の将来と人類の将来、どちらが重要か考えるまでもないではないか」

「関係ありません」

「六道なら新世界の星になれるかもしれないのだ」

「関係ありません」

「なっ。うぐっ、うぐうぐう」

　輝夜は怒りで顔を真っ赤にして、フハフハと荒い鼻息を吐いていた。電波トークによる思考の錯乱を得意とする輝夜も、こういう留守番電話のメッセージのような返答をする相手は苦手のようだ。

「ですが、おばさま」

　米よね倉くらが落ちついた声で口を挟んだ。ジッと見つめる真面目まじめな表情に、あやめの顔からニコニコスマイルが消え落ちた。

「愛あいさん。あなたもですか？」

「六りく道どう家のことに口を差し挟むのは筋ではありません。でも、かなめの友人として、黙っているわけにはいきません。なぜなら、かなめは学校を辞めたくないと、思っているからです」

「それは、かなめが短絡的で思考が幼稚だからです」

「うっ」

　母のさりげない毒舌に、六道が情けない声を出していた。

「それはそうかもしれませんが――」

「否定してよぉ、あいふぉん」

　六道の訴えを無視して米よね倉くらは続ける。

「そんな気持ちのまま誰だれかと結婚して、本当にかなめや相手は幸せになると思いますか？　それで本当に六道家の将来の為ためになるでしょうか？」

「幸せになりますし、六道家の将来の為にもなります」

　あやめは断言する。

「私はかなめのことなら大抵のことは分かっているつもりです。その上で、このまま“〝ダラダラ”〟と“〝無駄に”〟学校へ通い続けるよりも、結婚して身を固めた方がかなめにとっても、六道家にとってもよいと判断しました」

「無駄に、ダラダラ。ううう」

　六道はさらに情けない顔になった。

「ですから、私は今回の決断を変えるつもりはありません」

「…………」

　米倉が浅く唇を噛かむ。ここまで言い切られると反論のしようがない。

（錦にしき織おりくん、どうしよう）

　六道がウルウルと潤ませた目を錦織に向けてきた。

　輝夜かぐやが撃沈し米倉も沈黙。六道ママ説得作戦は早くも失敗の様相を呈してきた。

（オレもなんか、言った方がいいのかなあ？）

　とは思いつつも、何を言ったところで説得することなどできないような気もする。

　そうこうしているうちに、あやめが立ち上がった。

「お話というのは以上のようですね。私はそろそろ下がらせていただきます。婚姻約やく定じようの儀と秋祭りの準備で忙しいのですよ」

　さりげなく六道の婚姻の計画に変化がないことを主張して、出ていこうとする。

「では、失礼します」

「ママ、ちょっと待った！」

　覚悟を決めた表情の六道が、待ったのポーズで手を挙げた。あやめがゆるりと振り返る。顔全面にニコニコスマイル。“〝攻撃態勢”〟だ。

「どうしましたか、かなめ？」

「あのう、さっきママはかなめのことなら大抵のことは分かっているって言ってたけど、一つだけ知らないことがあるのです」

　あやめを上目づかいでチラチラ見ながら、六りく道どうは肩を窄すぼめる。

「ほぉ。なんですかそれは」

「ええっと。その」

「？？」

「実は、六道には、既に将来を誓い合った男の人がいるのです！」

「まさか！」

　あやめが明らかに狼ろう狽ばいした声を上げて、六道の所へ戻ってきた。

「それは本当ですか、かなめ」

「イエスでハイで本当です」

「いえ、そんなはずはありません。つい最近まで赤ちゃんがキャベツから生まれて、コウノトリが運んでくると固く信じていたあなたに、そのような殿方がいるわけがありません」

「それがいるのです！」

　六道は一歩も引かずにあやめの顔を睨にらみ返す。

（六道、やるな！）

　錦にしき織おりはコッソリ指を鳴らしていた。いくら六道のママでも、心に決めた恋人がいるとなると強引に他ほかの男と結婚させるのはどうかと考えてしまうだろう。

「ですが、なぜ、先日、皆の前でそのことを言わなかったのですか？」

「いや、だって、そんなこと言える雰囲気じゃなかったし」

「あなたは、そんな雰囲気を気にするような子ではないでしょう？」

「最近は違うのです。赤ちゃんがキャベツから生まれないことも知っています」

「むう。それでどこの誰だれなのですか？　その将来を誓い合った殿方というのは」

「それは――」

　六道は人差し指をユラユラと空中で動かすと、

「あの人です！」

　ビビッと指差した。

　錦織の顔を。

「ちょっ、オレかよ！」

　思わず叫びそうになったのを、錦織は懸命に堪こらえた。さらに、こんな時、どんな表情をすべきなのか分からないので、仕方なく前髪を掻かき上あげてキラリンと、得意の錦織スマイルを振りまいた。

「……」

　あやめは露骨に嫌そうな顔をした。

「あの見るからに軽薄そうな男と、あなたは将来を誓ったと言うのですか？」

「軽薄そうって……ぐっ」

　錦にしき織おりは喉のどを押さえた。

「おまけに体弱そうですし」

「体弱そうって……、ごほっ、ぐはっ」

　咳せきこみながら畳の上に倒れこんだ。

「愛あいさん。本当にうちの子は、そこの男と恋仲にあるのですか？　さっきあなたが仰おつしやってたのは、このことだったのですか？」

「え？　はいっ、ええ。イエスでハイで本当です」

　米よね倉くらはなんとも微妙な表情で、うんうんと頷うなずく。

「そちらの人も、色々、仰ってくれたのはこのためですか？」

「ん？　まあ、うむ。そんなところだ」

　あやめに尋ねられた輝夜かぐやは、米倉よりも複雑そうな表情で、眉み間けんに皺しわを寄せたまま答えていた。

「ママ、あのね。彼はちょっとアレで、アレに見えるかもしれないけど」

「アレってなんだよ、アレって！」

　錦織は聞こえないくらい小さな声で主張した。

「ああ見えて勉強できるんだよ。学年一番なんだから」

「へえ、そうですか」

「おまけに運動もできるんだよ」

「そんなもの。六りく道どう家の人間には全く必要ありません」

　ピシャリッとそう言い放つと、あやめは錦織に近づいてきた。値踏みするような目付きで錦織を上から下まで眺める。

「あなたが、かなめと将来を誓った殿方、というのは本当ですか？」

「はい、まあ」

　錦織はもう一度、白い歯をキラリンと見せながら、頷いた。

　その瞬間――。

　ブルッと部屋全体が揺れた。ハッとして錦織は、輝夜に目を向ける。輝夜は桃色の唇をキュッと閉じて、微妙に頬ほおを膨らませていた。

「そもそも、かなめのどこが好きだというのですか？」

「天てん真しん爛らん漫まんな裏表のないところです」

「天真爛漫はともかく、裏表がないとは思えません。今もなにやら陰謀を考えているのではないかと、私は疑っています」

「それは知りませんが」

　全すべて見透かされているような気がして、錦にしき織おりは眉み間けんから汗を噴き出した。

「好きというのなら、かなめのことを何でも知っているのでしょうね？」

　向きなおったあやめは、半眼になって錦織を見る。

「大抵のことなら」

「では、試させていただきます。娘の誕生日を知っていますか？」

「六月二十一日です」

「一番好きな食べ物は？　逆に嫌いな食べ物は？」

「ハンバーグ。嫌いな食べ物はおくら」

「幼稚園の時に書いた将来の夢は？」

「ハシゴ車を運転する人」

　錦織は心の中で“〝フッ”〟と笑う。この程度の情報なら“〝エア手帳”〟に幾らでも書いてあるのだ。

「では、お風ふ呂ろに入ったらまず、どこから洗いますか？」

「風呂!?　知りませんよ、そんなこと！」

　さすがの“〝エア手帳”〟にも、そんなことまでは書いてない。

「ほーら、馬ば脚きやくを露あらわした。そんなことも知らないなんて、とても信じられませんね。ちなみに正解は“〝うなじ”〟です」

「いや、普通知らないですよ！　むしろ知っていたら怖いよ、その彼氏！」

「もう、この前一緒にお風呂に入った時に教えてあげたじゃん」

　六りく道どうが寄り添ってきた。

「いや、入ったことないし、教えてもらってもない！」

「ちなみに、六道は錦織くんのことならなんでも知ってるよ。まず、下着はトランクス派でしょ？　あと、性格はどっちかというと草食系！　お風呂で最初に洗うのは耳の後ろ！」

「いや、勝手に決めるなよ」

「あなたがそんなことを知っていたところで、私は信じませんからね」

　あやめはプイッと横を向く。

「ママが信じられなくても、真実なんだよ。二人は将来を誓った仲なの」

「どうだか」

「ママの分からずや！　六道と錦織くんはラブラブなのに！」

　ギシッ。またどこかで軋きしむような音がした。

「とにかく六道は現在恋愛ちゅーなんです！　婚約なんてできません。錦織くんもなんか言ってよ！」

　六りく道どうはパチパチとウインクしながら肘ひじで小突いてくる。錦にしき織おりは耳の後ろを掻かきながら、ウンウンと頷うなずいた。

「まあ、うん。そういうことですから。事実を受け止めましょう。お義か母あさん」

「！」

　あやめが苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をする。「そこまでイヤかよ！」と錦織は胸の中でツッコむ。

「何度も言うようですが、私にはとても信じることはできません。ですが――」

　あやめは挑発的な目で二人を見た。

「もし、婚姻約やく定じようの儀までに、本当にあなたたちが愛しあっているという証拠、つまり“〝愛の証あかし”〟を私に見せて、私が納得することができたなら、今回のことはなかったことにしましょう」

「本当!?」

　六道の顔がパッと明るくなった。

「いや、でも、“〝愛の証”〟って。ハッ、まさか何を見せても納得しなくて、ハマリ状態になったりする罠わなとか？」

「全国六道家一門を束ねる人間として、そこまでこすっからい真ま似ねはしません。もし真の“〝愛の証”〟を見せれば、大人しく引き下がります」

「その言葉、六道、しかと聞きました！　よし錦織くん、見せよう！　六道たちの“〝愛の証”〟！」

　六道は錦織に向かって、グッと、鳴門なるとの渦のような指紋の巻く親指を立ててみせた。

（いや、“〝愛の証”〟を見せるって、どうやって!?）

　錦織は「ハハハ」と力なく笑うしかなかった。



    

  
    
      


２　愛の証の大作戦





「ではこれより、『新世界構築会議』改め『六りく道どう×錦にしき織おりのラブラブの証拠見せつけ大作戦会議』を始めます！　オ―――！」

　椅い子すに立った六道が、片腕と片足を上げた。

　あやめと対決した翌日の放課後。秘密基地にいつもの四人が集合していた。普段と違うのは、召集をかけたのが輝夜かぐやではなく六道かなめという点である。

「すっかり元気だな」

　そんな六道を見上げながら、錦織は呆あきれたように言った。

「うん元気。もう元気百倍だよ！　ハッ、ホッ！」

　気合を入れながらパンチやキックを繰り出して見せる。

「あ――、元気なのはいいが、そんな高い所で足を上げたり下げたりするのは止やめてくれ」

「へっ？　なんで？」

「目のやり場に困る」

「ん？」

　六道は今更のように跳ね上がった赤いスカートに眼めを向けると、ゆっくりと足を下ろした。テレテレした顔で錦織を指差す。

「キタコレッ！」

「何がキタんだ？」

「そう今のだよ！」

「はあ？　何が？」

「“〝愛のア・カ・シ”〟！」

「パンチラがか？」

「そうだよ！　男女の仲にはそういうのも大事だって、バッチャが言ってた」

「そういや昨日は会えなかったが、そのバッチャにママを説得してもらうことはできないのかよ」

「バッチャは霊山に篭こもって、ほとんど出てこないんだよ」

「霊山に篭ってる割に下世話なアドバイスが多いな」

「それは置いといて！　この会議はママに“〝愛の証あかし”〟を見せつける方法を考えて、六道の退学と婚約を回避しましょう、というのが目的であります。ではここからはリーダーの閣下に司会進行をバトンタッチです」

　六りく道どうは輝夜かぐやを手で示すと、椅い子すに座った。

「うむ。まず、会議を始める前に確認しておきたいのだが――」

　輝夜はオホンと咳せき払ばらいをすると、錦にしき織おり、六道を交互に見た。

「その“〝愛の証あかし”〟とやらは、その、捏ねつ造ぞうでよいのだな？」

「……ハッ？」

　六道はキョトンとする。

「い、いや、作戦立案の方向性を考える時、そこのところは大事だと思うのだ。つまり、ハラグロとサイクロンは、その、本当に将来を誓いあった仲なのかどうか」

　輝夜はしどろもどろな感じで猫のような目をしてみせた。

　錦織と六道は顔を見合わせる。

「誓いあったっけ？」

「マジボケかよ！　ねえよ。誓いあったことないし、恋仲でもないし、ラブラブでもない」

「いい感じに三段オチだったね」

「いや、オチてないだろ」

「つまり――」

　輝夜が低い声で割って入る。

「捏造しなくてもよいのだな？」

「閣下もちゃんと人の話を聞けよ。ちげえよ。捏造でいいの。“〝愛の証”〟をでっち上げて、六道ママに見せつけるって話」

「そうか。それならよいのだ」

　輝夜は「フウ」と、安あん堵どのため息をつく。

「ええっと、閣下は六道と錦織くんの仲がホンモノだったら、よくない感じ？」

　六道は輝夜の顔色を窺うかがうように見る。

「うむ。というのも新世界を構築するまでこのメンバー内の恋愛は申告制だから、それに違反することになる」

「申告制!?」

「そうだ。前に言わなかったか？　異性間、同性間を問わず、メンバー間で恋愛する場合は私に申告書類を提出して、私の決裁をもらうこと。破ったら厳罰に処す、と」

　輝夜は真剣な顔で言う。

「そんなルールあったっけ？」

　錦織は六道、米よね倉くらと顔を見合わせる。

（まあ、オレはいいけどさ）

　在学中は特定の女子と付き合う気のない錦織にはあまり重要ではない。女の子二人はやや複雑そうな顔をしていた。

「まあ、それはよしとして。では“〝愛の証あかし”〟を捏ねつ造ぞうして、サイクロンの母親に見せる作戦を考えよう。何かよいアイディアがある者はいないか？」

「はい」と米よね倉くらが控えめに手を挙げる。

「作戦を考える前に、一般に“〝愛の証”〟と言われているものは何か、考えるのがよいかと思うのですが」

「正論だな。一般的な“〝愛の証”〟といえば、何か、か」

「はい、は―――い！」

　六りく道どうが元気よく手を挙げていた。

「チューとか、子作りとか！　だと思います」

「チュー、子作り!?」

　錦にしき織おりは裏返った声を出した。

「おまっ、ママさんの前でそんなことをオレにさせるつもりか!?」

「いや一般的な話だよ」

「それにしても、もっと実現性の高いものを挙げろよ」

「チューなら実現性あるよ。例えば寸止めチューとか。未遂なら可能だよ」

「チューを寸止めってどういうテクニシャンだよ！」

「練習すればマスターできるようになるって」

「またバッチャか？」

「以前に読んだ恋愛雑誌に載っていたよ？」

「寸止めを推奨するってどんな恋愛雑誌だよ、って――」

　錦織は言いかけた台詞せりふをピタッと止める。おそるおそる顔を横に向ける。輝夜かぐやが渋じゆう面めんをプルプルと震わせていたからだ。

「あの、輝夜、いや、閣下？　どうかしたか？」

　輝夜は震える顔を一気に上げて立ちあがり、錦織たちを指差した。

「この破は廉れん恥ちカンカンがっ!!」

　怒鳴り声が秘密基地に響き渡る。

「えっ？　えっ？　今の会話、破廉恥だった!?」

「神聖な新世界構築作業を目指す秘密基地で、大の高校生が昼間からやれチューだの、やれ子作りだの、と盛りあがるのは破廉恥極きわまる！」

「でも、テーマが“〝愛の証”〟なんだから、仕方ないんじゃ。さっきも言ったけど、男女の関係にはそういうのが付き物だとバッチャが」

「いや、だから。私は“〝愛の証”〟というものは、チューとかなんとかとか、そういうもの以外にもあると言いたいのだ」

　輝夜はブンブンと長い髪を振りながら、腕を組んだ。

「わあ。なんか閣下が固いこと言ってる」

「私も最初からチューというのはどうかと思います」

　米よね倉くらが控えめに手を挙げた。

「え――。あいふぉんも反対？」

「反対というわけではないのですが、その、キスというのはもっと神聖なものであって、実際に愛しあってもないのにするものではないと。いくら寸止めでも」

　上目づかいでチラチラと錦にしき織おりを見ながら、指をツンツンと突き合わせた。

「セクシーの言う通りだ。“〝愛の証あかし”〟といえばキス、などと言うサイクロンはメディアに毒されているぞ！」

「閣下だって少女漫画が好きな癖に」

　錦織がボソッとツッコんだ。

「そ、それとこれとは別だ。いや、別ではないかもしれないが、私は漫画をあくまで創作物として客観的に読む。毒されてはいないぞ」

　輝夜かぐやはますます顔を赤らめた。

「まあそれはいいんですけど、閣下の言うチュー以外の“〝愛の証”〟って、例えばなに？」

「例えば、例えばだな。う―――ん」

　輝夜は腕を組んで唸うなりだした。



    

  
    
      



    

  
    
      「ハラグロが――、そうだ。ハラグロが自らの危険も省みず、サイクロンのピンチを救うというのは？　どうだ。“〝愛の証あかし”〟だろ？」

「ベタ過ぎるだろ！　それこそハリウッドに毒されているんじゃないのか？」

「そんなことはない。ヒロインをヒーローが救うのは永遠のテーマだ」

「そりゃそうかもしれんが」

　錦にしき織おりは自分の髪の毛をグシャグシャとやった。

「ちなみに閣下。ピンチってどんなのを言ってるの？」

「サイクロンとその母親を襲ったチンピラを、ハラグロが華麗にやっつけるとか」

「チンピラ！　いや、でも、そうそう日常生活でチンピラに襲われることってないよ？」

「ふっ。ならばそのチンピラをこちらが用意すればよかろう」

　輝夜かぐやは澄ました顔で言う。

「ますますベタだな。そういうのってよくあるけど、大抵失敗に終わってるぞ」

「そんなことはない。やり方さえ巧うまくやれば成功する」

「そうか？　オレ的には百パーセント負けフラグだ」

「あいふぉんはどう思う？」

「私は悪くないアイディアだと思いますよ」

　米よね倉くらが小さく頷うなずく。

「目の前で錦織くんがかなめを危機から救うことができれば、かなめのお母様の中の錦織くんの株はグッと上がると思いますから、恋人として認めたくなるかもしれません。それに元々錦織くんは剣道が得意で、運動もできます。悪漢にリアリティがあれば、かっこいいところを見せられるのではないでしょうか」

「さすがセクシー。よい考察だ」

　輝夜がしてやったりの顔になる。

「そっかー。あいふぉんも賛成なら、六りく道どうもちょっと試してみたいかなって気がしてきた。錦織くんは駄目かな？」

「いや、みんながそうまで言うならやることにオレは反対しないけどさ。でも、その用意するチンピラってどうすんだ？　誰だれがやるんだ？」

「うっ」

　輝夜が言葉に詰まった。

「オレは助ける役だからできないし」

「助けられる六道も無理だよ」

「となると……」

　錦織の視線は輝夜と米倉に向けられる。

「わ、私は別にやっても構わないぞ」

　輝夜かぐやが頷うなずく。

「元々、私は世界の征服者として悪者扱いされるのには慣れている。暴漢役ぐらい他た愛あいもないことだ」

「でも閣下って、六りく道どうのママさんに顔を覚えられているよな？」

「変装すればなんとかなる」

「本当か？　本当になんとかなるのか？　オレにはチンピラに扮ふんする閣下というのが想像できないんだが。やってることはチンピラよりも迷惑だが――イテッ」

　輝夜の弾はじいた消しゴムが超高速で飛んで来て、錦にしき織おりの額を捉とらえた。

「しかし、チンピラが一人で絡むというのも変だな。大抵、連中はつるんでいるものだし。だからもう一人ぐらい、チンピラ役が欲しいところだ」

　輝夜は米よね倉くらを見る。

「わ、私ですか？」

　米倉が口の端を引きつらせて、体を仰のけ反ぞらせた。

「他ほかにいないしな」

「でも、あいふぉんみたいにキュートでセクシーな眼鏡めがねっ娘このチンピラっていうのは、ちょっと無理があるんじゃない？　閣下はなんとなくアウトローな感じがあるからいけるような気がしなくもないけど」

「大丈夫だ。変装すればセクシーでもなんとかなる」

「米倉にどんな魔改造を施すつもりなんだよ！」

「セクシー・チンピラ。セクピラと言ったところか」

「なんか卑ひ猥わいな響きだなその省略！　いや、米倉は別にしなくてもいいと思うぜ。チンピラは閣下一人で充分だろ？」

「いえ、私もやります。やらせてください」

　米倉は緊張した顔で頷いた。

「いや、やりますって、米倉、あのさ」

　錦織はため息をついた。米倉は時々真面目まじめ過ぎて困る。

「私も賛成した作戦ですし、自分一人だけ作戦に参加しないのも嫌ですから」

「それはそうかもしれんが」

「大丈夫です。私だってその気になればチンピラの一人や二人できます」

「一人や二人ねえ」

　その台詞せりふとは裏腹に、握り拳こぶしを作ってみせた米倉の姿は可愛かわいくて、どんなハリウッドの特殊メイクを施してもチンピラ役は無理そうに思えた。

（でも、何か他のあてを考えておかないと、どうしてもやるって言いそうだな）

　錦織は少し考えて、一人あてを思いついた。



　　　☆



「悪いな、西にし村むら。休みの日にこんなことを頼んで」

「本当にすみません。私のためにこんなお願いを聞いてくれて、ありがとうございます」

「いや、とんでもない。他ほかでもない、愛あいさまの頼みなら、この米よね倉くら愛ファンクラブ“〝アイ・ラブ”〟会員番号０００番西村慶けい太た、どんなことでもお引き受けいたします」

　休日の夕刻。六りく道どう神社のほど近くにある地域公園の茂みに潜む怪しい影三つ。錦にしき織おりに米倉、そしてクラスメイトの西村である。

　私服姿の錦織と米倉に対し、西村は妙な格好をしていた。長い学ラン、ズリ落ちそうなグラサン、頭はガチガチにリーゼントに固め、まるで前時代の不良のようだ。ヤンキー座りが絶望的に似合っている。

「本当によくそこまで揃そろえることができましたね」

　米倉は改めて西村の格好を見て、感動したように目を輝かせた。

「それはもう！　愛さまが悪漢風の格好をご指定でしたから。友人網を駆使して入手しました」

「無理な願いを聞いてくださって、本当にありがとうございます。いつか必ずこのお礼はしますから」

「なんともったいないお言葉。この西村、愛さまからその言葉を聞くことができただけでも、苦労した甲か斐いがあったというものです」

　顔をクシャクシャにして、今にも泣きそうな感じだった。

「で、一応、確認なんだが――」

　冷静な口調に戻って、西村は錦織の方を向く。

「もう五分したら六道かなめが母と一緒にここを通過する。オレは二人の前に飛び出して、親子に絡めばよいのだな？」

「そうだ」

「そこに偶然通りかかった錦織が駆けつけてきて、オレから六道親子を庇かばおうとする」

「うむ」

「それで六道ママは錦織をナイスガイだと見直す――、という話だったな」

「その通り」

　結局、米倉の代わりにチンピラ役を西村に頼んだのだ。米倉と一緒に頼めば断ることはないだろう、と睨にらんだ通り西村はすぐに快諾。おまけにワルっぽく見せるために、服装まで揃えて来てくれたのだ。

「どうして、クラス委員殿がそんな芝居を打たないといけないんだ？　六道の母親にいいところを見せる理由はなんだ？」

　西にし村むらはグラサンを半分だけずらした。

「聞くな」

「もしかして錦にしき織おり、お前、六りく道どうにマジになってしまったのか？　そうなんだな？」

「いや、違う。そういうわけじゃない」

　錦織はぶんぶんと激しく首を振って否定する。

「西村よ。一方的に変な仕事を頼んでおいて都合がいいと思われるかもしれない。だが、それについては聞かないという約束だったよな」

「ああ、そうだった。愛あいさまとも約束したことだしな。理由は聞かない。誰だれだって話したくない事情というものがあるのだろうからな」

　西村は頷うなずく。

「でもな。これだけは聞かせてくれ。――あれはなんだ？」

　親指で背後を指差した。

　木の陰に怪しい人物が立っていた。忍者か暗殺者アサシンが装着しているような黒装束に身を包み、黒いマスク、頭には頭ず巾きん。胸の前で両手を組んで、背中を幹に預けて格好をつけていた。外見から性別は不明。足元に転がる木刀が、謎なぞめいた雰囲気を演出するのに一役買っている。

「あいつは何者だ？　あの格好にはどういう意図が隠されているんだ？　そもそもオレたちがやろうとしていることと、関係しているのか？」

「西村と一緒に六道を襲う不良仲間、という設定だ」

「不良？　あれでか？」

「西村はあいつの舎しや弟ていということになっているので、命令には従うよう」

「舎弟!?　――オレ、なんか急に帰りたくなってきた」

「なぜだ？　さっきまでやる気まんまんだっただろ？」

「だってあれ、不良っつーか単なる謎の人？　不審人物？　っていうか、どこの誰なんだ？　なんとなく、どっかで見たことのあるシルエットのような気がするのだが」

「気のせいだろ」

　錦織はじっくり忍者を観察しようとする西村の頭を、無理やり自分の方へ向かせる。

「確かに格好は奇抜で、寡か黙もくな性格だが悪いヤツじゃない。短い間だが仲良くやってくれ」

「いや、無理だろ」

「西村くん、ごめんなさい。恥ずかしいとは思いますが、私からもお願いします」

「い、いえ、愛さまがそう言うなら、いやもう、全然オッケーっすよぉ」

　米よね倉くらに手を取られて頭を下げられて、西村は鼻の穴を大きくして親指を立てた。

「でも本当なら、全部、オレ一人でやりたかったっす」

「そうしたいのは、オレたちも同じ気持ちなんだが」

　錦にしき織おりは耳の後ろを掻かきながら、また忍者に視線を送る。

（輝夜かぐやのヤツが、どうしてもやりたいって言うんだよ）

　黒装束の中身は、もちろん輝夜真ま央おである。

　西にし村むらがチンピラ役を快諾してくれたので必要ないと何度説明しても、輝夜が自分もすると言って聞かない。それで自称「変装」がそれらしいならまだよいが、あれでは西村の言葉通り忍者のコスプレだ。

「真の王たるもの、作戦の最前線に立たなければいけないのだ」

　と、言っていたが、単に自分の忍者装束を人に見せたいだけではないかと錦織は疑っている。事前のリハーサルの時、笑い転げていた六りく道どうが本番でも笑ってしまいそうなのが心配だ。

　米よね倉くらの携帯電話が鳴る。六道からのメールだ。

「あと三分ほどで公園を通過するそうです」

　内容を確認した米倉が真面目まじめな表情で頷うなずいた。

「オッケーです」

　西村がヤンキー座りから立ち上がる。忍者輝夜も木刀を拾い上げた。

「西村。あくまで演技だからな。安全第一でやってくれ」

「おう、任せとけ」

「六道のママさんは、昔、武道とか習っていたみたいだから、あんまし油断はしない方がいいかもしれない」

「つっても、今は四十近くのおばちゃんだろ？　大丈夫だって」

「とは思うけど、一応、用心な」

「かなめが見えました」

　米倉が唇に指を当てた。

「よし。じゃあ、行ってくるぜ。愛あいさま、この西村の活躍を、是非、目に焼きつけてください」

　西村はリーゼントの髪を両手で整えながら、ニヤリと笑った。

「はい。しかと」

　西村は嬉うれしそうなクシャクシャな顔を作ると、輝夜が身を隠す木の下へ走っていく。

　西村の背中に視線を送りながら、錦織はポツリと呟つぶやいた。

「米倉さあ。西村のこと、どう思ってる？」

「いい人ですよね」

「確かにいいヤツだよな。お調子者だけど」

「はい、いい人です」

　米よね倉くらは聖母のような邪気のない微笑ほほえみを浮かべている。

（ああ、西にし村むら。お前、どんなに頑張っても、いい人止まりかもしれない）

　錦にしき織おりはほんの少しだけクラスメイトのことを哀れに思う。

　六りく道どうあやめ、かなめ親子が近くまで来ていた。

「でね。錦織くんって、すごく強いんだよ。剣道の全国大会で優勝したんだから」

「その話はもう三度目です。でも私には関係ありません」

　かなめはトレードカラーの黄色いワンピースに、白いサンダルという格好。隣のあやめは鶯うぐいす色の小紋。米倉と同じく旧家の人間らしく、日常的に和服を着ているようだ。二人とも買い物帰りで、駅前の百貨店の紙袋を抱えている。

　木の後ろに隠れた西村と輝夜かぐや（忍者）が行っていいか、と合図を送ってきた。

　錦織が頷うなずく。

　同時に二人は六道親子の前に飛び出した。

「よ――、そこの姉ちゃん。マブいね。お兄ちゃんたちと一緒に、お茶しないか？」

　西村は顔を斜めに傾けながら、どこで覚えたのか死語を連発して六道へ接近する。輝夜は西村の後ろでペチペチと威い嚇かくするように、木刀で地面を叩たたいていた。

「キャア！」

　悲鳴を上げる六道かなめ。しかし、よく見ると目が笑っている。

「なんですか、あなたたちは！」

　あやめがかなめを庇かばうように西村の前に立ちはだかった。

「あん？　オレたちか？　オレたちは見ての通り、ただのワルさ」

「見ての通りですって？」

　あやめは西村の背後で木刀をペチペチ地面に叩きつけている輝夜に目を向けて、不審そうに眉まゆ根ねを寄せる。

「おのれ面めん妖ような」

「こんなおばちゃんは放っておいて、オレたちとどこかイイ所に行こうぜ」

　西村はヘラヘラ笑いながら、あやめをかわして六道に近づこうとする。

（錦織くん。そろそろでは？）

　米倉がハラハラした顔で錦織を見る。

（いや、もうちょっとだ）

　飛び出す絶好のタイミングを計る。

「姉ちゃん可愛かわいい手してんなあ。スベスベしてそうだな」

　西村が六道の腕を掴つかもうと手を伸ばした。

「あ―――れ―――」

　場違いな悲鳴を上げる六道。

（よし、今だ！）

　錦にしき織おりが茂みから飛び出そうとした、その時。

「かなめ、下がりなさい！」

　あやめの鋭い声が飛んだ。

　風を切る音と残像を残しながら鶯うぐいす色の小紋が消えた。次の刹せつ那な、あやめは西にし村むらと六りく道どうの間に割って入っていた。

　伸びていた西村の腕を引いて体を引きつけると、重量感のある踏み切りと一緒に喉のど輪わを放った。

　西村の体が直立した格好のまま飛び上がった。綺き麗れいなアーチを描くように公園の上空を翔かけると、落ち葉で一杯になっていた金属のくずかごの中へ頭から突き刺さる。

（つ、強いし！）

　茂みの中で錦織はポカンと口を開けていた。武道経験ありとは聞いていたが、経験者どころではなく達人クラスだ。

（西村くん……）

　横で米よね倉くらがくずかごの西村の方を向いたまま、口を両手で覆っていた。くずかごに突き刺さったままピクリとも動かないが、たぶん死んではいないだろう。

（ってか、こっちもマズイぞ）

　まだ輝夜かぐやがいるのだ。

「あなたも覚悟なさい」

　あやめが輝夜に向かって両手を構える。輝夜はくずかごの西村を眺めていたが、結局どうすればよいのか分からなくなったのか、木刀で地面をペチペチと叩たたくのを再開する。

（やべ、どうしようか）

　止めに行きたいがそんなことをしたら、計画がバレてしまう。

　あやめの横で六道がアワワワと口に手を入れていた。

　あやめが輝夜との距離を詰めようとする。

（放っておくわけにもいかない――）

　立ち上がる錦織。

　あやめが注意を錦織へと向ける。

「あなたは……」

　錦織の姿を確認すると、その目をパチクリさせた。

　輝夜の方に向き直り構えた腕を下ろす。和らいだ表情で小さなため息を漏らした。

「珍妙な服装で気がつきませんでしたが、この前、来ていた、輝夜さんね」

「うっ」

　輝夜が頭ず巾きんとマスクの上からでも分かるくらい動揺していた。

「やはりそうですか。服装に惑わされるなんて、まだまだ私も修行が足りません」

　あやめはハアとため息をつく。

「輝夜かぐやさんが変装してこんなことをするということは……」

　瞳ひとみを糸のように細め、後ろのかなめを振り返った。

「かなめ。あなたもグルですね？」

「えっ？」

「正直に言わないと、罰を与えますよ」

「いや、ええ――っと、その。あの。はい、そうです」

　六りく道どうは指を咥くわえて下を向いてしまう。

「全く。何をしようとしていたか分かりませんが、こんなことをしても婚姻約やく定じようの儀を止めることはできませんよ」

　呆あきれたようにそう言うと、一人でスタスタと歩いていってしまった。

　公園の出口にあやめの姿が消えると、錦にしき織おりは西にし村むらが収まったくずかごへ目をやった。

「あいつ、大丈夫なのか？」

　全員でくずかごへ駆けつける。西村は未いまだに落ち葉に顔から突っこんだままの格好だった。

「お――い、西村。生きてるか！」

「うう、うう」

　葉っぱの中から声が聞こえた。ピクピクと足が動いている。

「今、助けるからな」

　くずかごをゆっくり横に倒し、全員で足から引っ張り出して地面に寝かせた。

　髪のリーゼントは崩壊し、顔は薄汚れているが、目立った傷はなさそうだ。

「私が悪漢役をできなかったばかりに……」

　米よね倉くらは膝ひざを折って座ると、西村の頭を膝ひざ枕まくらに載せた。

「無む茶ちやしやがって」

　六道が目を伏せて首を振っていた。元はと言えば六道が母親の強さを知らなかったのが悲劇の原因の一端では、と錦織は思ったが、とりあえず黙っておいた。

　西村の瞼まぶたがゆっくりと開かれた。

「西村くん、ごめんなさい。私のせいでこんなことになって」

「愛あいさま……」

　西村は消え入りそうな声を絞り出しながら、米倉の頬ほおへ震える手を伸ばした。その手を米倉は両手で優しく包みこむ。

「オレ、ガンバりましたよね。ファンクラブのメンバーの筆頭として、精一杯やりましたよね」

「うん、うん」

　涙ぐみながら米よね倉くらは頷うなずいている。

「愛あいさま、お願いします。最後に、『西にし村むらくんは私の自慢のファンですって言ってください』」

「ええ、言いますとも。何度でも言います。西村くんは私の自慢のファンです。私の誇りです」

「……ありがとう。これでもう、オレに思い残すことはない。ガクッ――」

　西村は静かに目を閉じ、そのまま意識を失う。西日に照らされて真っ赤に染まった顔が、どこまでも安らかだった。

「ってか、全然失敗だったじゃん。どうしよう」

　六りく道どうが悲劇の余よ韻いんを台無しにするように叫んだ。

「そうですね。まさかあんなにお母様が強い方とは思いませんでした」

　米倉が西村の頭を膝ひざ枕まくらから下ろして立ち上がる。地面にゴロンと転がされた西村の頭が哀愁を誘っていた。

「確かにあの戦闘力は想定外だった。私の新世界構築に力を貸してもらいたいほどだ」

　マスクを取った輝夜かぐやが腕を組んでいた。

「閣下。この作戦じゃあ、ママに錦にしき織おりくんの“〝愛の証あかし”〟を見せるのは無理だよお。錦織くんが助けに来てくれる前に、大抵のピンチはママが解決しちゃいそうだもん」

「確かにな」

　輝夜は「ううむ」と唸うなった。

「閣下。ここはやはり、チューしかないのではないでしょうか？」

　六道は決意の篭こもった表情で頷く。

「う――む、チューか」

　輝夜は実に嫌そうな声を出す。

「あのね、閣下。実際にチューするわけじゃないんだよ。寸止めなんだよ。そんな悩むほどのことじゃないって」

「しかし、その寸止めというのは、どのくらい寸止めなのだ？　一メートルくらいか？」

「それ寸止めじゃないって。普段、話している距離じゃん」

「じゃあ一ミリくらいか？」

「飛びすぎだよ。というか具体的な数字は知らないけど、一センチとかそんなところだと思うよ」

「う――む。一センチか」

　輝夜は人差し指と親指で一センチくらいの長さを作っていた。

「というか、どうして閣下は錦織くんと六道が寸止めチューするの嫌がるの？」

「べ、別に嫌がってはいない。ただ私はだな、ハラグロやサイクロンには、新世界を構築するメンバーとして恥ずかしくない行動をとって欲しいだけだ」

　輝夜かぐやはほんのり顔に紅葉もみじを散らしながら唇を尖とがらせる。

「ホントにホントに、それだけ？」

「も、もちろんだ。け、決してハラグロとサイクロンがチュー、いや、寸止めチューをすることに腹が立つとか、落ちつかないとか、そういうわけではない」

「ぶう――――――――――――――――――――――――――――――――」

　六りく道どうは納得できないように頬ほおを膨らませた。

「あの、ちょっといいか？」

　錦にしき織おりは小さく手を上げた。

「その寸止めチュー作戦。閣下がイエスと言ったら実行に移されそうな感じなのだが。まだオレはやるとはひと言も」

「錦織くんは黙っててよ」

「いや、でも、一応、オレも当事者の一人として――」

　意見を言いたかったが、珍しく六道の顔に迫力があったのと、米よね倉くらが唇に指を当てて首を振っていたので錦織は口を噤つぐんだ。

「閣下。他ほかに方法はありません。なにとぞご決断を！　寸止めチュー作戦にゴーサインを」

「う――む」

「なにとぞ、なにとぞ――！」

「う――む、う――む」

　擦すり寄っていく六道に、輝夜は目を閉じて腕を組んだまま唸うなり声ごえを出すだけで、なかなか頷うなずくことはなかった。



　　　☆



「もう待てないよお」

『錦織・ヒーロー化作戦』。後のちに、『西にし村むらの悲劇』と記憶される作戦から数日が経たったある日の放課後。部活を終えた錦織が、同じ剣道部の六道と、たまたま図書室で調べ物をしていた米倉と一緒に下校していると、六道が急に立ち止まって情けない声を出した。

　錦織と米倉も立ち止まる。顔を見合わせて後ろを振り返った。

「待てないってなにがですか？」

「閣下のゴーサイン。六道が婚約するまで一週間とちょっとしかないんだよ。一週間とちょっとしたら、六道、学校、辞めるのが決まっちゃうんだよ。なのに」

　六道はションボリと下を向いてしまう。

「確かになあ。元々サイクロンを辞めさせたくないと言い出したのは閣下なんだから。寸止めチュー作戦が駄目というなら、何か違う作戦を考えて実行しないといけないよな」

　作戦失敗後、輝夜かぐやは六りく道どうの作戦にゴーサインを出さない一方で、秘密基地への召集もしていない。完全に棚上げ状態になっているのだ。

「閣下にしては珍しい停滞感だよな」

「きっと閣下は六道が学校からいなくなってもいいんだよ」

　いじけたように口を結んでしまう。

「そんなことはないでしょうけど、臣下である錦にしき織おりくんと同じく臣下であるかなめが、寸止めとはいえキスをするというのは、複雑な心境なのではないでしょうか？」

「でも、そんなこと言ってる場合じゃない。他ほかにいい方法があるならいいけど。あいふぉんはどう思う？　六道の寸止めチュー作戦。やっぱり愛のないチューには反対？」

「え、私？」

　米よね倉くらは驚いたように目をパチクリさせる。それから頬ほおを染めると、両手の指をツンツンさせながら、錦織と六道の間で上目づかいの視線を往復させた。

「心情的にはやっぱりちょっと納得できない気持ちがありますけど、それでかなめが学校に残れる可能性があるのでしたら賛成します」

「ありがとう。あいふぉん」

　六道は米倉に抱きついて、豊かな胸の中で顔をグリグリさせる。

「でも、本当に寸止め、なんですよね？」

　ちょっとだけ心配そうな顔をする。

「もっちろん」

「分かりました。じゃあ明日、かなめの作戦にゴーを出してくれるよう、私からも輝夜さんにかけあいましょう」

「あの、そのことなんだが」

　錦織が耳の後ろを掻かきながら、面倒臭そうな顔をした。

「なに？　まさか錦織くんまだ反対なの？　六道みたいに胸が洗濯板なおんにゃの子とは、寸止めチューもしたくない、って、そういうことですか？　ムカムカムカー」

「自分で言ってキレるなよ。ってか、今時、洗濯板なんて言わないだろ」

「じゃあペチャパイですか？　ナイチチ？　貧乳？　フラットライン？　ムカムカー」

「当事者だけあってさすがにボキャブラリーが豊富、じゃなくてだ。その作戦、やるなら閣下には話さずにやらないか？」

「へっ？」

　六道は意外な顔をした。

「錦織くんの口から、そんな言葉が聞けるとは思わなかった」

「そうか？」

「だって錦にしき織おりくん、いつも閣下に言われるがままじゃん。もしかしてグレた？」

「グレてねえよ。六りく道どうも米よね倉くらも、そのチュー作戦したいんだろ？　だったら乗り気でない閣下には秘密でやりゃいいってことだ。六道の婚約の話は閣下の新世界構築と直接は結びついてないんだから、別に勝手にやってもいいとオレは思う」

　それ以外にも理由はあったが、錦織は口にはしなかった。

「う――ん、それもそうか」

「輝夜かぐやさんを騙だますみたいで悪い気もしますが、この際、仕方がないかもしれません」

　米倉もコクリと頷うなずく。

「元々閣下がいてもいなくても変わらないしね。よし、じゃあ決めた。『寸止めキス』作戦は閣下に秘密でやっちゃおう！」

　六道が覚悟を決めたように下唇を噛かむ。

「それでさ。作戦のキモの寸止めチューのことなんだけどさ。ホントにそんなこと物理的にできんのか？」

　錦織は六道の顔をジッと見た。

「うわ、錦織くんが六道の唇をロックオン状態です！　六道、ちょっと恥ずいっす」

「ロックオンはいいんだけどさ。オレは、とてもできそうな気がしないんだが」

「そう？　チューをする寸前で止めるだけでいいじゃん？」

　六道はいとも簡単なように言う。

「言葉じゃあ簡単風に聞こえるけどさ。オレの予想では唇と唇を一センチの間隔を保って止めるってかなり難しいぞ。普通のチューの千倍は難しいと思う」

「そうかなあ」

「いや間違いなく難しいぜ。チューはな、言うなれば唇同士がぶつかるまで顔を近づけていればいいんだよ。鼻の正面衝突さえ避ければ簡単なんだよ」

「なにその経験豊富そうな説明。ちょっとムカつくんですけど」

「（無視して）でも、途中で止めるとなると違うぞ。非常に正確な距離感が必要になる。それに、いくら接近させても寸止めじゃバレんじゃないか？」

「考案者によると、そこを巧うまく外野からは見えないよう、首に絡ませた腕の角度で隠すのが重要らしいよ」

「考案者、存在するのかよ！」

「ニンニクを食べた後、どうしてもアツアツなところをライバルたちに見せつけたい二人のために考えたんだって」

「いたら怖いよ、そんなカップル！　そこまでして、高い自己顕示欲を満足させようとする意味が分かんない！」

「最初に発明したのはＮＡＳＡだって、雑誌には書いてあった」

「なるほど、よく分かった。その雑誌はもう買わない方がいい」

「まあまあ。簡単にせよ難しいにせよ、全く練習なしにいきなり本番というわけにはいかないのではないでしょうか」

　米よね倉くらがやや興奮した表情で提案する。

「いや、むしろ、練習のための練習が必要だ。いきなりオレと六りく道どうが練習して悲しい事故が起きてみろ。オレは一生消えることのない屈辱の刻印を、この唇に焼きつけることになるやもしれん」

「なんかものすごく失礼なことを言われたような気がするけど、練習のための練習をやった方がいいのは六道も賛成。あいふぉん、六道の練習相手になってくれる？」

「え？　はい、それはいいですけど」

　米倉は耳を赤くして頷うなずく。

「米倉がいる六道はそれでいいかもしれんが、オレは誰だれと練習すればいいんだ？　最初に言っておくが、“〝西にし村むら”〟とかいうボケは止やめてくれよ」

「うーん、えっとね。さっきの雑誌によると」

「練習法まで載っていたのかよ、その雑誌！」

「相手のいない寂しい人は、家で不要になったサボテンを相手に練習すればいいって」

「家に不要になったサボテンが転がっているって、ここはメキシコかよ。ってか、そんな練習したら、技術を習得する前に唇が血だらけになるぞ」

「じゃあサンドバッグとか、パンチングボールとか」

「なんでそんなワセリン臭そうなのを次々とあてがうんだよ。自分は米倉の柔らかいのを相手に練習する癖に」

「みゅう。なら錦にしき織おりくんもあいふぉんと練習しちゃえばいいじゃん」

「「え？」」

　錦織と米倉の声が重なった。顔を見合わせる。

「いや、でも、練習なら間違って、事故って、本当に唇が当たっちゃうかもしれませんし」

「そうそう。さすがにそれはまずいだろ」

　真っ赤な顔で体をモジモジさせる米倉の横で、錦織も少し焦った表情を浮かべていた。

「やだよお、お二人さん。冗談に決まってるじゃないかい。って、なに？　どうして？　なんで二人ともそんなマジで真っ赤な顔なんですか？」

　六道はキョロキョロと二人の顔を交互に見る。

「いやまあ、練習法はともかくとして――」

　強引にその話題を打ち切る。

「作戦決行はいつにするんだ？　もうそんなに時間はないんだろう？」

「明日はママが家にいないから、明後日あさつての放課後はどうかな？」

「分かった。じゃあ、それまでにオレは自己流の方法で練習しておくとしよう」

「じゃあ六りく道どうは、帰ったら雑誌に載っていた寸止めチューの極意を、メールして送ってあげる」

「おう。期待せずに待ってるぜ」

　適当に答えながら、錦にしき織おりは「そう言えば……」と思う。

　最近、本当に寸止めチューをした。それも仕込みではなく、結果的に寸止めになったというだけで、寸止めるつもりはなかったものだ

　相手は輝夜かぐや。今となっては忘れたい夏の思い出の一つである。

（結果的には寸止めに終わったけれど、結構、ドキドキしたよな）

　薄暗い中、輝夜の顔に唇を近づけていった時のシーンが頭に浮かぶ。大きくなっていく輝夜の唇。心臓が破裂しそうなくらい動どう悸きしていた。

（六道でもドキドキしたりするものか？）

　米よね倉くらと練習方法を話している六道の顔をチラリと見る。唇には色気はないが、血色がよくて健康的だ。

「ふみゅ？　どうかしたの錦織くん？　またロックオン？」

　視線に気がついた六道が首を傾かしげていた。

「いや、なんでもない、なんでもない」

　錦織は少し顔を上気させながら、視線を逸そらす。

　今更ながらに高鳴り始めていた胸を押さえると、「やっぱ練習はサボテンを使った方がいいのか」とか、そんなことを考えた。



　　　☆



　夕暮れ時の六道神社。

　内ない宮くうに隣接する鎮ちん守じゆの杜もりの中で、錦織と六道は向かい合っていた。すぐ横では手を合わせた米倉が、緊張の面持ちで二人を見守っている。

「じゃあ、いくよ、錦織くん」

「おう」

　六道は錦織の方へ一歩近づくと、つま先立ちをして錦織の首に腕を絡ませた。錦織が優しく六道の背中に手を回す。

「ねえ、錦織くん。今更、気がついたんだけど」

　錦織の腕の中に収まった状態の六道が、赤らめた顔で錦織を見上げた。

「寸止めチューの本番より、この状態でいることの方が恥ずかしいです。なにげに密着です」

「大丈夫だ。オレにはサボテンか、まな板か、はたまた机の天板と密着しているような感じで、ちっとも気持ちよく感じていない。劣情など皆無だ。だから六りく道どうが恥ずかしがることなんかないんだよ」

「フォローしてるような口調で、実はかなり失礼なことを言ってるよね」

「いいから、さっさと済ませようぜ」

　二人はゆっくりと顔を近づけていく。やや潤んだ六道の瞳ひとみ。顔が近づくに連れて、オレンジの香りが錦にしき織おりの鼻び腔こうに広がった。

　両腕の間に挟まれた中で近づいていく二人の顔。交差する、鼻と鼻。傍はたから見ると完全に接触したように見えるくらい近づいた後、再びゆっくりと離れて行く。

　絡ませた両腕を離して、二人はパッと離れる。

「どうだった、あいふぉん？」

　真っ赤な顔で六道が米よね倉くらの方を見る。同じように顔を赤くした米倉が、似合わない手つきで親指を立てた。

「完かん璧ぺきです。どこからどう見ても恋人同士みたいでしたよ」

　最後に本当に小さな声で「ちょっとジェラシー、感じました」と付け加えた。

「え？」

「い、いえ！　本当にキスしたのかと思いましたと、言いました」



    

  
    
      



    

  
    
      　米よね倉くらは慌てたように手をパタパタと動かす。

「でもまだ二センチくらい余裕があったよ。ね、錦にしき織おりくん」

「さあな」

　錦織は明後日あさつての方向へ顔を向けた。

「わっ、錦織くん、もしかして照れてる？　シェイムオンユー（意味違う）！」

「寸止めチューぐらいで照れるかよ。ってか、六りく道どうの心臓の音がドキドキ響いてきてうっとうしかった」

「それはお互いさまだって」

　コロコロと笑う六道に、錦織はムッツリと口を尖とがらせた。

　実際のところ、寸止めでも錦織はかなり興奮したのだ。唇の接近だけでなく首に絡まった六道の細い腕や、髪のシャンプーの香りが気持ちを高ぶらせた。平たい胸は当たりそうになかったが、六道でも女の子なんだなと思った。

「でも、全体的に硬い感じでしたね。とても、普段からしてる感じではなかったですが」

　米倉が眼鏡めがねをかけなおしながら、マニアックなツッコミをした。

「別にいいんじゃない。そっちの方が初々しくて。いつもブチュブチュやってるだけが愛ってわけじゃないんじゃん？」

「またまた利いた風な口を」

　錦織は肩をすくめる。

「今、練習したから本番はもうちょっと自然にできるだろう。んなことよりも、その他ほかの準備の方は大丈夫か？　首尾にぬかりないか？」

「バッチリ。ママ、今日はもう出かけないはずだよ」

「そっか。じゃあ後は実行のみだな」

「うん」

　六道が顔に緊張を走らせて、小さな胸に息を吸いこんでいた。作戦の内容はアホだが、自分の将来がかかっている。真剣なのだ。

「あのさあ」

　六道の顔を見ながら、錦織は鼻の先を指で掻かいた。

「ん？　なあに？」

「いや、もしな。もしこの作戦失敗したらどうする？　六道のママさんが寸止めチューを“〝愛の証あかし”〟として認めてくれなかったら」

「やる前から失敗した時のことを考えるのは負けフラグだってバッチャが言ってた」

「だから、もしもの話だって」

「もしもかあ。う――ん」

　六道は唇に人差し指を当てた。

「正直チューでも駄目だったら、もうどうすればいいのか分かんない感じだけど、でも、まだお祭りまでちょっとは時間があるから。最後までガンバります」

　六りく道どうはコクリと頷うなずく。

「だって学校、辞めたくないし」

「それでこそ六道だな」

　錦にしき織おりは六道の背中を軽く叩たたいた。

「その時は、私も全力でかなめに協力します。心配しなくて大丈夫ですよ」

「あいふぉん、ありがとお」

　抱きついた六道の頭を、米よね倉くらが撫なでていた。

「じゃあ行くとするか」

「おう――」

　三人で拳こぶしを天に突き上げて歩き出す。

「導入は、打ち合わせ通りでいいんだよな」

「うん直球で」

「了解」

　クヌギの森を抜けて、裏口から内ない宮くうへ入っていく。白はく砂しやの敷き詰められた庭を渡ると、本殿の入口前を竹たけ箒ぼうきで掃除するあやめの姿が見えた。

　近くの灯とう篭ろうの陰に隠れる。

「ラッキー。ママの他ほかに誰だれにもいないや」

「いたらなんか困るのか？」

「いや、だってさ。知っている人がいたら恥ずかしいじゃん」

「六道にもあったんだな羞しゆう恥ち心しん」

「ぶう――――。こんな時までイジワル言わなくても」

「それよりさ。おい、あれ。六道のママさん、誰か待ってたりしないよな？」

　錦織は顎あごをしゃくりあげた。時々、あやめが掃除の手を休めて、参道の方を見る動作をしているのだ。

「そんなことは言ってなかったけど」

「急のお客さんって、こともありますね」

「こんな所でグズグズしているうちに客とか来たら作戦実行できなくなるぞ」

「うん。じゃあ、行こう錦織くん」

「おう」

　錦織と六道は、いちにのさん、で飛び出すと、あやめに向かって駆け出した。

「あら、あなたたち」

　いきなり現れた二人に、振り返ったあやめは驚きの表情を浮かべた。錦織と六道は肩を並べて立った。

「今日はなにかしら」

「ママ。これから六りく道どうと錦にしき織おりくんの“〝愛の証あかし”〟をお見せいたします！」

　興奮した口調で叫ぶと、二人は向かい合った。

　お互い頷うなずくのを合図に、つま先立ちした六道が錦織の首に腕を絡ませた。

　その背中を抱き寄せる錦織。二度目でちょっと慣れたせいか、練習の時よりほんの少し手に力をこめることができた。息ピッタリに、二つのシルエットは近づいていく。

　錦織は六道の顔との距離を測りながら、目の端であやめの顔を追った。

　目を大きく見開き、茫ぼう然ぜん自じ失しつといった表情を浮かべていた。二人のキスは、彼女にかなりのインパクトを与えることができそうだ。

　――と。

　あやめを捉とらえていた視界の端に、別の物が映った。

　参道から人がやってきていたのだ。見覚えのある白の制服に身を包んだ、長い黒髪の女の子。錦織がよく知る人物。

　輝夜かぐや真ま央お。

　錦織は瞳ひとみをカッと見開いた。

（なんで輝夜が！）

　理由を考えるより前に、決めることがあった。

　このまま寸止めチューを続けるべきか、どうか。

　トロンとした瞳で突き出している六道の唇がすぐそこまで来ていた。六道を突き放しでもしない限り止められそうにない。

　だがそんなことをしたら、二度と“〝愛の証”〟をあやめに見せられないし、いくら寸止めでもこのタイミングで六道にそんな仕打ちをするのは、さすがの錦織でも気が引ける。

（え――い、ままよ）

　視界から輝夜の姿を消して、錦織も六道に顔を近づけていく。

「お、お前たち！」

　輝夜の声が聞こえる。だが、もう止められない。

　錦織と六道の鼻の先がクロスするように、オーバーラップしようとした時――。

「こ、この――、破は廉れん恥ちカンカンが―――――――――――――――――!!」

　輝夜の大音量の怒声が飛ぶ。

　同時だった。

　突然、地面がグラグラと震動した。突き上げるような激しい揺れだ。

「じ、地震!?」

　バランスを崩した六道が錦織から体を離す。錦織も立っていられず、膝ひざを折って地面に手をついた。かなめとあやめもその場にしゃがみこむ。

　しゃがんだまま、錦にしき織おりは輝夜かぐやに目をやる。輝夜も突然の地震に戸惑うように、その場に屈かがんでいた。

　震動が終息していく。最初の激しい突き上げが嘘うそのように、揺れていた世界が急速に元の秩序を取り戻そうとする。

「止まった？」

　六りく道どうがキョロキョロと首を動かしながら、不安そうな声を出した。

「たぶん」

　錦織がズボンの膝ひざを叩たたきながら立ち上がろうとする。

　ニューッと人の影が伸びてくる。錦織はおそるおそる顔を上げた。

　腕を組んだ輝夜が、怖い形相で立っていた。目と眉まゆを鋭角につり上げ、マタドールと対たい峙じした闘牛のように「フ――フ――」と荒い息。真っ赤な唇から長い牙きばが覗のぞいているかのようだった。

「ハラグロ。これはどういうことなのか。説明してもらおうか？」

　輝夜は怒りを抑えるように押し殺した声を出した。

　錦織は、頬ほおを引きつらせて「アハハ」と笑いながら、怒鳴られた方がまだ怖くないな、などと考えていた。



    

  
    
      


３　スクランブル・デート





「これより『新世界構築会議』を始める」

　輝夜の声がムッツリと響く。

『寸止めキス作戦』が行われた次の日の放課後。生物資料室の奥にある秘密基地では、輝夜の不機嫌警報が発令中だった。

　パイプ椅い子すに踏ん反りかえり、ムスッとフグのように頬を膨らませる輝夜。一方の錦織と六道は、輝夜の顔をあまり見ないように顔を背そむけていた。

「今日の会議の目的は、昨日、ハラグロとサイクロンが公衆の面前で行った破は廉れん恥ちな行為について事情を聞き、必要ならば適切な罰を与えることである。本当は昨日のうちにしたかったのだが、ハラグロが今日まで待てというから待ったわけだが――」

　ジロリと錦織を睨にらみつける。

「手回しのよいことに、ハラグロは既に事情を説明したメールを送ってきている。それによると、あの公衆の面前で行ったチューは寸止めであるため、破廉恥には違いないがそこまで破は廉れん恥ちではないと書いてある。また、そうした行為を行った理由は、サイクロンの母親に二人の“〝愛の証あかし”〟を見せて、サイクロンの婚約を阻止するためである、とのことだ。ハラグロ。それに間違いないな？」

「おう」

「サイクロンも異論ないな」

「はい、ないでっす」

「うむ。分かった。あの行為がそこまで破廉恥ではなかったことは認めよう。いや、認めてもいい。しかしだ！」

　輝夜かぐやはバンと机を叩たたいて立ちあがる。

「ということはつまり、お前たち三人が、主君であり未来の王である私に内緒で作戦を実行した、ということだ！」

　プンスカプンスカプンプンと、輝夜は頭から湯気を立ち上らせる。獲物を前にした野生動物か、はたまた肉食恐竜のように、大きくした鼻の穴から「フ――フ――」と荒い息を吐き出した。

「私を無視して作戦を実行しようなどと画策したのは誰だれだ！」

「ええっと、錦にしき織おりくんだったっけ？」

　六りく道どうが唇の下に指を当てる。

「六道、おまっ、なにナチュラルにチクってんだよ！」

「やはりお前かハラグロ！」

　輝夜がクワッと牙きばを剥むいた。

「いや、確かに最初に閣下をハブにしようって言ったのはオレだけど、最後に決断を下したのは六道だったよな？　そうだよな？」

「はて。どうだったかのお？」

「急にお年寄り口調かよ！」

「どういうわけかその辺の記憶だけが曖あい昧まいなの。もしかしてこれはミステリー？」

「いや、ミステリーでもなんでもないよ！　自分に都合のいいよう、記憶を曖昧にしているだけだろ、このハッピーな頭が！」

　錦織が六道の頭部を持ってシェイクしようとした時、

「どっちだろうと、関係ない！」

　輝夜が再び机を叩いた。

「お前たちは、どうして私がこんなにも怒っているのか理解しているのか？」

「破廉恥カンカンだったからだろ？」

「否いなだ！　私はだな、決してお前たちがあんな行為をしたから怒っているわけではない。私に内緒でやったから怒っているのだ！」

「なんだか、学校の先生だか、お父さんみたいな台詞せりふだな」

　下を向きながら、錦にしき織おりはボソッと呟つぶやく。

「でも、だって、やっぱり、閣下に話したら絶対に反対されそうだったしい」

　六りく道どうが上目づかいで輝夜かぐやを見る。

「そ、そんなことはないぞ。ちゃんと効果のあるような作戦ならば、理由もなく反対したりはしない」

　輝夜はブンブンと長い黒髪を揺らしながら首を振る。

「そうかなあ。だって閣下、前の会議の時、メチャクチャ固いこと言ってたじゃん」

「あの時はまだ充分に議論がされてなかったから、まだ破は廉れん恥ちな方法以外にもやり方があった。だから安直な作戦に流されるな、と反対しただけのこと」

「じゃあ、今だったら賛成？」

　輝夜は動揺したように「うっ」と体を引いた。

「ま、まだ議論は充分ではないからな。私の臣下同士が公衆の面前で、寸止めとは言え破廉恥な行為を行うということに、積極的には賛成できない」

「ほらあ、やっぱり」

「いや、いや、しかしだな。だからと言って私に内緒で作戦を実行するのではなく、この場でどうしても破廉恥な行為をしなければいけない必要性を唱えてだな、私を説得しようとするぐらいのことはしてもらいたいものだ」

　輝夜は口をキュッと尖とがらせて、横を向いてしまった。

（六道のせいで、閣下、拗すねちゃったじゃないか）

（そんなこと言われても、こちとら必死だし）

　錦織と六道が小声で話していると、輝夜がそっぽを向いたままモゾモゾと口を動かした。

「それで、話を戻すが、昨日、お前たちが公衆の面前で行った破廉恥な行為だが――」

　チラリと錦織を見る。

「寸止めだというのは間違いないんだろうな？」

　錦織は六道と顔を見合わせた後、コクコクと頷うなずいた。

「オフコース！　オレのチューはそんなに軽くはないんだぜ？」

「六道だって！」

「そうか」

　輝夜は若干、表情を和らげ、組んでいた腕を解いた。

「ならば破廉恥な行為自体については不問とする。私に隠して作戦を実行したことについても今回は厳重注意にとどめよう。ただし、今後、もし同じようなことがあった場合は、その時は厳罰を与えるので、二人とも胸に刻んでおくように」

「おう」

「はーい」

　錦にしき織おりはこっそり安あん堵どのため息をつく。一体、どんな理不尽なペナルティを貰もらうことになるのか、正直不安だったのだ。

「それで、結果はどうだったのだ？　サイクロンの母親は二人の“〝愛の証あかし”〟を認めたのか？」

　輝夜かぐやは再び椅い子すに腰を下ろし六りく道どうに目をやる。

「そうそう、どうなったんだ？　あの後？」

　昨日、『破は廉れん恥ちカンカン』の後、輝夜のあまりの剣けん幕まくに六道は家に逃げ帰り、錦織と米よね倉くらも早々に退散した。そのため、作戦の結果がどうなったのか錦織にも知らされていない。

　六道が残念そうに首を振る。

「駄目でした。全部あの地震のせいだよお。ママ、咄とつ嗟さにしゃがんだから、肝心のキスの瞬間を見てなかったんだって。もう最近、地震多すぎ」

「見ていたとしても、あんなもので、サイクロンママが納得したとは私は思わないがな」

　輝夜はフンと鼻を鳴らす。

「そういえば閣下は、なんであの時、神社にいたの？」

「もう一度、サイクロンの母親を、弁論をもって説得するつもりだった。それなのに行ってみたら、いきなりあんな破廉恥なものを見せられて」

　思い出したようにまたプンスカプンスカと湯気を出しそうになる。

「過去のことはとりあえず置いておいて、今はとにかく次の作戦を考えた方がいいのではないでしょうか。今度はみんなが納得するもので」

　今まで黙っていた米倉がフォローする。「グッドジョブ、セクシー」と、錦織は心の中で親指を立てた。

「うむ、セクシーの言う通りだ。そう時間があるわけではないのだから、早く新たな作戦を考えるべきだ。何かよいアイディアはないのか？」

　六道が控えめに挙手した。

「なんだサイクロン。よいアイディアがあるのか？　今度は破廉恥でないだろうな？」

「はい、閣下。六道、破廉恥でないよいアイディアがあります」

「ほう。言ってみろ」

「六道、思ったのであります。実際に愛がないのに『愛の証』を見せるということ自体に無理があるのではないかと」

「うーむ納得できる意見だ。それで？」

「そこで、これを機会に六道と錦織くんが、ちゃっかり、うっかり、本当に愛し合っちゃう、というのはどうかと思ったのですが、錦織くん、どうでしょうか？」

　六道が錦織の方を向く。錦織は顎あごに手を当てて真剣な表情になる。

「いいアイディアとは思うが、実際に行うのはなかなか難しい」

「はい、六りく道どう、素すで返されました」

　米よね倉くらがコクコクと頷うなずく。

「そうですね。将来的な話はともかく、現状で愛し合っていない男女が、二、三日やそこらで相思相愛になるというのは、事実上、困難ではないでしょうか」

「六道、冷静に分析されました」

「つまり、ハラグロとサイクロンが実際に愛し合うことで、『愛の証あかし』を見せるのは無理ということだな」

「結論、出されましたあ。ぶううう―――――」

　六道は机の上に突っ伏した。

「もっと簡単に手っ取り早く、愛をでっち上げることはできないのかね？」

　錦にしき織おりは面倒臭そうに耳の後ろを掻かく。

「私は思うのですが、今まで愛の証を見せるために、一発のネタで証明しようとしてきました。かなめを悪漢から助けるとか、キスとか。でも、実際に付き合っている男女って、そういつもそんな大きなイベントがあるわけじゃありませんよね」

「というか、むしろ普通ない」

「ですから、もうちょっと自然な感じに、交際していることを証明するのはどうかと思うのですが」

「自然な感じとはなんだ？」

　輝夜かぐやが首を傾けた。

「ええ。つまり、ごく普通に付き合っているカップルのような日常を、かなめのお母様に見せる感じで」

「カップルの日常というとつまり」

「デートです」

「デート♪」

　突っ伏していた六道が、弾はずむような声を出して上体を上げた。

「デート中のカップルって、独特の雰囲気を周囲に振りまいていると思うんです。その雰囲気を、錦織くんとかなめが醸し出すことができれば、お母様にも納得していただけるのではないでしょうか？　デートするだけなら破は廉れん恥ちではありませんので、閣下も反対でないと思いますが」

　米倉は探るようにチラリと輝夜の表情を窺うかがう。

「もちろん反対ではない。が、そのデートはどうやってサイクロンの母親に見せるのだ？　撮影でもするのか？」

「それはあまりに“〝やらせ”〟っぽいので、私と閣下がお母様をお呼びして、一緒に二人のデートを後ろから追いかける、という趣向はどうでしょうか」

「なるほど」

　輝夜かぐやは顎あごの下に手を当てた。

「私は悪くない作戦だと思うが。実際に行う二人の意見はどうだ？」

「さんせー、さんせー、大賛成だよ、六りく道どう的には。錦にしき織おりくんだって、そうだよね？」

「う―――ん」

　錦織が腕を組んで唸うなり声ごえを上げた。

「ぶう―――。なに、また錦織くんは反対なの？　六道なんかとはやらせでもデートなんかしたくないって、そういうことですか？　ぶうぶう」

「いや、そんなことはないんだ。六道だからデートしたくない、ってことはない。だからといって別に積極的にデートしたいって意味でもないが」

「なに言ってんの？」

「いや、だから。女の子とデートするというのが、あんまり望ましくない」

「うわっ、出たよ」

　六道がやれやれというように手を広げた。

「またあれでしょ。特定の女の子と付き合っていると思われると、チヤホヤされないから、とかいうハラグロ理論でしょう？」

「よく分かってんじゃん。まさにそれ。その通り！」

「ニヤリと笑って開き直られた！」

「オレがクラスメイトの女子と一緒に歩いているところを、西にし村むら辺りに見られでもしてみろ。明日には学校中の噂うわさになっているぞ。たとえそれが六道だとしてもだ。絶対に付き合っていると思われる」

「いいじゃん。思いたい人たちには思わせておけば」

「イヤでしゅ！」

「思わず幼児語が出るくらいイヤがってる――!?」

「いや、ホントに思われたくないよ。それも実際に付き合っているのならまだしも、そうでないのに噂が立つのには耐えられない。オレの人気にも影響あるに決まってるし」

　ブルンブルンと首を振った。

「ということは、デートの場所が重要、ということになりますね」

　米よね倉くらが考えるように唇の下に指を当てた。

「そうそう場所が重要。って、デートをすること自体は、既に決定事項なんでしゅか!?」

「当然だ。ハラグロのその考えは分かる。人間、一つや二つはそういうこだわりがあるべきだからな。尊重しよう。だがデート作戦は行う。決定事項だ」

「ちっとも尊重してない！」

　錦にしき織おりは両手で頭を抱えた。

「だが、さっきの米よね倉くらの話的にはカップルがデート中に醸し出している雰囲気を出さないといけないんだろ？　ただ歩いているだけじゃダメなんだよな？　オレと六りく道どうがデートして、どうやってカップルの雰囲気が出るんだ？　出るのは笑いを誘う芳香ぐらいだろ？」

「そこは六道がカバーします」

　六道がパンと胸を叩たたいた。

「どうカバーすんだよ」

「こう見えても六道、デートは得意なんだよ。恋愛情報誌を欠かさず読んでいるんだから」

「またしても雑誌の知識かよ！　本当に大丈夫なのか？」

「まっかしてー」

「場所については、私ができるだけ紫し苑おん高校の生徒と会わなそうな所を調査しておきます」

　米倉が手帳にメモしていた。

「かなめはお母様の予定を調べておいてくださいね。ですが、お母様をお呼びするのは、私に任せてください」

「りょーか――い。でも、いくらあいふぉんでも、いきなり呼んだりしたらやっぱりやらせっぽいと思われないかな？」

「若干、不審に思われるとは思いますが、その辺はかなめと錦織くんがリアルなデートを演じて、カップルの愛のモワモワ感を出すことができれば大丈夫だと思います」

「愛のモワモワ感？」

　錦織は眉まゆを顰ひそめる。最近、輝夜かぐやや六道の影響か、一番正常だった米倉まで言動が変になっているような気がする。

「まっかして。愛のモワモワ感をそこら中に撒まき散らそうね！」

「撒き散らすのかよ」

　腕を組もうとする六道の手から逃れながら、錦織は輝夜へ目を向けた。

「作戦の内容だけど、今みたいな感じで、閣下もオッケーか？」

「問題なかろう。ただ、一つ言っておくが……、いくらカップルの雰囲気を醸し出すと言っても、破は廉れん恥ちな行為は許さないぞ」

「うん。小学校低学年のカップルのような、初々しい演出でいくつもりだよ」

　六道はまたまたパンと胸を叩く。乾いたようないい音がするなあ、と錦織は思った。

「かといって、初めてのデートな感じだと、それはそれで長く付き合ってる感じになりませんから、注意が必要です」

「うん、大丈夫。初々しい中に、デート慣れした感じでいくよ」

「デート慣れした小学校低学年がいたら嫌だな。ってか、結局、デートなのか」

　結局、いつの間にか『デート作戦』に決まってしまっていたので、錦織は「あーあ」と首を振った。

「『デート作戦』の予定日時は今週末。そろそろ残された時間も短いから、失敗は許されない。各員、気を引き締めていくように！」

「おう」と腕を挙げる六りく道どうの横で、錦にしき織おりは「くれぐれもデート場所は人通りの少ない場所を選んでくれ」と米よね倉くらに言っていた。



　　　☆



「で――、選ばれたのがここか」

「うん。さすがあいふぉん。いい場所をセレクトしたよね」

　週末、駅前にある百貨店。そのエントランスホールのライオン像の前に、錦織・六道の二人は立っていた。

「本当にここでいいのか？　ここなら大丈夫なのか？」

　錦織は心配そうな顔で周りをキョロキョロと見回す。いつもの膝ひざまでの短パンにブランド物のＴシャツに、つばの大きな野球帽。これにグラサンでも加われば、お忍びの芸能人かなにかの格好にも見える。

「大丈夫じゃない？　デパートってあんまり高校生って来ないから。穴場だと思うよ」

　六道は機嫌よさそうに笑う。こちらはお気に入りの黄色のキャミソールに、白のフレアスカート。デートっぽい格好だ。

「それはそうかもしれないが、もうちょっと他ほかに適当な場所はなかったかね？」

「例えば？」

「廃校とか、潰つぶれた遊園地とか」

「心霊スポット巡りをするんじゃないんだよ！　それに、あんまり人ひと気けのない所でデートするのも、ママが不審に思いそうじゃん」

「まあ、仕方ないか。ハア」

　錦織は諦あきらめたように肩をすくめて、ライオンのブロンズ像の足を撫なでたりしていた。

「ごめんね。六道の問題に錦織くんを巻きこんじゃって」

「まあ、しゃあない。で、六道のママさんは予定通り来ているのか？」

「うん。あいふぉん、バッチリ呼び出しに成功したって。あと、五分くらいしたら、閣下も一緒に到着するよ」

「そっか。見つけてもらうのは四階だっけ？　じゃあ、そろそろ行くか」

「うん」

　歩き出そうとする錦織に、六道が手を差し出す。錦織は訝いぶかしげな顔をする。

「ん、なんだ？　小遣いか？　悪い、丁度持ち合わせがなくてな」

「ボケはいいから。デートなんだから、手を握らないと」

「げはあ」

「なに？　その人造人間か何か吐き出したような声は！」

「いや、決して六りく道どうの手だから握りたくないってことはないんだ。だからといって、積極的に握りたいわけでもないんだが――」

「もう、それはいいから」

　六道は伸ばした手をグッパア、グッパアと開け閉めさせる。

　錦にしき織おりは否定的に顔を掻かいていたが、またため息をついた。

「まあ、しゃあないか」

　六道の手を握る。

「なんなの、その泥棒猫の首を掴つかむような持ち方！」

「こっちの方が緊急時に着脱しやすいからな」

「着脱って！　やっぱりデートで手を繋つなぐといったら、こうだよ」

　六道は錦織に肩を寄せると、腕を交差させて指を絡ませるように手を繋ぐ。

　密着した六道の指に錦織はドキッとする。細くてスベスベで、やっぱり女の子の手だなと思う。

「しかし、これ、暑苦しいし、咄とつ嗟さに離すことできないよな？」

「だいじょうぶ。じゃあ、いこ。嘘うそデートだけど楽しもう」

「そうだな、六道のママさんにラブラブっぷりを見せつけるか」

　六道は繋いだ手を大きく振って歩き出そうとする。錦織は未いまだに不満そうだったが、肩をすくめると、エスカレーターに向かって歩き出した。





　手を繋いだ錦織と六道がエスカレーターへ消えていって程なく、同じデパートの四階、婦人服売り場のエレベーター乗り場に、米よね倉くら、輝夜かぐや、そして六道の母である六道あやめが現れた。

「愛あいさん。こんな所に私を連れ出して、一体、何を見せてくれるのですか？」

　あやめは皮肉っぽく細めた目を米倉へ向けた。藤ふじ色いろの小紋に桃色の鼻緒の草ぞう履りという格好だ。

「事情も話さずこんな所までご足労いただきまして、本当にごめんなさい」

　米倉は肩を窄すぼませる。こちらは清せい楚そな感じの白のワンピースという格好。横では黒のサロペット姿の輝夜が、キョロキョロと頭を動かしていた。

「実は、今、このデパートでかなめと錦織くんがデートをしています。それをおばさまに見て欲しいと思い、来ていただいたのです。もちろん、本人たちは私たちに見られていることを知りません」

　デートと聞いてもあやめは表情を変えず、ただ「ふう」と息を吐いた。

「大方そんなところだとは思っていましたが、なるほど。かなめが今日、朝から張り切って、あまり得意とはいえないお化粧をしていたのはそういう理由でしたか」

　着物の袖そでで口元を隠すと、探るような目で米よね倉くらを見る。

「ですが、ただデートをしているところを見せられたくらいで、私があの二人の深い仲を認めると思ったとしたら、それは愛あいさんの見込み違いですよ」

「ええ、それは分かっています。ただ、本当に愛し合っているカップルのデートは、その雰囲気が出てくると思いますから。それを感じとっていただければいいなと思って」

「私にかなめと錦にしき織おりくんのデート風景を静かに見守れと」

「ええ。是非」

　あやめは小紋の袖で口元を隠したまま、しばらく考えるような仕草を見せた後、頷うなずいた。

「分かりました。見てみましょう。私の予想ではあの子にまっとうなデートなどできるわけありません。もし本当にできるというなら、それはそれで一興というものです」

「ありがとうございます」

　米倉は「よし」と、握っていた拳こぶしに力をこめると、こっそり用意していた携帯メールを親友に送信した。



　同時刻、同じ場所にもう一組、紫し苑おん高校の生徒の姿があった。

　一人は、フワフワとした明るいカールのかかった髪形が特徴的な女の子。統一感のある薄い色のブラウスと楊よう柳りゆうスカートで、フェミニンな感じに決めている。もう一人は長身に黒いショートカットのボーイッシュな感じの女の子だ。こちらはロングスカートにノースリーブ。紫苑高校生徒会長・松まつ島しま美み紀きと書記の後ご藤とう舞まいである。

　二人は、婦人服売り場中央の通路を、舞を先頭に歩いていた。

　突然、後ろ側の美紀が通路の真ん中で立ち止まった。すぐに気がついた舞も足を止めて、後ろを振り返る。

「うん？　どうしたの美紀」

　首を傾かしげる舞に、美紀は拗すねたように尖とがらせた口を向けて、大きな紙袋の入った両手をダラリと下げる。

「前からずっと、ずっと、ず―――っと、言おうと思っていたのだけど、舞って歩くの速過ぎ！」

「そう？」

「そう？　じゃないわよ！　中学の時から速い。たぶん、私の三倍は速い」

「そんなに？」

「だっていつも一緒に歩いている時、私、肩で息してるんだから」

　美み紀きは大おお袈げ裟さに肩を上下させた。

「舞まいね。私が学校の一部の心無い生徒から、スタタタ先輩って言われているの、知ってる？」

「うん」

「たぶん、あれ。舞のせい」

「まさか。それは、言いがかり」

　舞はアハハと笑う。

「だって、舞のペースに合わせて私が歩こうとすると、どうしてもスタタタ歩かないといけないもの」

「コンパスが短いものね」

「そこっ！　はっきりと言わない！」

　美紀は少し紅潮させた顔で舞を指差した。舞は美紀に近づいてその頭を撫なで撫なでする。

「美紀はまだまだ、伸びる余地はあると思うけど」

「むうう。牛乳、毎日飲んでるのに、イマイチ効果がないし。やっぱりＤＮＡから改造しないとダメなのかしら」

「スポーツするわけじゃないんだから、美紀は今ぐらいの身長が私は可愛かわいいと思うけどなあ」

「可愛くなくていいから、もうちょっと長い脚が欲しい」

　羨うらやましそうに、舞の頭のてっぺんを見上げたりする。

　と――。

　急に美紀の体が硬直した。カチコチとぎこちない動きで、中央の売り場を挟んで反対側の通路を指差した。

「あ、あれ！」

　声が震えていた。舞は遠方を見るように額に手をかざして、美紀が指差す方向を見る。

「わ、あそこにいるの、錦にしき織おりくんだ。女の子と一緒かあ。あの子、見たことあるよ。そっか。前に遊園地でやってた漫才大会に出場していた女の子だね」

「そう。六りく道どう神社のかなめさん。それより、手、手！」

「手？　あ、ホントだ。ガッチリ握られてるわね。あの二人、付き合っていたんだ。へえ。あの子、特定の女の子と付き合ったり、デートしたりしないと思っていたんだけどなあ」

　意外そうな声を出す舞。その横で固まっていた美紀の体がプルプルと震え出した。

「えっと美紀？　どうかしたの？」

　美紀はビシッと遠くの錦織の方を指差した。

「不純異性交遊禁止!!」

　小さく叫び、桃色の唇をワナワナと震わせた。

「いや、不純とは限らないでしょ？」

「紫し苑おん高校校則！　学校外の生活についての項目第五条。“〝紫苑高校の生徒は、すべからく勉学に勤いそしむべし。男女間の交際は慎むべし”〟」

「それ大昔に制定されて、実質、守られてない条項だよ」

「とにかく校則違反には違いないわ。こんな大事な時に錦にしき織おりくん、油断しすぎ。新聞部が記事にでもしたら、錦織くんの次期生徒会メンバーとしての推薦が難しくなるじゃない」

「でも、まだ交際しているとも、デートしているとも決まってないよ。単なる予想で」

「手を繋つないでるのに？」

「私たちだって時々繋ぐし」

「そ、それとこれとは別よ！」

　美み紀きはほのかに顔を赤らめる。

「とにかく、これは調査の必要があるわ」

　目をキランと光らせて頷うなずく美紀の横で、舞まいはやれやれと首を振った。



　　　☆



「なあ、六りく道どう」

　婦人服のショーウインドウの前で、錦織は呟つぶやいた。

「その前に、六道から提案です。デート中は、“〝かなめん”〟、“〝たかしん”〟、と呼び合うのはどうでしょうか？　かなめん故郷にかえるぅぅぅ」

「なんでも、“〝ん”〟をつければ愛称になるってわけでもないような。じゃなくて、オレが言いたかったのはだ。さっきから手が蒸むれ蒸むれでムラムラなんだが、六道、汗かきさんなのかと、それを聞きたかった」

「六道、緊張すると汗っぽくなるのです」

「いっちょ前に緊張すんな。嘘うそデートなんだから」

「嘘デートでも緊張するのです。だって女の子だもん」

　そう答える六道の顔は、空調のきいたデパートの中にも拘かかわらず、少し火ほ照てっていた。

「だもん、って言われても。ってか、本当にデート慣れしたカップルは、たぶん手を繋つないだ程度では緊張していないと思うぞ」

「それは分かってるけど、ほら、六道って基本的にはお堅い人間でしょ？　こういうことをしたら、どうしても緊張するんだよ」

「堅いってどこが？　腹筋か？」

「六道の腹筋、そんなに鍛え抜かれてないよ！」

「でも田の字に分かれてるんだろ？」

「分かれてないよ！」

　六りく道どうはキャミソールの端からおへそが見えそうな腹部を、無意味に出したり引っこめたりした。

「まあ、それはともかくとして」

　錦にしき織おりはチラチラと周囲を見ると、声を絞ってヒソヒソと喋しやべった。

「六道のママさん。もう来てるんだよな？　オレたち、どこからか見られてるんだよな？」

「うん。さっき携帯電話であいふぉんから合図があった」

「それなのにこんなんでいいのか？　ブラブラとバカ話をしながら服を見ているだけで」

「いいんじゃない？　カップルの会話って、大抵こんなもんでしょ？」

「いや、普通、カップルは女の子の腹筋の話はしてないだろ」

「それ振ってきたの、錦織くん、いや、“〝たかしん”〟の方じゃん！」

「そんな無理して急ごしらえの愛称、使わなくても」

「じゃあ、もうちょっとデートに動きを加えてみようか」

「う、動き？」

「実は、さっきからこのワンピが気になるのです」

　六道はショーウインドウの中を指差した。ショッキングイエローの生地に、白の襟のついたワンピースがマネキンに飾られていた。

「六道って、本当に黄色が好きだよな。年中、頭の中がお花畑だからか？」

　錦織は本気で不思議がるように、眉まゆ根ねを寄せた。

「六道ね。イエローなんだよ」

「ごめん、意味が分かんない」

「いや、だから、もし、閣下とその仲間たちが戦隊だったとしたら、六道はイエローなの。かぐやイエロー！」

「イエローってデブでカレー好き、ってのがお約束なんじゃないのか？」

「それって戦隊物の歴史的に誤った認識なんだよ！　そもそもイエローは……、って、まあ、それはともかく」

「熱く薀うん蓄ちくを傾け始めるかと見せかけて、あっさり流したな」

「なにせこのワンピ、六道、気にいりました。錦織くん、買ってくださいな」

「さらに意味分かんねー！」

「だって彼氏なんだから、買ってくれてもいいじゃん」

「彼氏じゃないし、そもそもそんな金ないから！　って、なに、店内に入ろうとしてるの？　おい、ちょっと！」

「すみませーん」

　六りく道どうは錦にしき織おりを引きずるように、店の中へ入っていく。

「あそこにかかっているワンピース、試着させていただきたいんですけど」

「はい、いいですよ」

　店員がニコニコ笑いながら、マネキンのワンピースをハンガーにかけて取ってくる。

「サイズはよろしそうですね。試着室はあちらにございます」

「この人にも見せたいんですけど、そのお、カップルで入れる試着室ってありますか」

　六道は緊張したように顔を強こわ張ばらせて、店員のお姉さんを見た。

「はいございます」

　店員は店の奥を指し示す。

「よかったね。あるって」

「お、おまっ、本気か？」

　錦織は頬ほおを引きつらせながら、目を白黒させていた。





「は、は、は、は、破は廉れん恥ち！」

　カップル用試着室へ消えていく錦織、六道の両名を見ていた輝夜かぐやが小さく叫ぶと、目をキリッとつり上げて口の端をピクピクと動かした。

「まあまあ。カップルのデートではままあることです。ね？」

　米よね倉くらはあやめに向かって言った後、「もう、かなめったら」と呟つぶやいていた。

「ほほ。そうですよ。そんなにおかしいことではありません。私も娘と試着室に一緒に入ることはよくあります」

　あやめは落ち着き払った声を出す。

「そうか？　カップルとはそういうものなのか？　いくらカップルとはいえ、試着室に一緒に入って着せ替えごっこをするというのは、軽薄ではないのか？」

「閣下もよく秘密基地で着替えていると聞きましたが」

「あ、あれは！　利便性を考えて着替えているだけだ。ハラグロに見せたくてやっているわけじゃない！」

　かぐやが動揺したように口をパクパクとさせる。

「まあ、今日のあの子は薄着ですから。脱がずにあの上から試着している、ということも考えられます。騒ぐほどのことではないでしょう」

　あやめは小紋で隠した口で、再びホホホと笑う。

　米倉は「手ごわい」と小さく唇を噛かんだ。





　丁度同じ頃ころ、米よね倉くらたちとは別の場所から錦にしき織おりたちを見ていた美み紀きが叫んでいた。

「これはどういうことなの!!」

「どういうことって、試着した服を買う前に、錦織くんに見せたい、という感じなのでは？」

「いや、でもそんな。試着する、ということは、その、脱ぐんでしょ？」

「上がキャミだから、そんなに脱がないんじゃないかな？　まあスカートぐらいは脱いじゃうかもしれないけど」

「パンツ一丁!!」

「美紀、声、大きい」

　舞まいは大きく開いた美紀の口を押さえた。

「不純にもほどがあるわよ！」

　押さえられた口の中でモゴモゴと言う。

「でも、付き合っているならそんなに不思議なことじゃないし。生徒会として止めるようなことじゃないでしょ」

「でも、でも、でも」

　美紀は口をパクパクさせながら更衣室を指差す。

「別にいいじゃない。そんな目くじらを立てるようなことじゃないわ」

「む――――――――――――――――――――――」

　美紀はハンカチに噛かみついて、情けない顔をしていた。





　一方、更衣室の中の錦織たち。

「すごいね。ここ、広いね」

　更衣室の中を見回しながら、六りく道どうが興奮していた。確かにその店のカップル用更衣室は、長なが椅い子すやクローゼットまで置かれていて、普通の四倍くらいの大きさはある。

「これならママもちょっとは六道たちが愛し合っているって思ってくれるよ」

「そうか？　更衣室に一緒に入ることってそんなにか？　って、おまっ」

　六道がワンピースをハンガーから外すのを見て、錦織はドキッとする。

「お前、本気で試着するの？　フリなだけじゃなくて？」

「試着室で試着しないでどうすんの。だからあっち向いててね」

「引きずりこんどいて、あっち向けもないだろう」

「う―――――ん。どうしても六道の腹筋が見たいって言うなら止めないけど」

「いや、それはいい」

　錦織は首を振りながら横を向いた。

「着替えるったって、脱ぐのは下だけだよ」

　スルスルと布地が擦こすれる音が聞こえてきた。

「……」

　無機質な白壁を見ながら、錦にしき織おりは心臓が高鳴るのを感じた。現物が見えない分、かえってドキドキとする。

「六りく道どう、ただいまパンツ状態です」

「実況せんでいい！」

「襲ってきちゃダメだよ。さすがに引いちゃう」

「引くとかそういう問題じゃないだろ！」

　するするーとまた擦れる音。

「はい。ワンピース着ました。ジャ――ン」

「……」

「ちょっ、なんでそっぽ向いたまま？」

「いや、なんか罠わなが隠されているような気がして」

「そんなことしないって」

　手を引っ張られて、錦織は六道の方を向いた。

　ショッキングイエローのワンピースに包まれた六道が、斜め四十五度に立って格好をつけていた。

「どうよ？」

「なんだか剥むかれたレモンの皮が立ってるみたいだ」

「酷ひどい！　六道、錦織くんの皮肉に散々涙で枕を濡ぬらしてきたけど今日のは極きわめつきだ！」

　むくれてみせた。

「いやいやいや。でも、悪くないと思うよ」

「レモンの皮なのに？」

「いや、レモンの皮、悪くないよ。お風ふ呂ろに入れたら柚ゆ子ず風ぶ呂ろっぽい効果もあるし。六道が可愛かわいく見えると思うよ」

「可愛い？♪」

　急に弾はずむような声を出した

「おう。可愛い、ような気がする。やっぱ六道には黄色がよく似合う、ような気がする。さすがかぐやイエロー」

「やだよお、お前さん。可愛いだなんて」

　六道はかたっぽの手で頬ほおを押さえながら、錦織をポカポカと叩たたいた。

「いたい、痛いって。嬉うれしがってんなら、叩くなよ！」

　その時、長なが椅い子すに置いていた六道の鞄かばんの中から携帯電話がバイブレーションする音が聞こえてきた。

「あいふぉんからだ」

　ディスプレイを確認した六りく道どうは、アチャーと額を押さえた。

「どした？」

「ママの反応、冷めてるって。ワンピ試着がなんぼのもんじゃい、な感じだって」

「ほらな。そんなもんだと思った」

「あと、閣下が興奮してるって」

「それも想定の範囲内だ」

「う――――ん。この程度じゃダメか」

　六道は悔しそうに爪つめを噛かんだ。

「ラブラブデート演出するためには、やっぱもっと過激じゃないとダメなのかも」

「ちょっと待て。過激ってなんだ？　それに、それって、自然体のデートを見せつける、とかいう作戦の趣旨から外れていないか？」

「そんな守りの姿勢じゃダメ。こうなったら、もうカップルくらいしか行かないような売り場に行くしかないよ」

　六道は真剣な表情でコクリと頷うなずいた。





「で、ここか」

　錦にしき織おりはゴクリと唾つばを飲みこんだ。

「うむ」

　六道も緊張したように顔を強こわ張ばらせていた。

　婦人服売り場の片隅にある女性の下着専門店。色とりどりのランジェリーが並べられたその店舗の前に、二人は並んで立っていた。

　ゴシゴシと、錦織は目を擦こする。ディスプレイされた下着群がまるでクリスマスツリーの電飾のようにチカチカと点滅しているかのような気がして、視界が眩まぶしいのだ。

「本気でここに入るのか？　オレも一緒に？」

「うむ」

「その前に確認しておくが、カップルって本当にデートでこういう所に来るのか？」

「皆とは言わないけど、一部の進歩的なカップルは来るっぽいよ？」

「オレ、進歩的でなくていいや」

　逃げだそうとする錦織の手をグッと掴つかんで六道は行かせまいとする。

「ここで買い物したら、きっとうちのママも六道たちの愛を認めるよ」

「そうか？　本当にそうなのか？　愛ってそんなんでいいのか？」

「いいんだよ。さあ、勇気を出して行こう。ごめんくださ――い」

「ちょっ、おいったら」

　六りく道どうに引きずられるようにして、錦にしき織おりは下着専門店へ足を踏み入れていく。

　その瞬間、店内が妙な緊張に包まれたように、錦織には感じられた。「いらっしゃいませ」と会釈した店員が錦織の存在に気がついた瞬間、少し驚いていた。他ほかの女性客の視線も痛い。

　そんな中を、六道は所狭しと並べられたランジェリーの花畑へと錦織をグイグイッと連行していく。

　パンツ、ブラ、パンツ、ブラ、パンツ……。

　次々と視界に入る下着の数々。四方、どこを見てもパンツとブラである。錦織史上、未いまだかつてないくらいのパンツとブラ。こう堂々と陳列されていると、嬉うれしいとか興奮するとかそんな感情は消えて、胸に残るのは羞しゆう恥ち心しんのみである。

「錦織くんはどんなのが好き？　やっぱりセクシーなやつ？」

「頼むから名前を出さないでくれ」

「これすごいよ。ここまでくるとパンツというより、マワシって感じだよね」

「頼むから話しかけないでくれ」

「もう錦織くん、照れ過ぎ。もっといつものように、堂々と下着の色とかデザインについて語ってよ」

「無む茶ちや言うな！　ってか、いつオレが下着のデザインについて議論したんだよ！」

　六道が適当にハンガーを手に取ったりかけたりを繰り返していると、作り笑いを浮かべた店員が近づいてきた。

「今日はどういった物をお探しでしょうか？」

　不審そうに六道と錦織を何度も見比べている。一体、どういう類たぐいのカップルなのか、判断しかねている様子だった。

　六道が真剣な目をして頷うなずいた。

「高校生らしい勝負下着を探しています。色は黄色で」

「高校生らしい勝負下着！」

　店員は衝撃を受けたようによろめいた。が、すぐにプロの表情に戻る。

「それならばこの辺の物はどうでしょうか？　ボリュームのあるレースで勝負感を演出しつつ、なおかつ中央の花模様が若いお嬢さんらしさを演出しています」

「可愛かわいいね。ダーリン、どう思う？」

　六道は薦められた下着のかかったハンガーを錦織の目の前に突き出した。錦織はチラッと見てから、そっぽを向く。

「別にいいんじゃないか？」

「また、そんな言い方をして。ごめんなさい、ダーリン、照れてるんです」

　六りく道どうが妙なフォローをする。

「じゃあこれと、サイズはこれでいいですから、同じ感じのこれとこれ。試着していいですか？」

「はい、ではこちらへ」

　店員に導かれる六道に引っ張られるまま、錦にしき織おりは試着室へ向かう。

　今度は頼んでもないのに、最初からカップル用の試着室へ連れて行かれた。ドアを閉めながら、「どうぞ、ごゆっくり」と、店員がニッコリ笑ったのが、錦織には堪たまらないほど悲しかった。

「六道、マジ勘弁。オレ、もう無理――」

　試着室に入った瞬間、錦織はぐったりと椅い子すに腰を下ろしてした。

「もう、錦織くんったら。真っ白に燃え尽きるのにはまだ早いよ。ほらほら、どう？　六道に似合いそう？」

　黄色い下着が錦織の鼻先を横切る。六道が店員に薦められた黄色い下着を服の上からつけて、ポーズを決めていた。

「ああ。似合いそう、似合いそう」

　錦織は赤らめた顔を背そむける。

「わっ、おざなり！　やっぱ、あれなのかな。六道が裸で装着しないと、似合うかどうかなんて分からないぜ、ってそういうこと？」

「いや。全然違う」

「そういうことなら、六道、一肌脱ぎます！」

「後生だから止やめてくれ！　もうちょいでオレの羞しゆう恥ち心しんが限界を超えそうだ」

「我慢してよ。しばらくこの中で時間を潰つぶして、ママに思わせぶりな雰囲気を演出するんだから」

「演出するだけなら、何もせずにじっとしていればいいだろ？」

「だって、それじゃあつまんないし」

「つまんないって、お前なあ」

　錦織は疲れきった表情の顔を上げた。「どうよ？」と、またポーズを決めた六道の下着を、しげしげとと眺める。

「つーかさ」

「なあに？　六道にベストマッチング？」

「いや、なんつーか、それ、ブラの意味、あんのか？」

「どういうこと？」

「だからさ。つまり、競泳用のゴーグルだって、もうちょっと窪くぼみがデッカイんじゃないかなあと」

「ふにゃ？」

　六りく道どうは手にしていたブラジャーをジーッと見た後、今度は自分の胸元に目をやって、ようやく唇を尖とがらせた。

「むむむむう。ひょっとして遠まわしに六道のカップが小さいって言ってる？」

「むしろ自分としては直接言ってるつもりなんだが。気がつくの遅いなあ。ひょっとして自覚ないんじゃないか？」

「うるしゃい！　最近の錦にしき織おりくんの言動には目に余るものがある。制裁を加えてやる！」

　六道は叫ぶと、ハンガーからブラジャーを外すと、錦織の頭に被かぶせようとする。

「“〝これのどこが水中眼鏡めがねだよお”〟攻撃！」

「お客さま。商品で遊ぶのは止やめてください」

　錦織はそんなことを叫びながら、六道の攻撃を防ごうとした。





　一方、あやめと米よね倉くらは目を点にして、下着店に入っていく錦織たちを見守っていた。

「ど、どうでしょうか？　かなめは、こ、恋人でもない男性と一緒に、下着を買いにいったりするような子では、ないと思うのですが」

　米倉が動揺した声を出す。ちょっと頬ほおが熱くなっていた。

「それは、まあ……。心を許す相手でないと、なかなか難しいかもしれませんが」

　あやめも眉まゆをピクピクさせる。

「では、二人の愛を認めてくださる、と」

「いえ、そこまでは言えません。あの子は、時々、奇き矯きような行動をとりますから」

「厳しいですね」

　やがて、下着を持った錦織と六道たちが試着室へ消えていくと、米倉はあやめと顔を見合わせた。

「おばさま。二人が試着コーナーに入っていきましたよ」

「それは見れば分かります」

「下着売り場の試着室です。カップルでもなければ、普通、あんなことしないです」

「そ、それはそうですが……。あの中で何をやっているかは分かりませんし……」

　と言いつつも、あやめも明らかに動揺した様子である。もうひと押し、と米倉は思う。

「何をやってるって、試着室でやることなんて決まっています。今いま頃ごろ、二人でかなめの下着の着せっこしているのです」

　顔を真っ赤にしながら断言してみせる。

　その時――、

「破は廉れん恥ち極きわまる！　もう勘弁ならん！」

　体を静かに震わせていた輝夜かぐやがいきなり怒鳴った。黒い髪を逆立て、鼻から「フ――」と雄牛のように荒い息を吐き出した。

「輝夜さん！」

　米よね倉くらが輝夜の腕を掴つかんで止めようとする。だが、その手を振り切り、輝夜は下着店に向かって突撃していってしまう。





　同刻――。

「舞まい！　あ、あれはどういうことなの!?」

　美み紀きは真っ赤な顔をプルプル震わせながら、試着室を指差した。

「どういうことなのって、二人して試着室へと消えちゃったわね」

「そんなの見れば分かるわよ！　下着沢山抱えてあんな所に入って、何するのかって聞いてんでしょ！」

「いや、そりゃ、下着の着せ替えっこじゃない？」

「ふ、ふ、ふ、ふ、不純異性交遊!!」

　美紀は舞の体を掴むと、ガクガクと揺さぶった。

「これでも生徒会は静観するべきだって言うの!?　紫し苑おん高校の男女生徒が、よりにもよって下着売り場の試着室へ消えたのよ」

「まあ、あんまり望ましいことじゃあないかもね」

「生徒会長として、不純な異性交遊を見逃すわけにはいかないわ！」

「ちょっと、美紀！」

　美紀は肩をいからせて、フワフワの髪を振りながら下着店へ入っていく。

　下着売り場に入ると、「いらっしゃいませ」と声をかける店員を無視して、まっすぐに試着室へ向かう。

　引ったくるようにガシッと試着室のカーテンを掴む。その時、同じようにカーテンを掴むもう一人の人物がいた。

　その顔を見て、美紀はギョッとする。

（輝夜真ま央お!?）

　鬼のような怒りの形相でそこに立っていたのは、美紀の永遠のライバル、復ふく讐しゆうすべき相手である、輝夜真央だった。

　輝夜も不審そうな顔で美紀を見ていた。

（どうして輝夜真央がこんな所にいて、試着室のカーテンを開けようとしているの!?）

　全く状況が理解できなかったが、今はそれよりもまず試着室の中で行われていることを糾きゆう弾だんすることの方が先決だ。

　その点では輝夜も同じのようだ。頷うなずきあうと、息を合わせて引き千切るようにカーテンを開けた。

　シャ―――とカーテンレールを留め具が走る音。広がる視界。

「にゃっ!?」

　女の子が驚きの声を上げて口をオーの字に開けていた。予想していたような、あられもない姿ということはなく、更衣室に入る前と同じ格好だった。

「おいっ、六りく道どう、なにがあった？　カーテンが開いたような音がしたみたいだが」

　女の子の後ろから慌てた声が上がる。錦にしき織おりだ。

　その姿を見て美み紀きは硬直する。何枚ものブラジャーが目隠しのように顔に巻きつけられ、さらにパンツを何重にも被かぶっていた。絡み合ったブラやパンツを鷲わし掴づかみにして、頭から取り払おうと格闘中だ。

「なっ、なっ、なっ」

　美紀はザクロ色になった顔で、今やパンツマンと化した錦織をワナワナと指差した。その横では、輝夜かぐやが漆黒の髪を逆立てていた。

「不純行為禁止！」

「破は廉れん恥ちカンカン！」

　二つの怒声が更衣室に響き渡った。



    

  
    
      



    

  
    
      


４　錦織の翻意





　錦にしき織おりはまっすぐ前を見つめる。体はビシッと直立不動。その表情は証言台に立つ被告人のように強こわ張ばっていた。

「罰ゲーム？」

　裁判官である松まつ島しま美み紀きは、大きな机に両りよう肘ひじをつき、組んだ手の上に顎あごを載せた格好で聞き返す。横には後ご藤とう舞まいが、美紀を守るボディガードのように寄り添って立っていた。

　静まりかえった休日の生徒会室。時折、窓の外から聞こえる運動部の掛け声だけが、時間が停止していないことを錦織に伝える。

「はい。罰ゲームです」

　グッと生なま唾つばを飲みこむ。心臓がバクバクと高鳴っているのが鼓膜に伝わってきた。

「先ほどのデパートのデートが、みんな罰ゲームだったとあなたは言うの？」

「そうです」

「なんの罰ゲーム？」

「先週あった剣道部内の試合で、僕が誰だれかから有効打だ突とつを取られたら、一日だけ彼女の命令になんでも従うと約束しました。そして、最後の試合でコテを入れられたので」

「どうしてそんな約束を？」

「自信がありましたので」

　錦にしき織おりは平然と言う。剣道の試合であともう一歩でパーフェクトだったのは真実。裏づけをとられても心配ないが――。

（にしても、最悪の人に見つかってしまった）

　錦織は頭を抱えたくなる。

　事前に心配はしていたがよりにもよって生徒会長に六りく道どうとの『デート作戦』を目撃されるとは思わなかった。それも目撃だけで終わらず、ランジェリー売り場の更衣室に入っているところに乗りこまれ、パンツを頭に被かぶっているところを見られてしまったのだ。

　すぐに“〝嘘デート”〟は解散させられ、錦織だけそのまま生徒会室へ連行されたのである。

「じゃあ、デパートでのデートも、し、下着売り場の試着室での破は廉れん恥ちな行いも、みんな六道さんに命じられてやったことだと？」

　美み紀きは胡う散さん臭くさそうに目を細めた。

「本当です。特に最後、僕があんな姿でいたのは、六道さんが無抵抗な僕に次々と下着を装着させていったからです」

「抵抗すればよかったのでは？」

　舞まいが面白そうに口を挟んできた。

「なんでも従う、という約束でしたので」

「そのこと、六道さんに確認しても大丈夫？」

「問題ありません」

　錦織ははっきりと頷うなずく。実際、下着売り場でのことは、それほど事実と違わない。

「だとしても、たとえそうだとしても、錦織くん、あなたに非がないわけではないわ。どういう理由があっても、ああいう不純な行為をするのは許されないんだから！」

　美紀がバンと机を叩たたいて立ち上がる。

「よりにもよって、カップルで下着の試着室に入っていくだなんて。それだけでも紫し苑おん高校の生徒としてあるまじき行為なのに、中であんなことをしているなんて」

「すみません」

「ゴメンで済んだら、紫苑高校に生徒会なんていらないの！」

　美紀は怒りと羞しゆう恥ち心しんで顔を赤くして錦織を指差す。

「まあまあ。落ちついて」

　舞が横から美紀の肩をポンポンと叩いた。

「私たちも、錦織くんが自分からクラスメイトの女の子を更衣室に連れこんで、戯たわむれるような男の子とは思っていないわ。でも、いくら罰ゲームとはいえ、あれは不用意な行為だったのには違いない」

　美み紀きを椅い子すに座らせながら、舞まいは真面目まじめな顔で錦にしき織おりを見る。

「はい、僕も不用意だったと思います」

「ふう」

　また机に両りよう肘ひじをついて、美紀はため息をついた。

「目撃したのが私や舞だったからよかったものの、もし、違う紫し苑おん高校の関係者だったら大変なことになっていたわよ。例えば報道部のメンバーとか」

「はい……」

「あのね。知ってるとは思うけど、来月、生徒会メンバーを決める選挙があるの。私としては新メンバーとしてあなたを生徒会公認の候補として擁立するつもりなのよ」

「！　あ、ありがとうございます」

　よっしゃ、と錦織は心の中でガッツポーズを作る。紫苑高校の歴史の中で、生徒会の公認を受けた候補が落選したことはない。これでまた一歩、野望に近づける――。

「でもね」

　美紀はチラリと錦織を見た。

「でも、もし錦織くんが、普段からクラスメイトの女の子と下着売り場の更衣室に入るような男の子だとしたら、この公認は取り消すわ。理由は言わなくても分かるわね。生徒会長として、伝統と格式ある紫苑高校生徒会に、スキャンダルの火種を持ちこむわけにはいかないの」

「うっ」

　錦織は頬ほおを引きつらせる。

「生徒会と報道部部長を兼任してきた私だからこそ分かる。この手のネタは美お味いしいのよ。入学式の総代で、成績トップの次期生徒会メンバー候補が、クラスメイトの女の子と更衣室でランデブー。鴨かもがネギとコンロを背し負よってやってきたようなものじゃない。最低でも二にヶか月げつはこのネタで引っぱるわ。その間かん、ずっと錦織くんがトップを飾るの」

「ま、まじですか？」

「まじなのよ」

　美紀はまた立ち上がると、窓の方へ歩き出した。ブラインドに指をかけて、外へ目を向ける。

「女の子と交際するなとは言わない。現生徒会のメンバー同士でも交際している人はいる。でも、みんな、それなりに自覚を持っているから行動には注意してるわよ。もし、生徒会のメンバーになりたかったら、もう二度と、今日みたいなことはしないこと。約束してくれるわよね？」

　振り返り、真面目まじめな表情で錦にしき織おりを見つめた。

「分かりました。以後、軽はずみな行為はしないよう注意します」

「よろしい」

　美み紀きは本日、初めての微笑ほほえみを浮かべた。

　花のように綻ほころんだ桃色の唇に、錦織は自分の置かれた状況も忘れて見とれてしまう。生徒会長として職務を全うしている時の姿も凛り々りしいが、時々、油断した時に見せる女の子の顔も可愛かわいい。

「まあ、この件は置いておいて――」

　美紀がスタタタと錦織へ近づいてきた。言いづらそうに口をモゴモゴと動かしながら、上目づかいで錦織を見る。

「今回、試着室へ入っていったのは罰ゲームだったとして、実際、錦織くんが六りく道どうさんと付き合っている、ということはないの？」

「いや、まさか」

　錦織は首を振った。

「じゃあ、六道さん以外の特定の女子と付き合っているということは？」

「いえ、それもありません。というか、幼稚園年長組以来、特定の女子と交際したことすらありません。彼女いない歴十年です」

「そう。じゃあ、錦織くん、今、フリーなんだ」

　ホッとしたように息を吐く。

「そうです。でもなんでですか？　やっぱそういうのも選挙に影響を与えるからとか？」

「えっ？　え―――っと。そうそう。そんなところよ」

　美紀は顔を真っ赤にしながら手をパタパタと振る。

「生徒会は全校生徒に奉仕する存在だもの。特定の異性と付き合うというのはよくないわ」

「ええ、オレもずっとそう思っていました」

「さ、さすが錦織くん。も、物事の道理をよく分かっているわね」

　ぎこちない動作で頷うなずく美紀。その後ろで、額を指で押さえた舞まいが首を横に振っていた。

「あと、もう一つ。もし、知ってたら教えて欲しいんだけど」

　再び、怪け訝げんな表情になる。

「私が試着室のカーテンを開けようとした時、どうして輝夜かぐや真ま央おがあんな所にいたか知ってる？　錦織くんにかまっているうちにいつの間にかいなくなったから、事情聴取できなかったのだけど」

「さあ」

　錦織は美紀から目線を逸そらす。

　下着売り場の試着室の中で、すごい剣けん幕まくでまくし立てる美紀やそれを宥なだめる舞、さらに店員や他ほかの客が集まってきた混乱の中で、輝夜かぐやが米よね倉くらに手を引かれて退散していくのまでは確認していた。

「僕は、あの場に生徒会長と輝夜さんがいたことに、ただ驚くばかりで。ハハハ」

　乾いた笑い声を上げながら、錦にしき織おりは舞まいにこっそり視線を送る。舞は意味深な笑みを浮かべた口に手を当てていた。彼女は錦織と輝夜との関係を知っている。

「まあ、錦織くんが知ってるはずないわよね。彼女にはまた今度、聞いておくことにするわ。もし可能だったらだけど……。じゃあ、錦織くんはこれで帰っていいわ。ゴメンね、固いこと言っちゃったりして」

　美み紀きは、すまなそうに片目を閉じてみせた。錦織は、いえいえと手を振った。

「失礼します」

　錦織は美紀と舞に一礼して、生徒会室を出た。

　扉に背中を預け、お腹なかの底から深い息を吐く。

　やばかった。せっかく生徒会のメンバーになれそうなのに、もう少しで生徒会長の信頼を失いそうだった。なんとか今回は誤ご魔ま化かせたが、次にまた失点したら今度は致命傷になるかもしれない。

（今度から、六りく道どうとつるむ時は注意が必要だな）

　だが、六道の退学の危機はまだ去っていないのだ。試着室の中の惨状を見たあやめは、「フッ」と余裕の笑いを残して帰ってしまったと、米倉から連絡を受けていた。きっと、近いうちに次なる作戦を実行しなくてはいけなくなる。

（どうすっかなあ――）

　錦織は唇をギュッと噛かんだまま歩き出した。



　　　☆



　翌朝、錦織が一年Ａ組の教室へ行くと、西にし村むらが飛んでやってきた。席に着こうとしていた錦織の肩に腕を絡ませる。

「やあやあやあ。おはよう、クラス委員殿」

「おはよう」

　錦織はやや警戒しながら答える。西村がこんな調子の時は、ろくでもないことを言うと決まっている。

「クラス委員殿は昨日、六道とデートだったみたいじゃないか」

「へっ？　なんで？」

　内心ギョッとしたが、空そら惚とぼける。

「昨日、オレがチャリで駅前を走ってたら、二人がデパートの中へ消えていくのが見えた」

「なるほどね」

　錦にしき織おりは口の端で小さく笑う。店内にいるところを見られてなければ、いくらでも言い訳はできる。

「参考書選びを手伝ってくれ、って頼まれたから、あそこの本屋で買ってるのを教えた」

「ふ――ん。そういうのってデートっていうんじゃないのか？」

「学友として助言しただけさ」

　爽さわやかに前髪を掻かき上あげた。

「お前さあ、もうちょっと素直になれよ。本当は六りく道どうが気になんだろ？　前だって六道のママさんに、いいところを見せようとしてたじゃないか。」

　西にし村むらは、以前あやめに吹っ飛ばされて、怪け我がをした額の絆ばん創そう膏こうを指差した。

「何度も言ったけど、あんなことをしたのには深い事情があるんだ。詳しくは言えないけど。協力してもらった西村には、悪かったと思ってる」

「いやいや。オレは、愛あいさまにひ・ざ・ま・く・ら、をしてもらえて幸せだったから、別にいいんだ」

　西村は思い出すように鼻の下を伸ばした。

「まあ、なにせ、オレは錦織は六道とくっつけばいいと思っている。お似合いのカップルの予感がする」

「で、西村は米よね倉くらとくっついちゃうわけか」

「さすがクラス委員殿、いいこと言ってくれるぜ！」

　嬉うれしそうにパンパンと背中を叩たたく。

　西村が去ると、錦織は険しい目つきになり爪つめを噛かんだ。生徒会長に続き、クラスメイトにまで六道との関係を疑われた。このところ、なんとなくそういうことを言われることが多くなったような気がする。冗談で済んでいた頃ころはまだよかったのだが。

（まずいな……）

　特定の女の子とは仲良くせず、不特定多数からチヤホヤされる。幼稚園に通っている時に立てた誓いから外れかけてきているのかもしれない。

「おっはー。今日もいい朝だねえ」

　モンモンと考えているところに、六道が登校してきた。

「おは」

　そっけなく答える。

「うん？　どうしたの、なんかノリ悪くない？」

「そう？　オレはいつもこんな感じだと思うけど？」

「ふ―――みゅ」

　首を傾かしげる六道を横目に、錦織は一時間目の授業の準備を始めた。





「諸君も知っての通り、昨日、ハラグロ・サイクロン両名によって行われた作戦は失敗に終わった」

　放課後、秘密基地では、また輝夜かぐやが周囲に不機嫌オーラを放っていた。いつもの席に椅い子すの背中側を前にして座り、漆黒の細い二本の眉まゆを左右にピンと立てて鈍角な二等辺三角形を形作っている。

「失敗の原因は、二人が作戦の趣旨を忘れて軽薄な行動に出たためだ」

「二人、じゃなくて、六りく道どうがだけどな」

　錦にしき織おりはボソリと聞こえないような声で呟つぶやいた。六道が控えめに手を挙げる。

「あのお、それには異議があるんですが」

「ほう。サイクロン、言ってみろ」

「あいふぉんによると、ママンはもうちょっとで落ちそうだったらしいのです。恋人でもないのに、下着店の試着室に二人で入るわけないって。閣下がカーテンを開けちゃったりしたから、着せ替えっこしてないことがバレちゃったけど……」

「つまり失敗は私のせいだと？　クワッ！」

　輝夜がギロリと目を剥むく。

「まあまあ。閣下が開けなくても生徒会長が開けていましたから、結局、同じことになっていたとは思いますよ」

　米よね倉くらがフォローを入れる。

「ですが、私もできればあんなに極端なデートの例に走らず、もうちょっとスタンダードなデートをしてくれればよかったのに、とは思いました。小学生のような初々しいデートが目標だったはずですから。下着売り場の更衣室に行くのは、さすがにやりすぎです」

　少し残念そうな口調だ。

「みゅう。ごめんなさい」

　親友にたしなめられ、六道も反省したように下を向いてしまう。

「いや、だが、済んだことはもう仕方がない」

　輝夜が若干、機嫌を回復したように、その目つきが穏やかになった。

「試着室で戯たわむれていたことも、本当に下着の着せ替えっこなどという破は廉れん恥ちな行為をしていたら今度こそ厳罰に処していたが、あの程度なら大目に見てもいい。ハラグロがパンツやブラジャーを頭に被かぶっていることなど、そう珍しいことではないからな」

「ええ。それよりも、次の作戦をどうするかです」

「だよねえ」

　輝夜、米倉、六道が順々に腕を組んでいく。錦織も同じように腕を組もうとしたが、ハッと気がついたように顔を上げた。

「今、普通に流しそうになったけど、オレ、普段、パンツやブラジャーを頭に被かぶったりしてないよな？」

「次が最後のチャンスになる可能性だってある。もう失敗は許されない。短期間で効果的な作戦案が必要だ」

「どんだけ華麗なスルーだよ！」

「ですが効果的な作戦案どころか、普通のアイディアですら、そろそろ出尽くした感があります」

　米よね倉くらが焦りの表情で唇を噛かむ。

「一つだけあることはあるんだが」

　輝夜かぐやがもったいぶった様子で言った。

「なになに？」

「聞かせてください」

「ここに二人の男女がいたとする」

　輝夜は言いながら、足元の紙袋の中からフリップボードを取り出した。フリップには、小学生の描かくような絵で、男の子と女の子が並んで描かれていた。

「男の子は羊飼い、女の子は貴族の娘。住む世界の違う二人だったが愛し合っていた」

　よく見ると、確かに女の子の頭上には王冠が描いてあって、男の子の手には杖つえ、足元には毛むくじゃらの謎なぞの生命体が闊かつ歩ぽしていた。どうやら羊のつもりらしい。

「時代設定、いつだよ!!」

「二人は結婚を誓ったが、娘の親は当然、反対する。それでも結ばれたいと思った時、二人はどうするか？」

　米倉が「アッ」と声を上げた。

「駆け落ち！」

「そうだ」

　輝夜は二枚目のフリップを取り出す。手を繋つないだ二人が草原を駆け抜けていた。

「駆け落ちまでしたとなると、サイクロンの母親も『そこまで思いつめていたのか』と考えを改めるのではないか？」

「そうですね。いけるかもしれません」

「さすが閣下！」

「フッ」

　輝夜は得意そうに前髪を掻かき上あげた。

「駆け落ちといっても、あまり大ごとになって警けい察さつ沙ざ汰たになったら大変ですから。巧うまく煽あおりつつ、かなめのお母様から譲歩を引き出すことが重要ですね」

「つまり“〝なんちゃって駆け落ち”〟だね。六りく道どう、一生に一度でいいから、駆け落ちしたいと思ってたんだよ」

　六道が興奮したように両手でグーを作っていた。

「問題は、どこへ駆け落ちするかだが。いくらなんちゃって、でも一泊ぐらいしないと格好がつかないからな」

「それなら私の家がよろしいかと。離れですから、両親にバレずに二人を匿かくまうことができると思います」

「賛成。あいふぉんの所なら、二泊だって三泊だってできるよ。じゃあ、いつから始めようか？　なんちゃって駆け落ち」

「できれば早い方がいいと思いますが」

「じゃあ、今日とか明日とか？」

　六道がキャンプにでも行くかのように、ワクワクした声を出す。が、すぐにハッとなって、錦にしき織おりの表情をうかがった。

「と、勝手に盛り上がっているわけですが、その、錦織くんは駆け落ち作戦に賛成かな？　六道と一緒に、駆け落ちしてくれる？」

　六道と一緒に輝夜かぐやと米よね倉くらも錦織へ目を向ける。

「あのな」

　錦織はポリポリとコメカミを指で掻かく。

「賛成なわけがないだろっ」

　その瞬間、輝夜がヤレヤレと手のひらを天井に向けて首を振った。米倉もハアとため息をつく。

「ちょっ、なんでみんな揃そろって残念そうな顔をすんだよ。いやっ、だってさ、駆け落ちだぜ、駆け落ち。そんなホイホイできるかよ」

　錦織はいじけたようにプイッと横を向く。

「なぜだ？」

「一日、帰れない程度ならまだいいぜ？　だがそれが二日、三日となったらもう駄目だ。警けい察さつ沙ざ汰たは避けられない。すぐに大ごとになるぞ」

「そこは大ごとになる前に、なんとかかなめのお母様に譲歩してもらえるように、私が交渉いたします」

「いや、でもさ。どうやっても何日間か学校を休むことになんだろ？　警察沙汰にはならなくても、六道ママさんや、うちの親が学校に来てたりしたら絶対に噂うわさが立つぜ。オレと六道が駆け落ちしたて」

「それはそうかもしれないが、そんなに問題か？」

「オレにとっては大問題なの！　それに、オレ、今日、生徒会長から派手な行動を慎めって言われたんだよ。もし、このタイミングで六りく道どうと駆け落ちなんてしたら、オレ、生徒会に入ることはできなくなる。それだけはなんとしても避けたいんだよ。あと、無遅刻無欠席の記録だって途切れてしまうし」

「生徒会……。無遅刻無断欠席……」

　米よね倉くらが唇を尖とがらせる。

「そっかー。うん、そうだよね。錦にしき織おりくん的には、六道と駆け落ちなんて、リスク高いもんね」

　六道は唇を噛かんで寂しそうな顔を見せた。

「ハラグロ」

　輝夜かぐやが静かに言う。

「なに？」

「ハラグロがハラグロなのは知っていたが、今の発言はいつにも増してハラグロだな」

「そうか？　そんなことないだろ？」

「……」

「……」

「いや、ちょっと！　なんでよってたかってオレを破滅に追いこもうとするわけ？　いや、オレだって六道が学校に残って欲しいとは思っているって。だから、今まで色々と協力してきたし、これからもできることなら何だってする。でも、駆け落ちだけはちょっと勘弁。絶対に無理だ！」

　錦織はブンブンと首を振る。

「ハラグロ～」

「錦織くん」

　苦々しい顔をする輝夜と、失望した様子の米倉。

「うん、でも仕方ないよ。錦織くんが反対ならこの作戦は無理だよ。他ほかの作戦を考えよう！」

　六道だけが頷うなずいている。無理して前向きに振舞っている感じだ。

「いや、サイクロン。諦あきらめるのはまだ早い。二人とも、ちょっとこちらに来い」

　輝夜が六道と米倉を手招きすると、三人で円陣を組んでヒソヒソ話を始める。

　錦織が眉まゆを顰ひそめた目で見守っていると、「こうなっては仕方がない」とか「この際、もう場所はどこでもいい」とか、と不穏な会話の断片が聞こえてきた。錦織は背筋がゾワゾワッとして、身の危険を感じる。

「あ、オレ、ちょっとトイレ行ってくるわ」

　わざとらしく声を上げて立ち上がる。

　その時、女の子たちの六個の目に、狩りをする猛もう禽きん類るいのごとき鋭い光が宿った。

「両りよう脇わきを押さえろ！」

　輝夜かぐやの命令で、六りく道どうと米よね倉くらが動いた。出口に向かおうとしていた錦にしき織おりを左右から回りこんでブロック。両りよう脇わきから錦織の腕を拘束した。

　米倉に掴つかまれた側の腕が、豊かな胸の側面に圧迫される。弾力性のある至福の感触で、腕に力が入らなくなる。一方、六道に掴まれた方の腕は頑丈な鉄板でも押しつけられたかのようで、それはそれで萎なえてしまった。左右の腕の間に広がる胸の格差社会攻撃により、錦織は動きを完全に封じられた。

「お、お前らなにをするつもりだ！」

　大声を上げる錦織へ向かって、輝夜がゆっくりと接近する。両手にはしっかりとお馴な染じみとなった指し棒が握られている。

　錦織は顔を真っ青にする。

「お、おい、待ってくれよ。もうちょっと。話し合おうよ」

「問答無用！」

　言い放つと、指し棒で錦織の頬ほおをペチペチ攻撃し始めた。

「この甲か斐い性しよう無し！」

「私、見損ないました」

「ゴメンね。錦織くん」

　ペチペチに加え、輝夜、米倉からの口こう撃げきに錦織の心はたちまち折れた。咳せきこみながら、胸を押さえて床に崩れ落ちる。



    

  
    
      



    

  
    
      「ちょっ、お前ら。よってたかって、リンチ、ゲハッゲハゲハ」

「サイクロン、ロープを持ってきてくれ！　長くて丈夫なやつを頼む」

　遠のく意識。輝夜かぐやがそんなことを言う声が微かすかに聞こえた。

「イエッサー！」

「――ロープって。一体、なに、する、気だよ」

　寝言のように呟つぶやきながら、錦にしき織おりの世界は暗転した。



　　　☆



　ギシギシギシ――。

　締め付けられるような四肢の痛みで錦織は覚かく醒せいする。徐々に鮮明になっていく視覚。固めて置かれた机とパイプ椅い子す、地球儀。コンクリート打ちっぱなしの壁。意識を失う前と同じ、ここは秘密基地だ。

　机の上のペンギンの形をした置時計の針が、十九時過ぎを指している。二時間以上、気を失っていたらしい。

　錦織は体を動かそうとするが動かない。首を動かして、自分の体を見る。椅子に座らされたまま、繋つなぎ合わせた縄跳びの縄でグルグル巻きに捕ほ縛ばくされていた。それでようやく、体が痛む原因が分かった。

「うん、駆け落ちだよ。駆け落ち――」

　六りく道どうの声が聞こえた。入口の扉に背中を預けて、携帯電話に向かって叫んでいた。ほんのりと顔が赤い。気が高ぶっているようだ。

「うん、そだよ。錦織くんとだよ――。だって、ママ、六道の気持ちを聞いてくれないんだもん！　とにかく、もう神社には戻らないから！」

　ピッと。六道が携帯電話の電源を落とす。俯うつむいたままため息をつく。小さな後悔と覚悟の表情が顔面に広がっていく。

「おいっ」

　いつまでもハブにされそうだったので、錦織は声をかけた。六道は「わあっ」と声を上げて、小さくジャンプした。

「なんだ。錦織くん、意識戻ってたの!?」

「戻ってたの？　じゃねえよ。人が気を失ってる間に、こんなグルグル巻きにしやがって」

「そんなに怒鳴らなくても。不自由させてご・め・ん・ね」

　六道は錦織の近くまで来ると、ウインクして拝むように手を立てる。

「おまっ、ちっとも謝ってる顔に見えないぞ」

　錦にしき織おりは言いながら拘束された両手を動かそうとする。だが、ビクとも動かない。

「うわ、これすげえ、強く結んでるな」

「海賊が縛り上げる時に使うプロ仕様って閣下は言ってた」

「道理で。ってかなんで、あいつはそんな縛り方を知ってんだよ」

　錦織は唯一動かすことのできる首を動かして天井を見上げた。

「どうするつもりなんだよ？　駆け落ちとか言っていたが。まさか、ここにしばらくオレを匿かくまって、駆け落ち、とか言うつもりか？」

「うん。そうするつもりだよ」

「まじかよ。それじゃあ駆け落ちじゃなくて単なる監禁じゃんよ！　いくらなんでも極悪すぎるんじゃないか？」

　結構、マジで六りく道どうを睨にらんだ。

　――と、

「ゴメン」

　六道はションボリと頭を下げた。

「錦織くんに酷ひどいことしているって分かってる」

「…………」

「でも六道、どうしても学校、辞めたくないの。だから今回は許してください。ゴメンなさい」

　真剣な目つきで錦織を見据えながらキュッと唇を結ぶ。

「うっ」

　こんな風に謝られると、奮い立った怒りも冷めてしまう。さっきの電話の後、しんどそうな顔をしていた六道の顔が脳裏に浮かぶ。それなりに覚悟を決めての行動なのだろう。

「もし最悪、退学とかになったら、責任とってくれるんだろうな？」

「その時はどんなことをしてでも、六道が責任をもって、錦織くんをお婿さんに貰もらいます」

「いやそれはいい」

　錦織はやれやれと首を振った。

「言っておくけど、なんと言われようとオレは納得できない。オレの意志を完全に無視して、監禁するなんてな」

「……」

「でも、六道の気持ちは分からんでもない。オレが栄光ロードを進みたいように、六道はどうしても学校に残りたいってことだろ。そのために全力を尽くすのは理解できる。たまたま今回は、オレの利害と一致していなかっただけで。そういうことでいいや」

「錦織くん……」

　六道は感激したように目をパチパチとしばたたかせる。愛いとおしげに瞳ひとみを細めた。

「やばいかも」

「どした？」

「たった今、錦にしき織おりくんをハグしたい指数が百十パーセントに跳ね上がった」

「精神力で自重しろ」

「なにその言い方」

　アハハと笑う。

「でも、ありがとね。これで心置きなく駆け落ちできるよ」

「心置きなく監禁できる、の間違いだろ。ったく。それで、オレん家ちにはなんて連絡したんだ？」

「あいふぉんが、錦織くんの携帯電話のメールで外泊するってことだけ伝えた」

「それが通用するのは初日だけだぞ。大ごとにならないことだけを祈るよ」

　諦あきらめにも似た気持ちが、胸の中に広がって行く。もうこれで生徒会はおろか優等生として生きていくのも無理になるかもしれないのだ。

「ねえ、錦織くん」

　六りく道どうがグイッと顔を近づけた。

「な、なに？」

　トロンとした六道の目つきに、錦織はドキッとする。知り合って以来、六道がこれほど可愛かわいく見えたことはなかった。

「自重無理かも。やっぱりハグしてもいい？」

「無理宣言早いよ。それにハグなら寸止めキスの時もしたじゃん」

「今なら気持ちの篭こもったハグと、寸止め無しのチューをしちゃいそうです」

「いや、寸止無しって、おまっ」

　六道が体を錦織の方へ乗り出そうとする。

　柔らかそうな唇が近づいてくる。

　その時。

「買い出し部隊、帰還です」

　隣の生物資料室から米よね倉くらの声が聞こえてきた。

「あら」

　秘密基地に入った米倉は慌てて錦織から離れた六道を見て、首を傾かしげながらコンビニのビニール袋を机に置いた。

（ふう）

　錦織は心の中で安あん堵どのため息をつく。何事もなかったかのようにビニール袋の中身を物色する六道に目をやる。ホッとしたような、でもちょっと惜しかったような気持ちになっていた。

「お前たちは長なが丁ちよう場ばになるかもしれない。しっかりエネルギーを補給して備えるがいい」

　米よね倉くらの後ろから輝夜かぐやも現れる。抱えたファストフードチェーンの大きな紙袋から、ハンバーガーを次々と机の上に並べていく。ポテトやホットドッグといったサイドメニューは一切なく、全すべて照り焼きバーガーという潔いさぎよいチョイスだ。

　輝夜はさっさと自席につくと、至福の表情を浮かべながらハンバーガーを食べ始めた。米倉もコンビニで買ってきた紙コップを並べて、ペットボトルのお茶をついでいく。

「エネルギー補給はいいんだが、オレはどうすればいいんだ？　オレだけ飯抜きか？」

　錦にしき織おりは腕を拘束されていることを強調するように、椅い子すをガタガタと動かした。

「大丈夫。その辺はちゃんと考えてあるよ」

　六りく道どうが椅子に座ったまま錦織の横へ移動する。米倉がコンビニから買ってきたプラスチック製のナイフで、包み紙から出した照り焼きハンバーガーを切り始める。

　錦織は心配そうな表情をする。

「まさかお前がオレに食べさせてくれるんじゃなかろうな？」

「そだよ」

　六道は、切断面が汚く潰つぶれたハンバーガーの切れ端を持って、錦織の口へと運んでいこうとする。

「はい。大きく口を開けてください。あ―――ん」

　錦織は下唇を噛かみしめるように口を閉じた。

「オレ、いらんわ」

「どして？　お腹なか空いてないの？」

「もちろん空いているともさ。だが、考えてもみてほしい。人から食べ物を食べさせられるなんて、そんな屈辱にオレの体が耐えられるはずがない。それも六道にだ」

「なんて言い草。駆け落ちの相手に言う台詞せりふとはとても思えない」

「それ以前に、駆け落ち相手を縄跳びで縛りつけてるのが異常なんだよ！」

「でも、今、食べておかないと、夜、お腹が空くよ」

「そうだじょお（モゴモゴ）。エネルギーほぎゅう（もごもご）、しておけ」

　既に五個目のハンバーガーに手をつけていた輝夜かぐやも頷うなずいていた。

「どうしても食べないっていうなら、強制的に口に入れます」

　六道が残念そうに首を振る。

「強制的って何するつもりだよ。あ――、分かったよ。食うよ。食うから、あんまメチャなことはするなよ」

「よかったあ。じゃあアーンして」

　六道はアーンと言いながら、自分も口を開けていた。錦織は渋々、小さく口を開ける。

「そんなんじゃ入んないよお。はい、もっとア―――――――――――――――――ン」

「……」

　錦にしき織おりは開けた口を大きく広げる。

「はーい、そのままそのまま」

　六りく道どうは摘つまんだハンバーガーの切れ端を錦織の口の中へ持っていく。

「はい、閉じて」

　言われた通りに口を閉じる。六道が顔をピカピカと輝かせた。

「あいふぉん、錦織くんが可愛かわいいよ！　赤ちゃんみたい。指、ねぶられた！」

「ぐっ」

　耐え難い屈辱感に、錦織は胸が苦しくなる。咀そ嚼しやくしたハンバーガーが喉のどに詰まり、呼吸困難に陥った。

「ぐほぐほ――。ゲハッ、ゲハッ」

「大変！　飲み物、飲み物！」

　六道が紙コップを運んでくる。イヤイヤをする錦織の口にコップを押しつけて、無理やり中のお茶を注ぎこもうとする。

「ゲホッ、ゲホッ――。おまっ、止やめ――」

　錦織はブンブン顔を振って、コップを遠ざける。ほんのちょっと口の中に浸入したお茶が、鼻から出てきそうになった。

　咽むせながら、なんとか気管に詰まりそうだったハンバーガーを食道に追いやり、気道を確保する。

「殺す気か！」

「もう、大丈夫？　第二弾いっとく？」

「大丈夫じゃねえよ。いかねえよ。もう食べないからな」

「そう言わんと食べてーや」

「どこの方言だよ！」

　錦織が六道に鼻を摘まれ、無理やり口を開けさせられそうになっていると、

「食事の途中ではあるが、この時間を使って今後のことを確認したいと思う」

　輝夜かぐやがハンバーガーを手にしたまま、秘密基地を見回した。

「ハラグロの非協力的な姿勢のため、なし崩し的に“〝駆け落ち作戦”〟は始まってしまったわけだが」

「オレのせいかよ」

「だが、それでも一度、始まったからには確実に成功させる。なんとしてでもサイクロンの母親から譲歩を引き出す」

　グッと拳こぶしを握りしめる。そして、もう一方の手で掴つかんだハンバーガーに、ハムとかぶりつく。

「理想は、慌てたおばさまがすぐに、婚約は諦あきらめたから帰ってきてと電話してきてくださることですが――」

　コンビニから買ってきたプリンを食べながら米よね倉くらは言う。

「そんな簡単に諦めるような方ではありませんね」

「私もそう思う。少なくとも二、三日は根こん競くらべになるかもしれないな」

「ちょっと待てよ。二、三日って、その間、ずっとオレはこのかび臭い部屋に、椅い子すに括くくりつけられたまま監禁されていないといけないのか？」

「そういうことになる」

「風ふ呂ろとかどうすんだよ！」

「希望するのなら私が体を洗ってやる。放水で」

「どこの凶悪犯用刑務所だよ！」

「二、三日というのは最悪の場合です。私と閣下はこの後、六りく道どう神社に行っておばさまと交渉します。明日までになんとか妥協点を見つけるつもりです」

「本当にそんなに巧うまくいくのか？」

「頑張ります」

　米よね倉くらは決意の篭こもった目で頷うなずく。

「そんなわけですから、おばさまには“〝駆け落ち”〟を伝えているので、ある意味、心配はしないと思うのですが、問題は錦にしき織おりくんのご家族です。何日も家に戻らなかったら、いくら、メールを送っていても心配されるでしょう」

「うむ。さすがに不審に思うだろうな」

「そうだね」

　女の子たちがこぞって錦織を見た。

「あのな」

　錦織はボソリと喋しやべった。

「オレは今までずっと品行方正で生きてきたから、家族からの信頼は厚いんだ。だから電話しておけば、二、三日家に帰らなくても心配したりしねーよ。学校にも病欠って連絡するよう、言い含めることだってできる」

「ってことは、家に電話してくれるってこと？　作戦に協力してくれるってこと？」

「……」

　錦織は無言で顔を横に向ける。

「今、六道の錦織くんをハグしたい指数が百五十パーセントに跳ね上がりましたが、閣下の目の前なので自重いたします」

　六道が感激したように顔をプルプルと震わせていた。

「勘違いすんなよ。オレは決してこの作戦に賛成なわけじゃない。ただ、親が心配して警察に行ったりして大ごとになりそうだから、それよりはましってだけだ」

　六りく道どうと米よね倉くらが顔を見合わせた。

「錦にしき織おりくん。い、今の台詞せりふは」

「明らかなツンデレでしたね」

「ちげえよ。なんでもそういうのに結びつけようとすんなよ」

　錦織はムスッと口を尖とがらせながら、「今のもそれっぽかったな」と思う。



　　　☆



「では、我々はこれより六道神社に向かう。交渉が巧うまくいってもいかなくても、その後は各自、帰宅するつもりだ。明日の朝、顔を見せるから、それまで達者で過ごすように」

　食事が終わると、輝夜かぐやと米倉が立ち上がった。

「私は過去に何度かここに泊まったことがあるから分かるが、時々、警備員が見回ることがあるのでトイレに行く時などは注意しろ。あと、それから」

　輝夜は眉まゆをピクンピクンと動かして、錦織と六道を軽く睨にらむ。

「密室に二人っきりだからといって、破は廉れん恥ちに走らないことだ」

「この簀す巻まきのような状態で、どうやって破廉恥に走るんだよ」

「どうかな。お前たちは放っておくと、すぐに破廉恥行為に及ぶからな」

「人をサカリのついた猫のように言うな」

　輝夜はさらに何か錦織に言いたげな顔をしていたが、米倉に「交渉の時間がなくなります」と促されると、後ろ髪を引かれるように何度も振り返りながら出て行った。

　静かになった秘密基地。突然、パイプ椅い子すに逆向きに座った六道が、「うふっ」と笑った。

「急に笑うな。気持ち悪い」

「そう言えば、この場所で錦織くんと二人っきりって久しぶりだなって思って」

「久しぶりっていうか、初めてじゃないか？」

「そんなことないよ。六道が閣下の仲間になってすぐの頃ころはよくあったじゃん」

「そういえばそんな時もあったか」

「だよ」

　六道はちょっと懐かしむように目を細めた。

「それよりさ」

　錦織はモゴモゴと動かした。

「さっきのアレだけどさ」

「アレ？？」

「いや、だから、ハグとさ――」

「あっ！」

　思い出したように、六りく道どうは照れ臭そうな顔をした。

「あっ、て忘れていたのかよ」

「うん」

「うん、って。お前の記憶力は鶏とり並みか」

　錦織は呆あきれたように首を振る。

「まあ、いいけどさ。あの時ってわりとマジだったりする？」

「うん、真剣だったよ。でも、今はだいぶ落ちついてきた」

「さよか。熱しやすく冷めやすいヤツだな」

「うん」

「……」

「……」

　無言で見つめあう。

「あのね。錦にしき織おりくん」

「おう」

　六道が少し潤ませた目で錦織を見る。何か言いたげに、口を微かすかに開け閉めしていたが、やがて、諦あきらめたようにため息をついた。

「錦織くん。明日までどうやって時間を潰つぶそうか？」

「時間潰すって、寝ないのか？」

「布団も枕もないし。それに、なんか興奮しちゃって、今晩は眠れそうにないかも」

「オレはこの格好で今すぐにでも眠れそうだけどな」

　錦織は目を瞑つぶって、カクンと首を垂らした。

「ちょっと！　まだ早いよ！　女の子を一人にして寝るな！」

　立ち上がって錦織に近づくと、顔を持って揺らし始める。

「わ――った。わ――ったから、シェイクすんな！　脳みそが液状化する！」

「あっ」

　六道は何かに気がついたように目を大きく開くと、錦織を凝視した。

「な、なんだよ？」

「六道、楽しい遊びを考えつきました」

「嫌な予感」

「ウフッ、フフフフ」

　六道は錦織から離れると、自分の鞄かばんから小さなポーチを持ってきた。

「前から思ってたんだけど、錦織くんって男の子の癖に線が細くて、可愛かわいい系の顔をしてるよね。髭ひげも生えてないし」

「爽さわやかなフェイスと言ってくれよ」

「磨けば光ると思うんだ」

「歯なら毎日六回、食事前後に一回ずつ磨いているが」

「そうじゃなくて」

　ポーチのファスナーを開けた。

「ジャン」

　中から出てきたのは化粧セットだった。

「六りく道どう、いっちょ前に化粧なんてしていたのか？」

「多少はするよ。じょしこーせーだもん」

　机の上にファンデやメイクブラシや口紅を並べていく。六道が何をしようとしているか分かってきて、錦にしき織おりは顔を引きつらせた。

「お前、まさか――」

「はい、そのまさかです。これより、『美しすぎる錦織くんコンテスト』を開始します」

「コンテストじゃないだろ！　オレに化粧を施して、笑いものにするだけだろ！」

「そんなことないよ。真剣にやるよ！」

「なおいっそう悪い！」

「大丈夫。六道が錦織くんに違う世界を見させてあげる」

「見たくないよ、そんな世界！」

　六道は錦織の目の前にチョコンと座ると、ファンデーションの下地用クリームを指にたっぷりつけた。

「ジ―――――」

　至近距離で錦織の顔を観察しながら、六道はクリームを頬ほおに塗りたくり始める。錦織は手足が不自由なので抵抗することもできず、頬に保湿成分が添加されるがままに任せた。

「本当に大丈夫なのか？　後で取り返しのつかない状況になったりしないよな？」

「大丈夫。六道に全部任しちゃってよ」

「その言葉に何度泣かされたことか」

「もう。口が動いていたら、巧うまく化粧できないじゃん。ちょっと黙っていてください」

「勝手に始めといてなんて言い草だ」

　ブツブツ言いつつも錦織は口を閉じる。既に諦あきらめの境地に達していた。

　三十分ほどの時間が経過する――。

「こ、これは！」

　急に六道が立ち上がった。一歩下がってこみ上げる笑いを抑えるように口を押さえる。プルプルと震える顔。目には涙が浮かんでいた。

「どんなんだ？　巧くいったのか？　オレにも見せろよ」

「う、うん」

　錦にしき織おりは六りく道どうのコンパクトで自分の顔を確認する。

「うおっ」

　鏡に知らない短髪の女の子が映っていた。

「う、う、う、美しいじゃねえか！」

　贔ひい屓き目め無しで、クラスにいたら人気者になれそうな気がした。

「でしょでしょ？　六道、思わずジェラシー感じたくらいだよ」

　などと言いつつ、六道はプスプスと笑っていた。

「ここまでやったら、とことんまでいくしかないね」

「とことんまで？」

「ちょっと待っててね」

　六道は通学鞄かばんを持って秘密基地を出ていくと、すぐに体操服姿で帰ってきた。その手には制服のブラウスを持っていた。

　六道は錦織の背後に回り、ブラウスを錦織の頭から被かぶせる。

「お、おい。破れんぞ！」

「腕は通さないから大丈夫」

　ブラウスから錦織の顔が出ると、今度はその髪にリボンを結び始めた。

「完かん璧ぺき！」

　感激したように両手を合わせる。

　錦織もコンパクトに映った自分の姿を見る。錦織のデータベースにも存在しない、紫し苑おん高校の美人生徒がそこにいた。

「さすがオレ。まさか女装しても完璧とは」

　錦織はため息をついて見とれる。

「錦織くん、それじゃあ、ナルちゃんみたいだよ。写真撮ってもいい？」

「いいけど、誰だれにも見せんなよ」

「うん。あいふぉんと閣下にソッコーで送るよ」

「ちょっ」

　六道は錦織に顔を近づけてピースを作った。伸ばした手に持つ携帯電話を自分に向けて、手際よくカシャリと撮影する。

「どうよ」

　六道はプスプス笑いながら写真の写ったディスプレイを錦織に見せる。

　そこには慌てた様子の錦織と、底抜けに明るい笑みを浮かべた六道が、大親友の女の子同士のような感じで写っていた。





「あ――、さっぱりした」

　真っ暗な校舎の廊下を錦にしき織おりと六りく道どうは歩いていた。

　錦織は体に巻かれた縄跳びはそのままで、両腕だけ解放されていた。体に巻きついた縄跳びの端を六道に握られて、岡おかっ引ぴきに護送される江戸時代の悪人のような様子だ。

「トイレまで我慢しろって言われたらどうしようかと思ってたんだ」

「六道、そこまで鬼じゃないよ。それよりどうしてせっかくのお化粧落としたの？　あんなに綺き麗れいだったのに」

「ああいうのは時々するからいいんだよ。ずっとしてたら白けるだけだろ？」

　錦織は肩をすくめる。被かぶっていたブラウスも六道に戻っていた。

「にしても静かだな」

　非常灯の緑の明かりだけが瞬またたく校舎内を歩いていく。

「静かだねえ」

　廊下の窓から、左の端がちょっとだけ欠けた月が見える。

「前にも夜の学校に侵入したことあったけど、こんなに時間、遅くはなかったよな」

　そんなことを話していると、六道の携帯電話がバイブレーションした。

「閣下からだ。女の子の錦織くんの感想、書いてあるかな？」



    

  
    
      



    

  
    
      　嬉うれしそうに電話を覗のぞきこむ。すぐに、しおしおと、しょげかえる。

「どうした？　悪いニュースか？」

「うちのママ、神社にいないって。だから交渉できなかったって」

「まじか。ってか、ママさんこんな時間にどこ行ったんだ？　まさか警察か？」

「いくらなんでも、まだそこまでしないと思うけど――」

　六りく道どうは顔を曇らせる。

「電話してこようともしないのも妙だが」

　錦にしき織おりは腕を組んだ。確かにあの高スペックな六道の母親が、すぐに警察に助けを求めるとは思えない気がする。誰だれかに頼る前に自分で解決しようとするタイプだ。

「まさかな」

　その時――、

　廊下の後方で、足音と人の話し声が聞こえた。それも複数の。

（誰か来るよ。隠れなきゃ）

（隠れるってどこに？）

　秘密基地にはまだ距離がある。しかし近くに、身を潜められるような場所は――。

　近くに掃除道具を入れるロッカーが三つ並んでいた。六道は速やかに接近して静かに扉を開く。バケツやらモップやらが押しこまれているのでほとんど空いたスペースがなかったが、六道は躊躇ためらう間もなく中に入った。錦織においでおいでをする。

　逡しゆん巡じゆんの末、錦織もロッカーの中に入った。見つけてもらって“〝駆け落ち作戦”〟を終わらせるのもありだったが、それはそれで事情を説明するのが難しそうだからだ。

「せ、せまっ」

　扉を閉めながら、錦織は思わず率直な感想を漏らす。ただでさえスペースがない所に、二人が入ったのだ。胸とか脚がギュウと密着。六道のあまり高くない鼻が、錦織の首筋に押し付けられているほどだ。

（あのお。なんだか“〝合体”〟な感じなんですけど）

（大丈夫だ。六道とどんだけ合体しても、オレは、以下略）

（以下略って言うなあ、以下略って！）

　ロッカーの中でコソコソと囁ささやきあう。

　廊下に響く足音がロッカーに接近してくるに連れて、話し声も鮮明に聞こえてきた。

「ごめんなさいね、美み紀きさん。私のわがままを聞いてくれて」

「いえ。緊急事態ですから仕方がないですわ」

（げえ――）

　錦織は頬ほおを引きつらせた。間違いない。今の声は生徒会長の松まつ島しま美紀と六道の母親、六道あやめのものだ。

（お前のママさん、生徒会長とも付き合いあんの？）

（六りく道どう神社は街の財界人との繋つながりが強いんだよ。生徒会長のお爺じいちゃんも、よく寄付してくれてるから、その関係かな？）

（そういうことはもっと早くに言ってくれ　いや、ってか、なんで、六道のママさんはピンポイントで学校に来たんだ？　ソッコーでオレたちがここにいることがバレたのか？）

（そんなの分かんないよお）

（とにかく、最悪すぎる）

　錦にしき織おりは舌打ちをする。

「私は未いまだにちょっと信じられないですけど」

　再び美み紀きの声。

「錦織くんと六道さんが“〝駆け落ち”〟なんて、確かなんですか？」

「ええ、かなめははっきりと私にそう言いました。錦織くんと駆け落ちするって」

「ちなみに六道さんには駆け落ちしなきゃいけないような理由があるんですか？」

　今度は生徒会書記である舞まいの声が聞こえる。どうやら廊下を歩いているのは、美紀、舞、あやめの三人組のようだ。

　舞らしい鋭い質問に、あやめは「ええまあ」と誤ご魔ま化かしていた。

「それに、駆け落ちと言って学校に隠れているのも不思議ですね。かなめさんがこの学校内にいるというのは間違いないですか？」

　再び舞の質問。

「少なくとも、かなめの携帯電話からその連絡があったのがこの学校の近くだったことは確実です。携帯電話会社に調べていただきました」

「でも、だからってまだ学校にいるとは限らないのでは？」

「ええ。それはそうなんですが、私はなんとなく、まだかなめが学校に残っているような気がするんですよ」

　あやめたちが教室の扉を開けていく音が聞こえる。一室一室、六道たちが隠れていないか調べていっているようだ。

（どうしよう？）

（どうしようって言われてもな）

　錦織としても考えどころである。あやめたちがロッカーの中まで調べるとは思えない。隠れていればやり過ごせる。問題はそれが錦織にとって理想的であるか、だ。

「六道さんはなんだか錦織くんのことを、気にいっているみたいですから。昨日も、罰ゲームとかいって、デパートで錦織くんを連れまわしていたし。今度もその続きだったりしないでしょうか？」

「私もそう思うなあ」

　ロッカーの横を通り過ぎていく美み紀きと舞まいの会話に、錦にしき織おりは息を飲む。

　二人共、まだ錦織と六りく道どうの駆け落ちを信じていない様子だ。今ならまだ、言い逃れすることは可能――。

　錦織は顔を下へ向けて、不安げな表情でロッカーの外へ目を向けてる六道の“〝手”〟を注視する。予想通り縄跳びの端を離している。今なら逃げられる。

　しかし。

　六道の顔を見ていると、気持ちが揺れる。ここで錦織が裏切れば“〝駆け落ち作戦”〟は失敗に終わる。下手をすると、次の作戦の機会はないかもしれない。

　そうなれば六道は婚約。学校を辞めることになる――。

　それで本当によいのか？

　自分の野望と六道のことを考える気持ちの間で、板挟みになる。

「でも、もし」

　美紀の押し殺したような声が聞こえる。

「もし、駆け落ちが本当だとしたら、生徒会として錦織くんを推薦することは、もう無理ね」

「!!」

　電流が体の中を走りぬけたような気がした。

　推薦は無理。生徒会に入れなくなる。野望が潰ついえる。

　駄目だ。それだけは。

　錦織は自分の視界から六道の不安そうな表情を消した。

　――そもそも、オレはこの作戦に反対だった。無理やり縄跳びのロープで捕らえられて、しぶしぶ監禁されただけの話だ。今はその状況から脱出するチャンスだ。

　状況の一断面だけを見ることで、決断を促そうとする。

（六道――）

　錦織は囁ささやいた

（？）

（わりい。やっぱ、オレ、駆け落ちできないわ）

　一瞬、キョトンとした後、ハッとして縄跳びを掴つかもうとする六道。

　だが、それよりも先に錦織は静かに扉を開き廊下に飛び出す。体に繋つながっている長い縄跳びをロッカーから引きずり出すと、よろよろっと崩れ落ちるような仕草でまたロッカーの扉を閉める。

「錦織くん!?」

　物音で振り返った美紀たちが、廊下の先の方から駆けつけてくる。縄跳びで捕ほ縛ばくされた錦織の体を見て目を丸くした。

「一体、な、何があったの？　どうしてこんな所にいるの!?」

　錦にしき織おりは力尽きたように腰を落とし、廊下に手をつく。

「下げ駄た箱ばこにあった手紙で呼び出しを受けて屋上に行ったら、複数の人物に急に麻袋を頭から被かぶせられ、さらに、縄跳びでグルグル巻きにされて体の自由を奪われました。最後は運ばれてロッカーの中に押しこめられて……。なんとか手足の拘束を解いて、たった今、脱出できたところで――」

　息も絶え絶えに言う。錦織は自分の入っていた二つ隣のロッカーを指差した。

「麻袋？　グルグル巻き？　一体、誰だれがそんなことを！」

　美み紀きが怒りの声を出す。

「まさか、こんなことをするのは輝夜かぐや真ま央お？　そうなの!?」

「違うと思います。麻袋のせいで何も見えませんでしたが、彼女の声はしませんでした」

　こっそりあやめと舞まいの表情を窺うかがいながら苦しそうな声で説明する。二人は錦織と輝夜が親しいことを知っているのだ。

「じゃあ、六りく道どうかなめさんの声は？」

「いえ、彼女の声もしませんでしたが……。でもどうしてですか？」

「あのね、六道かなめさんから今晩、錦織くんと駆け落ちするって、お母さまに電話があったのよ」

「駆け落ち？　なんでそんな話が？」

　美紀に差し出された手に支えてもらって立ち上がりながら錦織は惚とぼけた。舞が器用な手つきで、体に巻きついた縄跳びを解き始める。

「どういうこと？　六道かなめさんと駆け落ちしたはずの錦織くんが何者かに拘束されていた。錦織くんは発見されたけど、かなめさんは未いまだに行方ゆくえ不明。意味分かんない。不審よ、不審！」

　美紀が腕を組んだまま爪つめを噛かむ。

「どういうことでしょうね」

　あやめは目を細め、縄跳びを解かれ自由になった錦織の前に立つ。

「錦織さん」

　錦織をジッと見据える。

「は、はい」

「一つだけ問います。かなめがあなたと駆け落ちした、と言ったのは全すべて真っ赤な嘘うそ、ということで間違いないですね？」

　三階の廊下に響く、大きな声で問う。もしや近くに六道かなめがいると知ってて、わざと聞こえるような声で言ってるんじゃないか、と錦織は思う。

「というか、なんで駆け落ちなんて話が出てきたのか不思議です」

（六りく道どう、わりい）

　胸の中でもう一度詫わびた。

「そうですか。それを聞いて安あん堵どしました」

　錦にしき織おりはあやめがフッと笑った気がした。

「美み紀きさん。もしかしたら、私、聞き間違えたのかもしれません」

「えっ？」

「かなめは、錦織くんと駆け落ちしたって言ったのではなく、駆け落ちがしたいって言っただけかもしれません。もしかしたら、今いま頃ごろ、神社に戻っている可能性もあります。もう学校の捜索は終わりにしてもらって構いません」

「えっ？　いや、今更、そんな――」

　美紀が呆あつ気けに取られて舞まいと顔を見合わせた。

「現に、かなめと駆け落ちしたはずの錦織くんがこんな所にいるのがよい証拠です」

「それはそうですが、私としては学校の治安を守るため、錦織くんをロッカーに押しこんだ犯人を捜すためにも、もう少し、かなめさんの捜索を続けたいのですが」

「ええ。美紀さんの立場はよく分かります。ですが、まだその事件と駆け落ち騒ぎが関係しているとは限りませんし、どうせその犯人はもう学校内にいないでしょう。かなめの関与を疑うのでしたら、明日か、明後日あさつてにでも、かなめが学校に来た時に事情聴取すればいいのではないですか？　もし、明後日になってもかなめが行方ゆくえ不明のままでしたら、今度は警察の出番だと思います」

「それはそうですが」

　やや、釈然としない表情の美紀の肩を舞がトンと叩たたく。

「もう遅いし、保護者の方がああ言っているんだから、ここは素直に捜索を打ち切ってもいいんじゃない？」

「う――ん」

　美紀は腕を組んで悩んでいたが、やがて、渋々といった感じに頷うなずいた。

「分かりました。生徒会としては、かなめさんと錦織くんが駆け落ちしていないことが明らかになったということで、後はお任せします。また、錦織くんをロッカーに押しこんだ事件の方は、後日、改めて調査します。錦織くんもその時は、実況見けん分ぶんをしてもらうけど、いいわね」

「分かりました」

　その時までに、しっかりと矛盾のないあらすじを作っておこうと思う。

「六道さんは、もし今日中にかなめさんが見つかっても、見つからなくても、私に連絡をください。生徒会として協力できることがあるかもしれませんから」

「はいはい分かってますよ」

　あやめは余裕の表情を崩さない。かなめが帰ってくることを微み塵じんも疑っていない様子だ。美み紀きと舞まいはやや腑ふに落ちない顔をしていた。

　錦にしき織おりは六りく道どうが入っているロッカーにチラッと目をやる。無機質な金属製の扉が、無言の台詞せりふを発しているような気がした。

　胸の中で三たび詫わびる。だが、扉の中まで届いたような気はしなかった。



　錦織はあやめたちと一緒に紫し苑おん高校を後にした。校門を出た後、こっそり六道の所に戻ることも考えたが、帰り道が美紀と一緒の方向だったために、それもできなかった。

　帰宅すると、六道からメールが入ってきていた。

　本文はなく、ただサブジェクトに「……」と書かれてあった。

　錦織はなにか返信しようと思ったが、なんて書けばよいのか分からず途中で止やめる。





　その翌日、六道かなめは学校を休んだ。



    

  
    
      


５　錦織の本音





「この中に裏切り者がいる――」

　輝夜かぐやはジロリと目を剥むいた。

“〝駆け落ち作戦”〟が行われた次の日。緊急の招集がかかり、錦織は昼休みだというのに秘密基地に来ていた。

　不満そうな表情でジ――ッと錦織を見つめる輝夜。反対側の米よね倉くらも似たような顔をしていた。

「ちょっ、二人ともそんな目でオレを見んなよ」

「裏切り者が軽蔑されるのは当然だ！」

「オレは裏切り者じゃねえよ。仕方がないじゃんか。生徒会長と六道のママさんが捜しにやってきたんだから。オレは最初から駆け落ちに反対だったのに、お前たちが強引に監禁したんだろ。だから脱出したんだ。何か問題でもあるか？」

　錦織はフンと唇を尖とがらせる。

「お前が作戦に消極的なことは今までにも幾度となくあった。しかし、今回のは極きわめつきだ。作戦を破は綻たんさせたのだからな」

「……」

　六りく道どうがあの後、神社に戻ったことを、錦にしき織おりは米よね倉くらから聞かされていた。

「六道のヤツ、家にいるんだよな？　なんで、今日、学校に来なかったんだ？」

「お母様から登校を許してもらえなかったそうです」

　米倉は首を振った。

「サイクロンは捕虜になったのかもしれないな」

「退学の時まで、もう学校に来られないかもしれません」

　輝夜かぐやと米倉はまた錦織に視線を向ける。

「だからそんな目で見ないでくれよ。悪いのは全部オレってわけじゃないだろ？　そもそも、六道の意志を無視するママさんに問題があんだろ？」

「いーや、ハラグロが悪い」

「残念です」

「だ―――。だから、なんでオレばっか責められなきゃいけないんだよ」

　錦織は両手で頭を掻かきむしった。

　嫌な空気が狭い部屋の中に充満する。普段ならこんな時、六道がいいムードメイカー役になるのに、と錦織は思う。

「これからどうしましょう」

　米倉が心細い声を出す。

「サイクロンの母親がどういう行動に出るか見定めない限り、方針を決めるのは難しいな。もし、本当にこのまま学校に来ないというなら、違うやり方を考えねばならないだろう」

「そうですね」

　その時、机の上に置かれた米倉の携帯電話がバイブレーションした。

　米倉がゆっくりと手に取る。

「かなめからです」

　興奮したように顔を上げた。

「放課後、みんなで御み崎さき屋やに来て欲しいそうです。大事な話があるって」

　御崎屋は六道の通学路にある、六道がお気に入りのもんじゃの店だ。

「閉じこめられているわけではないみたいだな」

　錦織はちょっと安心する。

「じゃあ、今後の方針についてはサイクロンの話を聞いてからとするか」

　三人は静かに頷うなずきあった。





　放課後、錦にしき織おりは校門で待ち合わせた米よね倉くらと御み崎さき屋やへ向かっていた。

　歩きながら、錦織は時折、隣の米倉を見つめた。米倉は両手で持った鞄かばんを見つめて、ずっと無言だ。これほど落ちこんだ米倉を見るのは知り合って以来初めてだ。

「大事な話って、なんなのかね？」

　沈黙に耐えられなくなって錦織は口を開いた。

「あいつがそんな回りくどい言い方をするのって珍しいよな。普通なら『ヤバイっす』、とかタイトルつけて、メールに直接内容を書きそうなものだが」

「そうですね」

　消え入りそうな声で答える。やっと米倉の声が聞けて錦織は安あん堵どする。

「錦織くん……」

　米倉が深刻そうな顔を上げた。

「ここしばらく、私、かなめのことばかり心配しています。なんとか学校を辞めずに済む方法がないか、友達として何ができるか、そればっかり考えていました」

　訴えかけるような表情で見られて、錦織は「うっ」と引いた。

「なのにこんな状況になってしまって、残念です」

　それだけ言うと、また下を向いてしまった。

「いや、だからまだ六りく道どうが学校を辞めなきゃいけないって決まったわけじゃないって。まだ時間はあるんだから」

「どうでしょうか。もうよいアイディアはありませんし」

「オレも今日から必死で考えるって。駆け落ちとか、ああいうの以外だったら、喜んで協力するからさ。きっと、まだ間に合うって」

「そうだといいんですが」

　米倉は表情に不安の影を貼はりつけたまま、小さくため息をついた。

「錦織くんは――」

　ポツリと、呟つぶやくように口を開く。

「錦織くんは、かなめが学校を去るかもしれないことについて、実際のところどう思っているのですか？」

「そうさなあ」

　錦織は腕を組んで空を眺める。

「六道がいなくなったら、輝夜かぐやの活動がどうなるのか、それが気になるかな」

「えっ？」

　米倉が顔を上げる。呆あきれたように口を開けていた。

「いや、だってさ。もし六道がいなくなったら、輝夜はまた新メンバーを探そうとするだろう。そう思うと頭が痛いなと」

「あ、あの、かなめがいなくなることで思うのは、それだけなんですか？」

「とりあえず思いつくのは、そんなところかな」

　米よね倉くらが急に立ち止まった。

「ん？　米倉？　どうした？」

「……」

「おーい」

「錦にしき織おりくんって時々、ダメダメですね」

　米倉は怖い顔で錦織を睨にらんだ。

「ダメダメ？　何が？」

「とにかくダメダメです。本当に何も分かってないです！」

　プンプンしながら錦織の横を通り過ぎていくと、そのまま、肩をいからせながら歩いていってしまった。

「なんだそりゃあ」

　錦織は首を傾かしげながら、米倉の背中を追いかけた。





「へい、らっしゃーい。お連れさんならもう来てるよ」

　紫し苑おん高校近くのもんじゃの店、御み崎さき屋やののれんを錦織と米倉がくぐると、店主のおばちゃんの、威勢のいい声が飛んできた。六りく道どうと一緒に行動するようになって以来、錦織は何度か連れられて来たので顔を覚えられていた。

「失礼だけどお客さん。お連れさん、何かあったんじゃない？　今日は来て以来ずっとあんな感じだよ」

　カウンターから身を乗り出した店主が、四人掛けの席の六道を指しながら声を潜めた。

　どんよりとした空気が渦巻く席で、暗い顔をした私服姿の六道が、両手のへらで何もない鉄板をガリガリ削っていた。

　六道の前には、先に学校を出た輝夜かぐやが、背筋をピンと伸ばして腕を組んで座っていた。

「かなめ。大丈夫ですか？」

　米倉が六道の腕を取りながら隣の席に座る。

「大丈夫じゃないかも」

　六道はへらを鉄板の上に置き、弱々しく首を振る。

「何かあったのですか？　お母様に厳しいことを言われたとか」

「今日、ママが退学手続の書類を学校に提出しました」

「えっ？　それは早すぎませんか？」

「あと、婚約の儀式、一週間繰り上げることになりました。今週末にするって」

「まさかっ！」

「なんだそりゃ」

　錦にしき織おりも思わず声を上げた。

「なんだか六りく道どうたちが企たくらんでいることに気がついたみたい。何かやりそうだから、それまでにやっちゃおうって」

「いや、でもそんな突然――」

「『錦織・ヒーロー化作戦』の後、すぐに動いていたみたい。もう全国の六道家の人たちには、日取りの変更の連絡をした後だって」

「それルール違反じゃないのか」

「ママとの約束は、婚約の儀式までに“〝愛の証あかし”〟を見せることだったから。儀式が早まっても、約束を破ったわけじゃないって」

「そんなのアリかよ」

　錦織は天井を仰いだ。

「とにかくもう駄目です。無理です。タイムリミットです。六道は十六歳にして婚約。今月一杯で荷物をまとめて学校を去ることになるのです。さよならです」

　バイバイと力なく手を振る。

「サイクロン、まだ時間はある。諦あきらめるのはまだ早いぞ」

　輝夜かぐやが腕を組んだまま頷うなずく。

「そうですよ。閣下の言う通りです。まだ三日もあります！　その間に錦織くんとかなめの“〝愛の証”〟を見せることができればいいんです」

「そんなの無理だよお」

　六道はまた首を振る。

「“〝愛の証”〟なんて見せられないよ。だって六道と錦織くん、ラブラブじゃないもん」

「じゃあラブラブしてください！」

　米よね倉くらが珍しく大きな声を出した。

「そんな無む茶ちやな……」

「だってそうしなければ、かなめは学校を辞めなければいけなくなるのですから。なんとしてでも、三十時間でいいのでラブラブしてもらいます」

「してもらいますって、言われてもなあ」

　錦織は耳の後ろを掻かく。

「ラブラブでなかったのが、いきなりラブラブになるなんて難しいぜ。よしんばできたとしても、やっぱ本物のラブラブとは違うと思うんだ」

「それは――」

　米よね倉くらが唇を噛かむ。

「錦にしき織おりくんの意見に六りく道どうも同意かも。しょんぼり」

「で、でも！　他ほかに方法がないのですからそれしかないじゃないですか」

「それはそうだけどお」

　六道はチラリと錦織の方を見る。

「じゃあ錦織くん。三分で六道とラブラブになってくれる？」

「無む茶ちや言うな！」

「セクシービーム撃つから、ちゃちゃっとメロメロになってよ」

「残念だが六道にはまだセクシービームは早すぎる」

「ほらね、あいふぉん。しょんぼりだよ」

　六道はカクッとうな垂れた。

「錦織くんも！　もうちょっと協力的になってくれてもいいんじゃないですか？　かなめが学校を去るのは嫌でしょう？」

「そりゃできれば力になりたいけどさ」

「どうしてもと言うなら、私がセクシービームを撃ちます！」

　米倉は胸に手を当てて叫んだ。

「ちょっ、米倉、落ち着け。米倉のセクシービームを受けたオレが、どうやって六道とラブラブになんだよ」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうだよ、あいふぉん。それじゃあ錦にしき織おりくんがあいふぉんにメロメロになるだけだよ」

「うっ」

　米よね倉くらは口惜しそうに唇をキュッと閉じた。

「それにね。ママ、もうどうやっても、錦織くんと六りく道どうの愛を認めること、ないかもしれないの」

「どうして？」

「錦織くんとくっついたら、六道、苦労するって。浮気性の顔だからって」

「なんでそうなる！」

　錦織は頭を抱えた。

「それは六道、否定できませんでした」

「私も、ちょっと否定できないかも」

「私もできないな」

「ちょっ、なんでよってたかってオレが浮気性認定だよ。オレは一本気なんだぞ。硬派で通っているんだぞ。草食系だし」

「まあ、とにかく、そういうわけだから。もう、どうやっても無理っぽい。六道は週末には婚約して、学校は中退です。みゅうう」

　六道は鉄板の上に突っ伏してしまった。錦織はハアとため息をつきながら、考えるように腕を組んだ。

「前も言ったけど、高校は義務教育じゃないからなあ。親が反対したら通い続けるのが難しいんだよな。特にうち私立だし」

「だから言ってるじゃん。もう無理だって」

「かなめ、大丈夫です。もし本当に最後の最後まで頑張って、どうしても辞めなければいけなくなったら、私がなんとかします」

　米倉の眼鏡めがねがキランと光った。

「なんとかって？」

「当面の学費については、私が為替かわせ証拠金取引で得た利益がいくらかありますから、心配しないでください。もし、お母様がかなめを神社に置くことはできないというのでしたら、祖父から相続した賃貸アパートの空いた部屋を使ってください。将来的には、奨学金を使えば学費はなんとかなります。かなめにやる気さえあって、学費さえ払っていれば、学校側も退学にはしないでしょう」

「さすがセクシー……」

「ミリオンダラー！」

　錦織と六道は呆あつ気けにとられたような眼まな差ざしで米倉を見つめる。

「なんだかお金絡みのことばかりで、恥ずかしいですけど」

　米よね倉くらは顔を赤らめて下を向いてしまう。

「そんなことはない。こんな時のために私はセクシーを後方支援として仲間に引き入れたのだ」

　輝夜かぐやが自分の手柄のように威張る。

「そうだよ。あいふぉんのお陰でちょっと元気が出てきた」

　突っ伏していた六りく道どうが起き上がった。

「でも今のは最終手段です。できれば、期限までにかなめのお母様を説得しましょう」

　抱きついた六道の背中を米倉は優しく撫なでる。

「あのさあ。話の腰を折って悪いんだが……。希望の光が見えてきたところで、ちょっと違う類たぐいの話をしてもいいか？」

　錦にしき織おりは頬ほおを人差し指で掻かきながら、六道の顔を見た。

「昨日の“〝駆け落ち作戦”〟のことなんだけどさ」

「うん。錦織くんが途中で逃げちゃったから失敗に終わったアレね」

　六道は不満げにちょっと頬を膨らませる。

「そういう言い方すんなよ。だからわりいって言ったじゃんよ」

「悪いで済んだら国連もＩＣＰＯもいらない」

「でもさ、あの場合さあ」

「いや、そのことはもういいよ。それで、なに？」

　言葉の端々が冷たい。

「六道、昨日とか今日とか、駆け落ちのことはなんてママさんに説明したんだ？」

「嘘うそでした、ごめんなさいって謝っただけ」

「オレのことは？」

「ちゃんと駆け落ちのことは知らないって説明したよ」

「そっか」

　錦織は胸を撫で下ろす。

「でもなんで？」

「いや、オレ、生徒会長に何者かにロッカーに押しこめられたって説明したわけだけど。でも、六道のママさんはたぶん、嘘だと分かってると思うんだ。でもって、六道のママさんって生徒会長と知り合いっぽいじゃん」

「…………」

「たぶん、生徒会長もちょっとオレのことを不審に感じてるとは思うんだ」

「…………」

「だからさ。ママさんが駆け落ちのことは話さなくても、この前のデートのこととか、オレと六りく道どうの関係のこととか、一番、やばい閣下との関係のこととか――、もし生徒会長に吹きこんだりしてたら、それに合わせてこっちも理論武装しときたい。口裏を合わせるってわけじゃないけどさ」

「…………」

「そんなわけで、六道からなにげなくママさんに聞いてみることはできないか？　生徒会長に何か話したかって。やぶへびにならない程度にさ。もしもそれで――」

　急に、ブルブルッと六道の体が震えた。

「錦にしき織おりくん！」

　強い声で叫ぶ。テーブルを叩たたいて立ち上がる。

「どうして、今、そんなことを六道に頼むの!?」

　顔を真っ赤にして怒っていた。錦織が初めて見る、マジ怒りの六道の顔だ。

「六道が退学するかもしれないんだよ。学校からいなくなっちゃうかもしれないんだよ。どうしてその相談してる時に、なんで生徒会長の話をするの？」

「いや、その――」

「結局、そうなんだ。錦織くんは六道よりも生徒会メンバーになる方が大事ってことでしょ？　六道が退学して、お嫁に行っちゃってもいいんだ！」

「婿を迎えるんじゃ？」

「一緒のことだよ！　もうっ！　錦織くんなんて大ッ嫌い！」

　六道の大きな瞳ひとみから涙が飛び散る。口がうぐうぐと、子犬のように曲がっていた。米よね倉くらの膝ひざの前を擦すり抜けていくと、半はん袖そでの腕を顔面に押し当てて、ダッシュで店を飛び出していってしまう。

「六道のヤツ、何を興奮しているんだ？」

　錦織は口が半開きになった顔を、六道が出て行った方向に向けていた。

「錦織くんが悪いですよ。ダメダメです」

　米倉も立ち上がった。非難するような視線を向けていた。

「なんでオレが自分と生徒会との関係を心配しちゃダメなんだ？」

「ダメではありませんが、そのことと、かなめの退学の危機は、比較できるようなことではないでしょう」

「比較できると思うけどな」

「だからダメダメだって言ってるんです！」

　六道と同じくらい大きな声でそう言い、六道を追って出ていった。

「ハラグロ」

　横の輝夜かぐやも立ち上がった。

「閣下も帰るのかよ」

「私もセクシーの意見に賛成だ。もうサイクロンを私の配下にとどめることはできないかもしれないな」

　思わせぶりにそう言い残して、輝夜かぐやは店を出ていった。

　一人残された錦にしき織おりが、ポカーンと席で固まっていると、店の主人がもんじゃセット四人前を運んできた。

「どうする？　一人前にするかい？」

「いや。全部いただきます」

　錦織はヤケになって頷うなずいた。



　　　☆



　翌日――。

　朝、登校した錦織が一年Ａ組の自席に着いた時、隣の席に六りく道どうの姿はなかった。

　机に通学鞄かばんがかかっているところを見ると、学校に来てはいるようだ。普段なら錦織が席に座った瞬間に捉つかまり、予鈴が鳴るまで無駄な会話の時間を過ごすパターンが多いのに珍しいことである。

　教室の中を見回すと、クラスの女子たちの輪に入って談笑する六道が見つかった。

「クラス委員殿。おはようさん」

　錦織が六道に細めた目を向けていると、西にし村むらが近づいてきた。慌てて目を逸そらして、短く「おはよう」と答える。

「もしや、六道と喧けん嘩かでもしたか？」

　西村が耳元で囁ささやいてくる。錦織はニタニタ顔をこの時ほどウザく感じたことはない。

「別に。なんで？」

「いや、だって、いつもならこの時間、お前たち仲良くなにやらだべってるじゃん。なのにこの距離感。喧嘩したとしか思えないぜ」

「別に仲良くだべってるわけじゃないさ。いつも、向こうが話しかけてくるから、答えているだけ」

　錦織は肩をすくめる。的外れなことを言ってない分、余計、ムカついた。

「愛あいさまファンのオレからひと言言わせてもらうと」

「いや何も言わなくていい」

「六道はいい娘こだと思うよ。元気だし、明るいし。確かに子供っぽい体形は玉に瑕きずだが、顔は可愛かわいいだろう。それに、あの発育途上な体形が好きだってヤツも結構多いんだぜ」

「あっそ。ってか、それ愛さまファン、関係ないだろ」

　錦織はフンと鼻を鳴らすと、チラッと目を遠くの六道へ向けた。

　クラスの女子と、楽しげに話している。

　いつもと違った様子はない。笑顔も見える。

（あいつ、もう怒ってないのかな？）

　今まで、六りく道どうのことでそんな心配をしたことはない。ただ、学校にいるといつもウザいくらいに絡んでくる六道が近くにいないのは、どこかしっくりこなかった。

　予鈴が鳴る。

「とにかく六道はお薦めだぜ。これ恋愛マスターであるオレからのアドバイスな」

　言いたいことを言うと、西にし村むらは自席に戻っていく。

（余計なお世話だっ！）

　錦にしき織おりは胸の中で毒づいた。いつも軽く受け流すことのできる西村の言葉が、今日に限って妙に重く感じられた。

　西村と入れ替わるように六道が席に戻ってきた。錦織をガン無視して椅い子すに座る。

「六道、おはよう」

　錦織は少しぎこちなく声をかける。

「おは」

　前を向いたまま、そっけなく答えられた。

（やっぱ怒ってる。かなり怒ってる）

　焦りにも似た気持ちが、胸の中に広がっていく。衝撃を受けた表情を隠すように、錦織は、鞄かばんの中から一時間目の授業の教科書を出し始める。

　担任の山やま北きたが教室に入ってきた。

「今日はみんなに残念なお知らせがある」

　山北は重い口調でそう言うと、六道を黒板の前に呼び寄せた。その瞬間、教室がザワつく。錦織は目を見開く。

「突然だが、今週をもって六道かなめが退学することになった。家庭の事情だ」

　ザワメキはさらに拡大する。「マジか？」「なんで？」と言った声がクラス中を飛び交う。

　山北に促され、六道は一歩前に出る。

「先生の説明通り、六道かなめ、退学することになりました。理由はお嫁に行く、じゃあなくて、結婚することになったからです。エヘッ」

　一瞬の間まの後のち、大音量の叫び声が、一年Ａ組の教室から校舎全体に響き渡った。山北の静粛に静粛に、という声が空むなしく掻かき消えていた。

「クラスの皆さんと一緒に過ごすことができて、六道幸せでした。五ヶ月という短い期間でしたが、本当にありがとう」

　六道はニッコリと笑う。

　いつもの六道の、憂いのない無む垢くな笑顔だったが、錦織にはなぜか泣いているように見えた。





　放課後、錦にしき織おりが向かった秘密基地は、法事か葬式のような重苦しい雰囲気に包まれていた。輝夜かぐやは険しい表情でパイプ椅い子すの上に胡坐あぐらをかき、米よね倉くらは俯うつむいている。

「六りく道どうは？」

「欠席だそうです。土曜日の婚約式の準備ですって」

「さよか」

　錦織が椅子に座ると、輝夜は葉は書がきを一枚出して机の上に投げ出した。見開き形式で端が金で縁取られたものだ。

「なにそれ？」

「婚姻約やく定じようの儀の招待状です。私の家にも届いていました」

「そんな物、オレん家ちには来てないぞ」

　錦織は慌てて葉書を手に取る。確かに、六道かなめの婚約とその日取りが毛筆で書かれていた。開始は土曜の午後一時。

「なんで閣下や米倉には送って、オレには送ってこないんだ？」

「かなめから教えてもらいましたが、私たちだけでなくて、クラスの他ほかのみんなにも届くそうです」

「オレだけハブかよ」

「それは、認めていないとはいえ、一応錦織くんはかなめの恋人ということになっていますから。お母様が配慮されたのでしょうか」

「まっ、いいけど。どうせ行かないし」

　錦織はいじけたように口を尖とがらせた。

「それで今後だが、もうやれることはないのか？　もうサイクロンは私の下もとを去るしかないのか？」

「かなめの婚約の儀を止めることはもう叶いません。ですが、昨日も言ったように、婚約しても、学校は辞めなくて済むようにすることはできます。ただし」

　米倉は眼鏡めがねの奥の瞳ひとみを悲しそうに細める。

「ただそのためには、本人のやる気が必要です。かなめ、もう学校、辞めちゃってもいい、なんて言い出してるんです」

「あいつ、そんなこと言ってるのかよ？」

「ええ。家庭に入って毎日家の掃除をするのも悪くない、なんて」

「まじかよ」

　錦織は唸うなりながら、秘密基地の天井を見上げる。

「そんなことは私が許さん」

　突然、輝夜かぐやは両手で机を叩たたいた。

「サイクロンは私の『新世界構築』に必要不可欠なメンバーだ。貴重な戦力だ。それを失うわけにはいかない」

「そうは言っても、学校を辞めて家に入ってしまったら、もうここに来ることもできません。事実上、引退です」

「むう」

　輝夜は悔しそうに歯は軋ぎしりする。

「ハラグロ。お前、仮にも参謀なんだからなんとかする方法を考えろ。今すぐ」

「無む茶ちや言うな」

「何が無茶だ。元々、貴様が変なことを言ったから、サイクロンが心変わりしたんだぞ。責任をとれ」

「そうは言ってもさ。本人が学校に残りたくないって言ってんだから、どうしようもないだろ」

「ならば残りたいような気持ちにさせろ！」

「オレはあいつのカウンセラーじゃないっつーの！」

　輝夜に言い返しながら錦にしき織おりは自分に尋ねる。

　じゃあ自分は六りく道どうのなんなのか、と。





「一緒に帰りませんか？」

　秘密基地での会議、というより輝夜と錦織の言い合いが終わった後、下げ駄た箱ばこで上履きから靴へ履き替えていると、米よね倉くらが声をかけてきた。

「おう。オレも米倉とちょっと話したかった」

「じゃあ、ちょっと遠回りの道で帰りましょうか」

　米倉は沈んだ顔のまま頷うなずいた。

「結局、なんの具体的な作戦も決まりませんでしたね」

　国道沿いの歩道を並んで歩いていると、米倉がポツリと言った。

「なにしろもう時間ないし。輝夜がいきり立ってもさ。今更何をやっても、間に合う気がしない」

「錦織くん――」

　米倉は顔を横に向けて、錦織を見つめる。

「閣下が言ってたじゃないですか。かなめに学校に残りたいって気持ちにさせろって」

「ああ。でも――」

「あります。かなめの気持ちを変える方法」

　錦にしき織おりの台詞せりふを遮って、米よね倉くらは頷うなずく。

「錦織くんがかなめに謝るんです。かなめに、昨日のこと謝りましたか？」

「――――いや」

　錦織は答えるのにちょっと間まを置いた。

「どうしてですか？」

「謝ってもよかったんだけど、なんか改まって謝るのって、いつもとノリが違うと思ってさ。オレと六りく道どうの芸風にそぐわない」

「ノリとか芸風とか、別に違ってもいいじゃないですか」

「まあ、そうなんだけどね」

　錦織は耳の後ろを掻かいた。

「それに、まだなんで六道が怒ったのか、よく分かっていないからさ。そんな状態で謝ったり、あんましたくない」

「要領のいい錦織くんらしくないですね」

　米倉はイジワルな言い方をした後、「でも、その方がかなめに対して誠実かもしれませんね」と付け加える。

「かなめは、錦織くんが生徒会のことを気にしていたから、怒ったわけではないと思いますよ」

「じゃあ、なんで？」

「かなめのことを真剣に考えてくれてない。学校からいなくなってもいいと思ってる、と感じたからじゃないでしょうか」

「いや、真剣に考えているって。だから今まで作戦に従ってきたんだ」

「ですが、かなめはそうは思わなかったのでしょう」

「事実誤認だ」

「でしたら、その辺をきっちり説明して、仲直りすればいいじゃないですか」

「あいつの勘違いを、わざわざ訂正するつもりはないな。それもなんかノリ、違うし」

「もう。素直じゃありませんね」

　米倉は頬ほおを膨らませた。

　しばらく、二人とも黙って歩く。

　遠くからチャルメラの音が聞こえてくる。急速に薄暗くなっていく夕空と、顔を撫なでていく涼しげな風が、夏から秋へ季節が移り変わろうとしていることを錦織に感じさせる。

「錦織くんにとって――」

　再び米倉が口を開いた。

「錦織くんにとって、かなめはどんな存在なのですか？」

「なぜだか今日はそのことを何度か考える機会があった」

「それでその結論は？」

「結論。清涼剤」

「えっ？」

　米よね倉くらは不思議そうな顔をする。

「今日一日中、六りく道どうにガン無視されたから気がついたんだが、六道がいないと学校生活がしんどい。オレ、あいつと喋しやべっている時は、教室の中でも結構、素すでいられるから。なんつーか楽になる。あいつ、お喋りで向こうから話しかけてくるから、いい清涼剤になっていたんじゃないか、と思った。だから現状での結論は清涼剤」

　錦にしき織おりは前髪を掻かき上あげた。

「それをかなめに言ってあげたらどうですか？」

「そういうのってワザワザはっきりさせないといけないことかな？」

　錦織はまた耳の後ろを掻く。

「お互いに分かっていることでも、口にしてはっきりさせると気持ちがよかったりする、と思いますよ」

「でもさ。はっきりさせて、そのせいでそのことを意識するために、以前と同じようにできなくなることもあると思うぜ」

「もう。本当に素直じゃないですね」

　米倉は呆あきれたように腰に手を当てた。

「錦織くんは、清涼剤のかなめがいなくなったら困りますよね？　いなくなって欲しくないですよね？」

「それも、実はよく分かっていなかった」

「かった？　過去形ですか？」

「ああ。そこ重要」

「つまり、今は分かったということ？」

「今日、一日、ガン無視されていたからか、なんとなく分かってきたような気がする。さっきも言った通り、六道がいないと学校生活、しんどい」

「そうですか」

　米倉はホッと、表情を和らげる。

「じゃあもう、その気持ちだけでいいですから。かなめにいて欲しいって、伝えてあげてください」

「いや、だからさ。そうしたい気持ちはやまやまだが、普段、あいつと、あんまりそんな会話をしていないから、やりづらいんだよ。芸風が違う」

「さっきから芸風芸風って。そんなことで仲直りを躊躇ためらうのですか？」

「いや、スタイルって大事だぜ。そこのところを無視して謝っても、前と同じ関係には戻れないとオレは思う」

「はあ、そんなものでしょうか」

　米よね倉くらはもっと言いたげな顔をしていたが、結局、何も言わないでいた。

「土曜の婚約の儀式には本当に、本当に来ないのですか？」

「呼ばれてないし、行っても仕方ないし。クラスのみんなや生徒会長がいるから、なにもできないしな」

「巫み女こ装束のかなめが見られますよ」

「巫女装束は気になるけど、中身が六りく道どうだしなあ」

「そういう憎まれ口を叩たたかないこと」

　急に米倉が立ち止まり、人差し指と中指を錦にしき織おりの口に押し当てた。

　ドキリとするくらい、顔を錦織に接近させ、眼鏡めがねの奥の憂いに満ちた瞳ひとみを艶なまめかしく、瞬まばたかせる。

「行ってあげてください。行って、謝るか、さっき私に言ったことをかなめに伝えてください。芸風なんて気にせずに。もう婚約の儀式を取りやめにすることはできませんが、そうすれば、きっとかなめは喜ぶと思いますから」

「よ、よね」

　錦織が口を動かそうとすると、米倉は指と、近づけていた顔も離した。

「で、でもさ。そんなことをして、あいつ、本当に喜ぶかな？」

「喜びます」

　自信をもって断言する。

「じゃあ気が向いたら、行くことにする」

「気が向いたらじゃなく、必ず来てください。約束です」

　勝手に錦織の指を取って、指きりをさせられた。

「米倉さあ。お前、最近、変わったよな」

　錦織は頭を掻かきながら、ちょっと残念そうな声を出す。

「そうですか？　どう変わりましたか？」

「なんだか、強引なところが閣下っぽくなってきた」

　米倉は暗かった顔に小さな笑みを浮かべ、「はい」と嬉うれしそうに答えた。



　　　☆



「どうしろっつんだよ」

　自室のベッドにゴロンと寝転がって、錦織は天井を見つめた。

「謝れっつーけどさ。謝ってどうにかなるのか？」

　謝ったら六りく道どうは本当に学校を辞めずに済むのか？　そんなことはない。だが、米よね倉くらは錦にしき織おりが謝ることで、また六道は学校に来たいと思うようになるという。

　その意味が分からない。いや。なんとなく分かりそうな気はするのだが、あまり分かりたくない。

「米倉に言われた通り、婚約の儀式に行って、謝ればいいのか？　それで万事解決なのか？」

　それはイヤだ、と思う。

　他人に言われた通りにするのに抵抗があるというのではなく、「悪いとも思っていないのに謝るというのが許せない」。もしこの先、似たような状況、錦織の野望と六道の幸せが背はい反はんした時、錦織はまた同じことをする気がするから。それに、仮に自分に非があったとしても、米倉にも言った通り真面目まじめに謝るというのは、錦織と六道の付き合い方にそぐわないだろう。

「オレだって、六道に学校を辞めてもらいたくはない、と思う」

　その気持ちと、錦織の野望は両立できないのか？

　両立することを示す方法はないか？

　六道との今の関係を保ちながら、全すべてが巧うまくいく方法は？

「最良の選択はなんだ」

　きっとある。

　全てを満足させる方法が必ずこの世界にはあるはずだ。

「考えるんだ。オレの灰色の脳細胞――」

　その時。

　漆黒の頭の闇やみの中でキラリと明星が瞬またたいた気がした。

　錦織はベッドから立ち上がった。

　真剣そのものの顔で部屋を出て行くと、妹がいる隣の部屋の扉をノックした。

「梢こずえ、ちょっといいか？」

「お兄ちゃん!?　ちょっと待って」

　中でドタドタと音がしたと思うと、扉が開いてパジャマ姿の梢が立っていた。くびれていない腰をくねらせて、微妙な流し目を送ってきた。

「いらっしゃーい。今日はゆっくりしていけるんでしょう？」

　色っぽい声でワケの分からないことを言った。妹がどこからそういう怪しげなボキャブラリーを身に付けてくるのか、錦織は本当に不思議でならない。

「実は、梢におりいって頼みがあるんだ」

　梢は目をキラリと光らせた。

「お兄ちゃんのその言葉を待ってたんだよ！」



    

  
    
      



    

  
    
      


６　最良の選択





　六りく道どう神社に祭まつり囃ばや子しが響いていた。

　ふもとの国道から本殿まで通じる坂の参道に、屋台が立ち並び始めている。林の枝の間に渡された針金にぶらさがる色とりどりの提灯ちようちんが、宵の到来を心待ちにするようにチカチカと鈍い光を宿していた。

　毎年、初秋に行われる六道神社祭。今年は開催予定日の寸前になって一週間の繰り上げが決まるというハプニングがあったにも拘かかわらず、参道には早くも浴衣ゆかた姿の祭り客が集まり始めていた。

　その祭りの喧けん騒そうからは隔離された六道神社の最奥部の内ない宮くうに、礼服や和服、制服に身を包んだ老ろう若にやく男なん女によが集まっていた。六道本家の次期宗主筆頭候補である六道かなめの婚姻約やく定じようの儀式に参加するため、全国から集まった縁えん者じやや招待された紫し苑おん高校の生徒たちである。

　そんな中に輝夜かぐやと米よね倉くらの姿があった。クラスメイトたちからは離れた場所にこっそりと待機して招待客を見守っていた。

「どうしたセクシー。なにをそわそわしているのだ？」

　米倉がキョロキョロと周囲を眺めたり、携帯電話のディスプレイを何度も開いたり閉じたりしていると、輝夜が不思議そうな顔をした。

「いえ。錦にしき織おりくん、来ないなあと思いまして」

「あいつは来ないのではないか？　この前はそんな風に言っていたような気がしたが」

「そうなんですけど」

　米倉は唇の先を小さく結ぶ。なんだかんだ言いながら結局、来てくれると思っていた。ところが今け朝さから何度、米倉の方からメールや連絡を入れても、錦織は出ようとしない。携帯電話の電源をオフにしているようなのだ。

「ホントに素直じゃないんだから」

　米倉はハアーとため息をついた。

「あてが外れちゃったみたいです」

　その時、米倉のポケットの中で携帯電話が鳴った。

　錦織からかと思い、急いでディスプレイを見る。かなめからだった。

「「あいふぉん、おっはー」」

「おっはーって。もう午後ですよ」

「「一日最初の挨あい拶さつは、おっはーで決まってるんだよ」」

　思っていたより、元気な声に聞こえる。それが表面的なものなのか、実際にふっきれたのかどうかは電話を通してではよく分からない。

「「六りく道どう、準備が終わったところだから。晴れ姿を見にきてよ。本殿にいるから」」

「えっ？　いいの？」

「「まだ儀式が始まるには時間あるから大丈夫。閣下も一緒に来てって伝えて」」

「はい、ええ、分かりました」

　ピッと、電源を切る。

「かなめが遊びに来てって」

「うむ。ではそうするか」





「あいふぉーん！　閣下！」

　米よね倉くらが本殿の扉を開けると、奥の廊下から六道かなめが声を上げながら、ドタドタと走ってきた。

「どう、六道、綺き麗れいかな？」

　六道は急ブレーキをかけて二人の目の前で止まると、その場でくるりと回ってみせた。透き通るような絹の千ち早はやの袖そでが、羽衣のようにフワッと空に軌跡を描く。一般的な紅色とは異なる薄桃色の緋ひ袴ばかま。短い髪を無理やり水引で結った頭の上に、金細工が施された天てん冠かんが載っていた。

「ええ、綺麗です。本当に綺麗ですよ」

　米倉は優しそうに目を細めた。

「閣下はどう？　感想は？」

　輝夜かぐやは答える代わりに、ジ―――と六道の頭上の天冠を見つめていた。物欲しそうに半開きになった口から、今にもヨダレが垂れてきそうだった。

「閣下？」

「それを被かぶらせて欲しい」

　戦慄わななく手で、六道の頭の上を指差していた。

「うん、いいけど」

「感謝する」

　輝夜は、渡された冠を震える手で頭に載せる。それからなんともご満悦な表情を浮かべると、ようやく六道の巫み女こ装束を上から下まで眺めた。

「うむ。いい衣装だ」

「うわっ、なんだかおざなりのような」

「そ、そんなことはないぞ。本当だ。サイクロンに似合っているぞ。ハラグロがいれば、きっと鼻息を荒くしていたことだろう」

　輝夜かぐやが錦にしき織おりの名前を口にした瞬間、六りく道どうの顔に陰りが見えた。

「別に錦織くんが興奮しても、関係ないもん」

　横を向いて、いじけたように唇を尖とがらせた。

　急に重い空気が周囲を包みこんだ。

「ええっと、かなめ。錦織くん、今日は来られないかもしれません。かなめのお母様、錦織くんには招待状を出さなかったみたいで」

　米よね倉くらが慌ててフォローする。

「別に来なくていいよ、錦織くんなんか！」

「ああ、ええっと、ですが、先日、放課後、二人で話したんですが、かなめと話せなくて寂しいって、言ってましたよ」

「ふ――ん」

「電話、なかったですか？」

「全然？」

「メールは？」

「全く」

「そうですか」

　米倉は残念そうに目を伏せる。

「もう錦織くんのことはいいよ。どうせ六道、学校を辞めちゃうんだから」

　六道はぶっきらぼうに言った。

「その話だが、サイクロン、本当に学校を辞める気なのか？」

「うん。もうふっきれちゃった。もう学校に未練はないよ」

「私としては、サイクロンは貴重な戦力なので残ってもらいたいのだが」

「ゴメンね、閣下」

「子供の手が離れたら現場に復帰、というのはどうだ？」

「子供なんて気が早いって」

　輝夜はハアと長いため息をつく。

「そうか。そうまで言うならもう引き止めない。サイクロンの引退を認めよう。この時期にまた新たなメンバーを探すというのは辛つらいが仕方ないな」

「ありがと、閣下」

　輝夜は冠を六道の頭に戻すと、今までの労を労ねぎらうように肩に手を置いた。

「いいえ、私はまだ諦あきらめきれません！」

　米倉がブンブンと首を振る。

「私はどうしても、かなめには学校に残ってもらいたいです」

「ゴメンね、あいふぉん。でも、それたぶん無理。婚約儀式が終わったら結婚まですぐだよ。もう、学校には行けないよ」

「で、でも」

「それに婚約相手の人は、筋肉質で、声が大きくて、なんとなく肉食系っぽい感じで六りく道どうの好みからはちょっと外れるけど、一ヶ月食料を持たずに山やま篭ごもりの修行をするようなタフガイだから。心配ないよ」

「かなめ、無理してませんか？」

「大丈夫、大丈夫だから」

　六道はパタパタと手を振った。

「こう見えても六道家の人間だもん。ちっちゃい時から六道家の為ために身を捧ささげるつもりだったから。ご先祖さまだってずっとそうして来たんだから。だからきっと大丈夫だよ」

　六道は自信に満ちた表情で小さな胸を張った。

　その目には小さく光るものが輝いていた。







「これより、六道かなめと西にし方かたまさきの婚姻約やく定じようの儀を執り行います」

　六道神社本殿大広間に、あやめの凜りんとした声が響く。

　大広間の中央に両家の人間が対たい峙じするように並び、その他ほかの客は両家を取り囲むように正座で並んでいる。六道家で執り行われる、正式な儀式の形式だ。

「六道かなめ、西方まさき。入りなさい」

　雅が楽がくが聞こえてくる。隣室に控えた演奏者の生演奏。

　障子が開かれ、六道本家正巫み女こ装束に身を包んだ六道が現れる。

　ほう、というため息が客たちから聞こえた。

「綺き麗れい」

　入口の近くで、輝夜かぐやや一年Ａ組の生徒たちと一緒に正座していた米よね倉くらが、感嘆の言葉を漏らしていた。「マジか？」「あれ、本当に六道か？」そんな声も聞こえた。

　差しこむ陽ひの光が、巫女装束と顔にかけられた絹の面めん紗しやの表面で反射し、光の粒を周囲に撒まき散らしているかのようなのだ。被かぶり物以外、あまり服装には関心なさそうな輝夜さえも、思わず目を奪われていた。

　かなめに続いて、和服の男性が現れる。

　ガッチリとした、和服の上からでも分かる筋肉質の体。濃い眉まゆ。見ての通り、修しゆ験げん者じやのような雰囲気の青年だ。

「よい戦士になりそうだ」

　輝夜かぐやがボソリとよく分からないことを呟つぶやいていた。

　六りく道どうは婚約者と横に並び、参列者たちの間に作られた隙すき間まを通って、両家の並ぶ中央へ向かっていく。中央にたどり着くと、それぞれの家側の列に加わった。

「修祓しゆばつの儀」が始まる。

　六道あやめが、前に出た二人の頭上で大おお幣ぬさを振り二人を清める。

　次に、向かい合った二人が杯で神み酒きを酌くみ交わす「三さん献こんの儀」

　そして――。

「契ちぎりの儀を始めます」

　あやめの声で本殿は再び静まりかえった。

「この婚約に異議がなければ、契りの接せつ吻ぷんを交わしなさい」

　あやめが厳おごそかに言い放つ。

　六道は西にし方かたまさきと向かい合った。

　いよいよだ――。

　と、六道は思う。

　両者が接吻を交わして契りを示す。これを経へて二人の婚約は確定したものとなる。

　六道は強い不安に駆られた。

　これから交わすことになる、まさきとの接吻自体よりも、それによって後戻りできなくなることへの不安だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　ふと、脳裏に錦にしき織おりの顔が浮かぶ。もう二度とバカ話をすることもなくなる。数日間、意地を張って無視してきたが、どうせならたっぷり話しておけばよかった、仲直りしておけばよかったと、思う。

　二人はお互いに一歩前に出る。

「では」

　西にし方かたが顔を接近させてくる。

　覚悟を決め、六りく道どうも顔を伸ばしていく。

　最近、米よね倉くらや錦織と同じようなことを何度もやっているので緊張はない。いつか錦織が言っていた通り、寸前で止めていたのをそのまま進めるだけの話。ずっと簡単だ。

　ただ練習の時の癖で、相手の唇との距離を勝手に目算で測ってしまうようになっていた。

　二十センチ……

　十センチ……

　五センチ……。

　ああ、もうすぐだと思い、六道は目を閉じる。



　その時だった――。



　遠くから廊下を走る音が聞こえてきたかと思うと、派手な音と共に障子が開かれた。





「その儀式、ちょっと待って!!」





　妙なイントネーションの女言葉が響き渡った。聞き覚えのある声だ。

　顔を横へ向けた六道は、カッと目を見開いた。

　心臓が止まったかと思った。

　立っていたのは錦織貴たかし、と思われる人物だったのだ。

（来てくれたんだ）

　映画の一場面のようなシチュエーション。でも、なぜかどうしてか、ちっとも涙が出てきそうにない。むしろ、お腹なかの奥底からこみ上げてくるのは爆笑の渦である。

　理由は錦織の格好。

　どこから借りてきたのか、女子中学校の制服を着ていた。ちょっと小さいせいかパツンパツン。そして顔。

　美し過ぎる。

　真っ白な肌。長い睫毛まつげ。針金のように細い眉まゆ。真紅の口紅――。

　原形をとどめないくらいまでにメイクアップされた顔面。さらにそれに長いウイッグまで被かぶっているせいで、顔だけ見ると本当に可愛かわいい女の子が立っているかのようなのだ。女装姿を見たことがなかったら、六りく道どうも錦にしき織おりとは分からなかったかもしれない。

「誰だれ？」

「儀式の演出？」

　突然現れた正体不明の侵入者に、客たちがざわめく。

　錦織は、「ウフフフ」と、微笑ほほえみを振りまきながら中央に駆けてきた。呆あつ気けにとられた西にし方かた家の人間たちの方を向く。

「はじめまして。私、六道かなめの想おもい人びとでっす」

　キラリンと歯を光らせる。声こわ色いろがちょっとキモい。

　錦織は口をポカンと開けた西方まさきに軽く会釈して、六道の肩を抱きしめた。

「かなめ、一緒に子作りしちゃおう」

　そんなことをのたまう。

　この人、なに言ってんだ、と六道は思ったが、

「うん。じゃあ、今すぐ。ここで！」

　と、頷うなずいた。

　なんとなく錦織のやろうとしていることが分かった。

「それきた」

　錦織はスカートのチャックを緩めて、スルスルーと脱ぎ去る。中からスカートには不似合いな灰色のボクサーパンツが現れる。客席から小さな悲鳴が上がった。

　錦織は六道を優しく押し倒すと、巫み女こ装束の袴はかまの裾すそを捲まくり上げ始めた。

「ああ、可愛い、かなめ。あなたの巫女装束が私の心を熱くたぎらせるの！」

「あん。もっと優しく」

　六道は艶なまめかしい声を出しながら、千ち早はやの打ち合わせを自分からはだけようとする。

　周囲は大パニックになっていた。

　悲鳴や怒声のような声が至る所から上がる。

「だ、誰か二人を止めなさい！」

　狼ろう狽ばいした声を出すあやめ、呆気にとられた西方まさきの顔。

　その時――。

　ざわめきの中を、一際大きな声が通り過ぎていった。



「この破は廉れん恥ちが―――――――――――――――――――――――――!!」



　次の刹せつ那な――。

　プチッ。



　唐突に停電にでもなったかのように辺りが暗くら闇やみに包まれた。

　本殿の中だけでなく、陽光に包まれていた本殿前の庭も、スッポリと漆黒の闇やみに包まれているのだ。

「なに？　どうなってるの？？」

　六りく道どうは錦にしき織おりに尋ねる。なんとなく以前にも同じような状況で、同じようなことがあったような気がする。

「まじか。やっぱこうなんのかよ！」

　錦織が狼ろう狽ばいした声を出していた。どうやら錦織の仕込みってわけではないらしい。



　ピカッ、チュドドドド―――――――――――――――――――――――――ン。



　閃せん光こうが視界を覆い、空気を裂く強烈な雷鳴が響き渡った。

　目の前の庭に巨大な雷の柱が立ち昇っていた。

　落雷は一回では済まなかった。



　チュド―――ン、チュド―――ン、チュド―――ン、チュド―――ン。



　本殿を包囲するように、雷が次々と落ちていく。建物全体が光の檻おりで包まれているかのようだった。

　闇の中で上がる叫び声。

（やっぱりだ。前にもあったよ。こんなこと）

　丁度、そう。それは一学期、紫し苑おん高校の秘密基地で――。

　六道は、落雷の光で照らされた錦織の顔を見る。袴はかまにかけた手を離し、悲鳴を上げている客たちの方に顔を向けていた。

　恐らくその視線の先にあるのは。



　グラグラグラグラ――。



　雷鳴が止やんだかと思えば、今度は強い震動が本殿を襲った。

「地震だ！」

「大きいぞ!!」

　招待客から悲鳴が上がる。

　突き上げるような揺れ。一学期に紫し苑おん高校を襲った局地的な大地震よりも、さらに激しい大きな揺れだった。

　さらに拡大するパニックの声。本殿は阿あ鼻び叫きよう喚かんに包まれていた。

　ミシミシ――。

　本殿の天井を走る一本杉の梁はりが嫌な音を立てていた。音はさらに大きくなっていき、揺れのたびにたわむのがはっきりと分かる。

　天井から次々と落下する吹寄せに並べられた桟さん。崩壊して土煙を上げる土壁。

「く、崩れるぞ！」

「外に逃げろ！」

　誰だれかの叫び声がきっかけで、招待客たちは一斉に、埃ほこりや木き屑くずの舞い上がる中、庭を目指して走り出した。

「オレたちも避難すっか」

　錦にしき織おりは立ち上がると、六りく道どうの手を取って起き上がらせた。床に転がったスカートをそろそろと穿く。

「走れそうか？」

「うん、大丈夫だよ」

　なぜか気持ちが落ちついている。錦織が冷静だからだ。

「あなたたち」

　二人の背後から声が聞こえる。揺れる世界の中、六道あやめただ一人が、逃げようともせず落ちついた様子で立っていた。

「やってくれましたわね。お陰で儀式はメチャクチャです。婚約を妨害するために、一流の呪じゆ術じゆつ師しに依頼したのですか？」

　あやめは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で錦織を睨にらんだ。

「依頼してねえよ！」

「前代未聞の不祥事です。六道全家の前であんな物を見せられては、しばらくは、かなめに婿の来き手てはないでしょう」

「ってことは、ママ！　六道が学校を辞めなくていいってこと？」

「結婚もできない娘を、家でブラブラさせておくわけにはいかないでしょう。しばらくは学業に勤いそしみなさい」

「わっ、やった!!」

　六道は錦織に抱きつき、ギューっと首を締め上げた。

「ぐっ、ギブギブ！　六道、息、できないって」

　錦にしき織おりは苦しげな声を上げる。

「それから、あなた」

「なんだよ」

「最後にあなたが見せたのは、“〝愛の証あかし”〟だったと思いますよ」

　険しい顔を崩し、優しい微笑を浮かべた。そして回れ右をすると、埃ほこりや土壁の土の舞う中に消えていく。

「ちょっと！　六りく道どうのママさん、なに最後にいい人っぽい台詞せりふを残して姿を消してんの？　ってか、本殿と一緒に心中するつもりじゃないよな」

「向こうからでも裏庭に出られるんだよ。むしろあっちの方がちょっと近いかも？」

「そういうオチかよ！」

　再び強い縦揺れが襲う。

　二人のいるすぐ横に亀き裂れつの入った梁はりの一つが落下し、ミシミシ、ギシギシと軋きしみ音が建物全体から聞こえてきた。

「これはまじでまずい。六道、走るぞ。できるだけ誰だれもいない所へ脱出するんだ」

「うん」

　錦織は六道の手を取って走り出した。



    

  
    
      



    

  
    
      

　廊下を走りぬけながら、六りく道どうは錦にしき織おりと繋つながった手に視線を落としていた。

　幸福な気持ちで胸が一杯になっていた。

　錦織が来てくれた。いくら変装していたとしても、クラスのみんながいる前であんなことをするのはリスクが高かった。いつもの錦織なら絶対にしないはずだ。

　それを敢あえてリスクを冒して、さらにあんな形で儀式を台無しにしたのは錦織からの何らかのメッセージのような気がする。

　胸を満たしているのは、錦織の六道への気持ち。

「ねえ、錦織くん」

　荒い息を吐きながら、六道は叫ぶ。

「ああ？」

「てっきりトランクス派だと思ってたけど、錦織くんってボクサーパンツ派？　だったんだね。あと、想像していたより肉食系」

「おう。でも、お風ふ呂ろで耳から洗うのは本当だ」

　六道は「アハッ」と笑う。

　錦織と繋つながれた手にほんの少し力を入れた。



    

  
    
      


エピローグ





　日曜日の午後――。

　輝夜かぐやから緊急の呼び出しを受けて、錦にしき織おりは休日の紫し苑おん高校に来ていた。

　静まり返った階段を上って三階の廊下を歩いていくと、丁度、米よね倉くらも生物資料室へ入ろうとしているところだった。錦織は、本殿の崩壊で大騒ぎになっていた六りく道どう神社からこっそり抜け出したので、米倉と会うのは丸一日ぶりである。

　米倉は錦織の顔を見ると、ニッコリ笑った。

「やりましたね」

「まあね」

「私、錦織くんのこと、また少しだけ見直しました。――もうちょっと、他ほかに方法がなかったのかとも思いましたけど」

「いや、オレ的には満点だったと思う。あれ以上の方法はないんじゃないかなあ」

「自じ画が自じ賛さんですね」

　資料室の扉を開き、中へ入っていく。

「お化粧した錦織くんが制服姿で現れた時の輝夜さんの顔、もう忘れられません」

　あんぐりと開けた口をパクパク動かしていたという。

「その後は、どうだった？」

「それは怖くて、見ていられませんでした」

「そうだろうなあ」

　ケタケタと笑った。

「おっはー」

　秘密基地の中に入ると、待ち構えていたように椅い子すに座っていた六道が手を挙げた。校則違反の私服登校。お気に入りの黄色いワンピース姿である

「お前、よく来れたなあ。神社の方、大変なことになってんじゃないの？」

「六道がいても、仕方ないもん。それよりほらほら。六道神社、バッチリ写ってるよ」

　家から持ってきたらしい新聞の社会面を開く。ヘリコプターから撮ったと思われる、事故後の六道神社の写真が鮮明に写っていた。婚約の儀式をやっていた本殿の屋根が、怪獣にでも踏み潰つぶされたように崩れ落ちている。

「こりゃひでえ。怪け我が人にんが出なくて本当によかった」

「最近、地震とか雷とか多いですね。一学期にもありましたし」

「そうだな」

　錦にしき織おりは短く答え肩をすくめる。

　六りく道どうが何か言いたそうな顔をしていたが、そのまま結局、何も言わず口を閉じた。

「よしっ。珍しく全員、集まっているな」

　低い声がして輝夜かぐやが秘密基地に入ってくる。普段と同じキビキビとした動きで、自分の席に向かう。

「今回緊急集合をかけたのは他ほかでもない。昨日、ハラグロとサイクロンが公衆の面前で見せた破は廉れん恥ちな行為について、糾きゆう弾だんせねばならないと思ったからだ」

　ギロリと剥むいた目で、錦織と六道を睨にらみつけた。

「げえ」

「やっぱり」

　錦織と六道は机の上に突っ伏した。

「そもそも、二人は一学期にも同様の行為で私の厳重注意を受けたばかり。その謹慎中にも拘かかわらず、あのような破廉恥な行為に出たのは、私に対する挑戦以外の何物でもない！」

「破廉恥な行為じゃないよ。子作りは神聖な行為だよ」

「おまっ、またそういう火に油を注ぐようなことを」

「閣下！」

　米よね倉くらがスッと手を挙げた。

「私も、二人の行為は規律に基づいて断罪すべきだと考えます！」

「おい米倉、そりゃないだろ！」

「ちょっ、あいふぉ――ん！」

　情けない声を出す錦織と六道に、米倉はニッコリと笑っていた。





「ねえ。錦織くん」

「うん？」

　輝夜、米倉両名による弾だん劾がい裁判でこってりしぼられて、すっかり薄暗くなった帰り道を、錦織と六道が歩いていた。

「一つ聞きたいんだけど」

　六道は上目づかいで錦織を見る。

「おう、どした」

「昨日は、どうして来てくれたの？」

「米倉がキレた顔で来いって言うから」

　そっけなく答える。

「じゃあじゃあ。もし、あいふぉんが言わなかったら、来てくれなかった？」

「六りく道どう、あのな」

　錦にしき織おりは六道の頭に手を載せると、グシャグシャと髪形を崩した。

「んなわけねーじゃん」

　そんなことを言うと、急に早足で歩き出した。

　六道は嬉うれしそうに笑うと、小走りで追いかけた。

「あのね、あのね。ここんところ、六道は、錦織くんに対してかなり積極的なプレイを見せたわけだけど」

「はあ」

「あれはママに錦織くんとの“〝愛の証あかし”〟を見せるためにやってきたことだから。でも、とりあえず危機は去ったわけだし、今日で寸止めチューとか、子作りとか、ああいうノリはリセットだよ。勘違いしちゃ駄目だからね」

「六道よ。今の台詞せりふはちょっと、ほんのちょっぴりツンデレ成分入っていたな」

「ふふふ。実は六道、本質的にはツンデレなのです」

「どこがだよ。本質もなにもツンツンしたこと皆無じゃねーか。心配しなくても、あんなノリを真に受けたりしないって。チューも、子作りも、こっちから願い下げだ。クールキャラのオレには合わないからな」

「しまった、ツンデレ返しか！」

「デレはないけどな」

　そんなことを話しながら、二人は漆黒の帳とばりの下りた通学路を歩く。

　六道神社が見えてくる。本来ならこの時間は祭りの屋台の片付けで賑にぎわっているはずが、本殿崩壊で中止になったため昨日のうちに撤収していた。参道の入口にはロープが張られて、『関係者以外立ち入り禁止』の看板がぶらさがっていた。

「じゃあ、六道はこの辺で」

「おう。また明日な」

　手を上げて去ろうとする錦織は、急に、六道に呼び止められた。

「錦織くん！」

「うん？」

　振り返った錦織に向かって、つま先立ちした六道が顔を近づけてきた。

「？？？！！！」

　ポカンと頬ほおを押さえる錦織。

　その顔に向かって六道はニッコリ笑ってピースした。

「リセットは明日からでした！」

　そう言うと六道は猛ダッシュでその場を立ち去った。

　錦にしき織おりは頬ほおを押さえたまま、いつまでも、黄色のワンピースが消えていった参道を見つめていた。



かぐや魔王式！　第４式

おわり



    

  
    
      


あとがき





　またまた三ヶ月ぶりになります。月つき見みでございます。

　今回は六りく道どうに焦点を当てた物語。一巻を書き終えた時から、六道の物語を書くことを計画していました。それが結実したのが本作です。



　月見の作品には、貧乳（胸のボリュームが控えめ）で、ショートカットの元気キャラの女の子がよく登場します。

　理由は単純明快、

『月見が貧乳でショートカットの女の子が好きだから！』

　そうです。好きなのです。



　アニメの世界では、女の子の胸をユラユラと揺らすことが重要視されることがありますが、月見は揺れなくてもオッケー。むしろ、



「スカートの裾すそが揺れても、胸は揺れなくていい」と思います。



　いや、誤解しないでいただきたい。

　おっぱいが嫌いだ、憎んでいる、ってわけではないのです。

　巨乳はそれはそれでよいと思うし、スゴイと思います。憧れます。おっぱいの勝ち組、輝夜かぐやや米よね倉くらも大好きなキャラクターです。

　でも、三人のキャラを比べたならば、月見は貧乳の六道を応援したくなるのです。

　がんばれ、六道！　負けるな、六道！





　その六道について二巻以来、扱いが悪すぎる！　と多くの方に指摘されました。

　作者は六道が嫌いなんじゃないか。イジメじゃないのか？

　そんなことないです。

　六道、大好きなんです。本当に。

　ただ、六道は扱いが悪くてナンボ。正統派ヒロイン的な六道なんて、六道じゃないと思いません？　だから泣く泣く、あんな扱いをしていたのです。

　本当です!!

　錦にしき織おりだって表面上はスルー気味ですが、六道のことを憎からず思っていると予想いたします。少なくともそういうつもりで書いています。男の子にとって、楽しく会話できる女の子って貴重でしょう。



　さてさて。これ以上、六りく道どうについて書くとネタバレになってしまいそうなので、別の話題――。



『かぐや魔王式！』の舞台ってどこだと思いますか？？



　駅の周囲だけはそこそこ都会。百貨店があって、映画館があって、大きなスクリーンがあって、都市の外に行かなくても大抵の物は揃そろってしまう。

　少し歩けば近くに海があり、砂浜があり、神社があり、夏には花火大会があって、それなりに自然が残っているような場所。

　適度に栄えていて適度に田舎。東京からほんの少し離れた地方都市をイメージして、月つき見みは書いています。

　特にモデルにした都市はありません。

　もしかしたら、こんな場所は日本中を探してもないかもしれません。でも月見は、こんな感じの街に住めたらいいなあ、と思いながらイメージを膨らませるのです。



　もし読者のみなさんが住まわれている街が輝夜かぐやの舞台にそっくりだよ、ということがありましたらぜひ一報ください。夏に水着を持って遊びに行きます！



　輝夜やハラグロたちが通う紫し苑おん高校は、その街を一望できる小高い丘の上にあります。屋上に行けば遠くに海を見ることもできる、見晴らしのよい学校です。

　こちらはモデルがあります。月見が中高を過ごした学校。

　進学以来、一度も顔を見せてないですが、今度の帰郷のおりに訪問しようと思っています。もしかしたら輝夜のような生徒がいるかもしれません。

　母校は男子校ですが!!





　最後に『かぐや魔王式！』の今後の話。



　季節はうつろい、夏が終わって、いよいよ秋になろうとしています。

　秋には体育祭、文化祭、生徒会選挙とイベントが盛りだくさん。その中で輝夜がどんな行動に出るか、考えるだけで楽しくなってきます。

　足踏みをしているようで少しずつ、物語はしっかりと前進中です。そろそろ輝夜かぐやの謎なぞの部分も明らかになりつつあります。

　かぐやのこれからにご期待ください！



　謝辞です。



　まずは担当のひろぽんに。今回も多大なご迷惑をおかけしました。最後までしっかりフィードバックをしていただいて、本当にありがとう。次巻も頑張ります。



　絵師の水みず沢さわ深み森もり先生（通称・みもりん先生）へ。気合入りまくりのかっこいい表紙、大感謝です！

　今回、初対面が実現しそうで実現しませんでした。ですが、本書が本屋に並んでいる頃ころには、三人で打ち合わせができていることでしょう。今後のシリーズの進め方について、一緒に考えることができれば、と思います。



　三み坂さか編集長、編集のＳＳさんにもお世話になりました。また装丁さま、校正さま、その他、多くの関係者の方々。四巻を出すことができたのは、支えてくださったみなさんのお陰であります。

　ありがとうございます！





　そして最後に、本書を手にとってくださった読者のみなさんに、たくさんの感謝を。



月つき見み　草そう平へい
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　月見草平（つきみ・そうへい）
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